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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 御出席、誠に御苦労に存

じます。 

ただいまの出席議員は１３名でございます。 

これより、令和８年第２回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付し

たとおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告 

○議長（中澤良隆君） 日程に入るに先立ち、議

会運営等諸般の報告をいたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げま

す。 

本定例会は６月１２日に告示され、同日、議案

等の配付を行い、その内容につきましては、お手

元に配付の議事日程のとおりであります。 

監査委員から監査・例月現金出納検査結果報告

の提出、町長から法人の経営状況報告書の提出が

ありました。町長から本定例会までの主要な事項

について、行政報告の発言の申出があり、その資

料として、行政報告とともに、令和８年度建設工

事発注状況を配付しましたので、参考に願いま

す。 

また、議案第８号から議案第２２号及び諮問１

号、諮問２号につきましては、明日１８日に配付

の予定であります。 

本定例会までの議会の主要な行事は、お手元に

配付の議会の動向のとおりであります。 

最後に、本定例会の説明員につきましては、町

長以下、関係者の出席を求め、別紙配付のとおり

出席しております。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、議会運営

等諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議

員の指名についてを行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定

により、議長において、 

５番 金 子 益 三 君 

６番 林   敬 永 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員長報告 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 議会運営委員

長報告を行います。 

本定例会の会期日程等の議事運営に関し、審

議、決定した内容について、議会運営委員長の報

告を求めます。 

議会運営委員長、荒生博一君。 

○議会運営委員長（荒生博一君） 令和８年、第

２回定例会の議事運営等について、審議決定した

内容を御報告いたします。 

去る５月２８日及び６月８日に議会運営委員会

を開き、付議事件、会期及び議事日程等の審議並

びに本定例会までに受理しました４件の陳情・要

望の取扱いについて審議いたしました。 

本定例会に提出の案件は、町長から提出の議案

２３件、報告案件３件、諮問２件、議長からの報

告案件３件、議員からの発議案件２件でありま

す。 

また、町の一般行政についての質問について審

議いたしました。 

６月３日正午までの通告期限までに、林敬永議

員外９名の議員から通告がありましたので、本定

例会の一般質問は、本日１７日に６人が質問を行

い、明日１８日に４人が質問を行うことといたし

ました。 

また、質問の順序は、先例により、通告書を受

理した順となっており、質問の要旨は、本日皆様

に配付のとおりであります。なお、質問の方法等

は、上富良野町議会会議規則及び上富良野町議会

運営に関する先例に基づいて行うことになります

ので、活発な御議論をお願い申し上げます。 

これらの状況を考慮し、６月定例会の本会議の

会期については、提出案件の状況などを検討した

結果、本日から６月１８日までの２日間と決定い

たしました。 

以上、議会運営委員会での結果を御報告申し上

げましたが、本定例会の議事運営が円滑に行われ

ますよう、御協力をよろしくお願い申し上げま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、議会運営

委員長報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第３ 会期の決定について 

○議長（中澤良隆君） 日程第３ 会期の決定に

ついてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日から６月１８日までの
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２日間といたしたいと思います。これに御異議は

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は、本日から６月１８日までの２

日間と決定いたしました。 

────────────────── 

◎日程第４ 行政報告 

○議長（中澤良隆君） 日程第４ 行政報告を行

います。 

本定例会までの主な行政執行の経過について、

町長から報告の申出がありますので、発言を許し

ます。 

町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） 議員各位におかれまして

は、公私共に何かと御多用のところ、第２回定例

町議会に御出席いただき、誠にありがとうござい

ます。 

 それでは、３月定例町議会以降における町政執

行の概要について、報告させていただきます。 

初めに、本年度４月からの執行体制についてで

ありますが、職員数については、昨年度中の退職

者９名の欠員に対して、保健師２名、看護師１

名、介護士３名、一般事務職等８名の採用を行

い、昨年度当初から５名増の１９５名による執行

体制としたところであります。 

今後とも、町民の皆様との協働のまちづくりを

進めるため、必要な組織体制の見直しを加えなが

ら、業務の円滑な推進と体制の強化を図り、一層

信頼される組織となるよう取り組んでまいりま

す。 

次に、国の栄典関係についてでありますが、４

月２９日発令の春の叙勲において、危険業務従事

者の防衛功労として２名が瑞宝双光章を、１名が

瑞宝単光章を受章されたところであります。改め

てこれまでの功績に心から敬意を表するととも

に、ますますの御活躍、御健勝をお祈り申し上げ

るところであります。 

次に、自衛隊関係についてでありますが、４月

１２日には北部方面後方支援隊創隊２６周年記念

行事に、５月３１日には上富良野駐屯地創立７１

周年記念行事に、６月７日には北海道補給所及び

島松駐屯地創立７４周年記念行事に、６月１４日

には第２師団創立７６周年、旭川駐屯地開設７４

周年記念行事に参加したところであります。 

また、各部隊行事、協力団体行事につきまして

も参加したところであり、今後におきましても自

衛隊との連携及び共生を図ってまいります。 

次に、基地対策関係についてでありますが、上

富良野町基地対策協議会により、６月１２日に防

衛施設周辺整備対策に関する要望を上富良野駐屯

地に行ってきたところであります。 

次に、十勝岳大正泥流被災１００年事業につい

てでありますが、５月２４日に十勝岳大正泥流被

災１００年追悼式を執り行い、公職者、地域の代

表の皆様、一般の方を含め約８０名の御参列をい

ただき、鎮魂の祈りを捧げました。また、町内の

関係団体等において、上富良野町十勝岳噴火１０

０年追悼・防災継承事業補助金を活用した各種事

業を行っていただいているところであり、引き続

き関係団体等との連携を強化し、事業を展開して

まいります。 

次に、地域おこし協力隊等についてであります

が、４月１日付で郷土学習推進員１名、特産農作

物支援員１名の計２名を採用いたしました。ま

た、任期満了により教育支援専門員１名を町職員

として採用したほか、観光推進員１名が町内で新

規開業、地域振興推進員１名が町内事業所へ就職

により活動終了となりました。これにより、現在

１２名の地域おこし協力隊員に活動していただい

ているところであります。 

また、地域プロジェクトマネジャー制度につい

ては、昨年度に引き続き２名に活動していただい

ているところであります。 

今後におきましても、地域の課題解決に向け、

地域おこし協力隊及び地域プロジェクトマネ

ジャー制度の活用を行ってまいります。 

次に、令和７年度ふるさと納税事業の実績につ

いてでありますが、件数で約２万５,０００件、金

額にして約６億３,６００万円の御寄附を頂いたと

ころであります。返礼品代金や配送料、取扱委託

料など、必要経費の約３億４０２万円を差し引い

た金額は約３億３,１９８万円となったことから、

御寄附をいただいた皆様の御意思に基づく各事業

に備えた基金への積立てを行った上で、しかるべ

き用途に活用させていただくとともに、今後にお

きましても、本事業を通じて上富良野のブランド

の知名度、魅力向上、自主財源の確保に努めてま

いります。 

次に、物価高騰の影響を受ける町民の暮らしを

支援するとともに、消費の下支えによる町内事業

者支援を目的として実施しました生活応援商品券

給付事業についてでありますが、２月１日付で町

内の住民登録のありました全町民を対象に、一人

１万円分の商品券を５,０３３世帯、９,４０４

人、９,４０４万円分を交付したところでありま

す。引き続き、８月３１日の使用期限までの期間

において有効に御活用いただくよう、町民の皆様
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に呼びかけてまいります。 

次に、町税等の収納状況についてであります

が、納税相談や滞納者に対する督促、差押え等を

行い、徴収に努めてまいりました。これらによ

り、令和７年度の収納率は滞納繰越分を含め、町

税で前年比０.２％減の９８.１％、国保税で０.８

％減の９８.６％と、一定の水準を確保できたとこ

ろであり、滞納繰越金は、町税で１,７１８万７,

０００円、国保税で３２２万２,０００円となって

おります。 

今後も、納期内納税の啓発と収納率の向上に努

めてまいります。 

また、国民健康保険未就学児、学生均等割減免

につきましては２１８名が対象となり、国の軽減

額が５７万４,０００円、町の減免額が４７３万

３,０００円となっております。 

次に、国の強い経済を実現する総合経済対策と

して実施しました物価高対応子育て応援手当支給

事業についてでありますが、支給額２万円の対象

となる児童１,２７５名に対して７２３件、２,５

５０万円を給付したところであります。 

次に、強い経済を実現する総合経済対策におけ

る物価高騰に伴う低所得者世帯への支援の給付金

として実施しました物価高騰緊急対策（生活支

援）低所得者世帯給付金事業についてであります

が、令和７年度住民税非課税世帯及び所得割のみ

非課税世帯に対して１万円を１,４１２件、１,４

１２万円を給付したところであります。 

次に、農作物の生育状況についてであります

が、本年は雪解けが早く、また、例年の平均気温

より高い日が続き、現在のところ例年より水稲で

１日、畑作で約１日から６日ほどの速さで播種や

移植が行われているところであります。今後、昨

年同様の猛暑が予想され、干ばつ等や農業者の皆

様の体調も心配されるところでありますが、豊穣

の秋に向け引き続き、生育状況を注視しつつ、農

業関係機関相互の連携を図ってまいります。 

次に、建設産業安全大会についてであります

が、建設工事の繁忙期を迎えるに当たって、４月

２０日に建設事業協会と商工会、工業部会の共催

により、建設事業従事者約１００名が集い開催さ

れ、交通事故や労働災害の防止を参加者全員によ

り確認し、無事故を誓ったところであります。 

次に、道路整備及び治水・砂防関係についてで

ありますが、４月１４日には、北海道道路整備促

進協会、北海道治水砂防海岸事業促進同盟及び北

海道防災協会の各通常総会に、４月１５日には、

北海道道路利用者会議及び令和８年度定期総会へ

出席し、道路・治水・砂防事業の拡充及び促進を

図るための活動を行ったところであります。 

また、５月１２日には、全国道路利用者会議第

７８回定期総会へ出席し、５月１３日には、道路

整備促進期成同盟会全国協議会第４７回通常総

会、命と暮らしを守る道づくり全国大会、道路整

備に係る中央要請活動に参加し、５月２８日に

は、全国治水砂防協会第９０回通常総会へ出席、

５月２９日には、令和８年度全国治水規制同盟会

連合令和８年度通常総会へ出席してきたところで

あります。 

次に、上富良野高校の入学状況についてであり

ますが、今春の新入学者数は、地元の中学卒業生

１２名を含む２３名となり、全校生徒は６６名と

なったところであります。 

また、特色ある学校づくりの一貫として、令和

２年度から導入している学校給食については、全

校生徒６６名中６１名の生徒が利用され、好評を

得ているほか、本年度から保護者の負担軽減を図

る支援施策といたしまして、給食費無償化を始動

したところであります。 

引き続き、次年度の入学者の確保に向け、上富

良野高等学校教育振興会補助をはじめ、魅力ある

学校づくりの支援を進めてまいります。 

次に、児童生徒の部活動等における活躍状況に

ついてでありますが、３月に開催された２０２６

年第２８回日本ジュニア管打楽器コンクール、サ

クソフォーン・ソロ部門に嶋崎夢衣さんが、同コ

ンクールのアンサンブル部門に上富良野小学校ス

クールバンド金管の部６名及び打楽器の部３名が

出場されました。今後におきましても、本町の子

どもたちが各方面で活躍していただくことを期待

するものであります。 

最後に、建設工事の発注状況についてでありま

すが、本年度入札執行した建設工事は、６月１０

日現在、件数で１８件、事業費総額で２億３,４９

９万３,０００円となっております。 

また、本年度発注予定の建設工事は３８件で、

その情報については、４月１日付で公表したとこ

ろであります。 

なお、お手元に令和８年度建設工事発注状況を

配付しておりますので、後ほど御高覧いただきた

く存じます。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、行政報告

を終わります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第５ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告について、監査委

員より報告を求めます。 
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代表監査委員、中田繁利君。 

○代表監査委員（中田繁利君） 監査・例月現金

出納検査について御報告いたします。 

概要のみ申し上げますので、御了承賜りたいと

思います。 

初めに、定期監査の結果について御報告申し上

げます。 

１ページを御覧ください。 

地方自治法第１９９条第４項の規定により、定

期監査を執行しましたので、同条第９項の規定に

より、その結果を報告いたします。 

定期監査の概要ですが、町立病院貯蔵品検査に

ついて、令和８年４月１７日に町立病院のたな卸

しを監査の対象として、令和７年度末に係る貯蔵

品調書等関係諸帳簿を閲覧するとともに、貯蔵品

の実地検査を行いました。 

検査の結果、棚卸しは、おおむね適正に執行さ

れていると認めました。 

次に、２ページを御覧ください。 

車両検査について、令和８年６月２日に公用車

両９０台の整備及び管理の状況を監査の対象とし

て実地検査を行いました。 

検査の結果、公用車両の整備及び管理の状況

は、おおむね良好であると認めました。 

次に、３ページから１９ページの例月現金出納

検査の結果について御報告申し上げます。 

地方自治法第２３５条の２第１項の規定によ

り、例月現金出納検査を執行しましたので、同条

第３項の規定により、その結果を報告いたしま

す。 

令和７年度会計の令和８年２月分から４月分及

び令和８年度会計の令和８年４月分について、検

査の概要及び検査結果を一括して御報告いたしま

す。 

例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行

し、各会計の出納の収支状況は別紙資料に示すと

おりであり、現金は適正に保管されていることを

認めました。 

なお、資料につきましては、御高覧いただいた

ものと存じ、説明を省略させていただきます。 

また、税の収納状況につきましては、令和７年

度分を２０ページに、令和８年度分を２１ページ

に添付していますので、参考にしていただきたい

と思います。 

以上で、監査・例月現金出納検査結果の御報告

といたします。 

○議長（中澤良隆君） ただいまの報告に対し、

御質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御質疑がなければ、これ

をもって、報告第１号監査・例月現金出納検査結

果報告についてを終わります。 

────────────────── 

◎日程第６ 報告第２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第６ 報告第２号委

員会所管事務調査報告について、報告を求めま

す。 

厚生文教常任委員長、佐藤大輔君。 

○厚生文教常任委員長（佐藤大輔君） ただいま

上程いただきました報告第２号委員会所管事務調

査報告について御報告申し上げます。 

１ページを御覧ください。 

以下、厚生文教常任委員会所管事務調査報告書

を一部抜粋しながら、その主要な部分を朗読し、

報告に代えさせていただきます。 

厚生文教常任委員会所管事務調査報告書。 

本委員会の所管事務調査として閉会中の継続調

査に付託された事件（会議規則第７５条の規定）

について、調査を実施したので、会議規則第７７

条の規定により報告する。 

令和８年６月４日。 

上富良野町議会議長、中澤良隆様。 

厚生文教常任委員会委員長、佐藤大輔。 

記。 

件名、先進市町村行政調査について。 

１、調査の経過。 

本委員会は、令和８年第１回定例会において閉

会中の継続調査として申出を行った先進市町村行

政調査について、令和７年１２月から９回にわた

り委員会を開催し、調査内容等の協議を進めてき

た。 

このたび、５月１９日から５月２０日にかけ

て、愛媛県鬼北町議会及び西条市議会において、

これからの高齢者支援について、また、内子町議

会及び今治市議会において、子どもの学びの多様

化について、それぞれ先進事例の調査を実施し

た。 

２、視察内容及び調査の結果。 

（１）愛媛県鬼北町。 

①町の概要につきましては、後ほど御高覧くだ

さい。 

②調査項目。 

ア、地域の医療、介護、福祉、保健の包括的な

連携について。 

イ、一般病床の活用による在宅復帰支援の充実

について。 

③調査結果の概要。 

鬼北町立北宇和病院では、地域医療構想に基づ
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き、令和５年度に５５床中３４床を地域包括ケア

病床へ転換し、在宅復帰を重視した病院運営へ移

行していた。地域包括ケア病院の病床の稼働率は

８０％前後を維持し、診療報酬上は一定の成果を

上げていたが、病院全体の病床稼働率は令和７年

度に６０％を下回っており、人口減少や近隣中核

病院への患者集中によって当初の想定と乖離が生

じていた。特に急性期医療を宇和島市内の病院が

担う中で、急性期治療後の患者が地域へ戻らず、

そのまま宇和島市内で医療を完結するケースが増

えていることが課題として挙げられた。 

在宅復帰支援では、ベッドコントロール会議や

多職種連携会議を継続的に実施し、医師、看護

師、ケアマネジャー、リハビリ職、家族などが連

携することで在宅復帰率８０％超えを維持してい

た。また、訪問看護ステーションや訪問診療体制

も整備されており、地域包括ケア病床を地域全体

で支える仕組みとして運用している点が特徴的で

あった。 

一方で、介護・在宅支援人材の不足は深刻であ

り、特に夜勤可能な看護師や看護補助者の高齢化

が課題となっていた。医師確保対策としては、令

和３年度に医学生向け奨学金制度を設け、入学金

１００万円と月額２０万円を貸与し、一定期間町

立病院等で勤務すれば返還免除となる取組を実施

していた。しかし、若手医師が高度医療経験を求

めて大規模病院へ流出する傾向があり、地域医療

機関への定着には課題が残されていた。また、地

域枠医師や自治医科大学卒業医師についても、中

核病院優先で配置される現状があり、小規模自治

体病院共通の課題が浮き彫りとなっていた。 

医療ＤＸでは、令和５年度に電子カルテを導入

し、Ｗｉ－ｆｉ整備を含め約１億４,０００万円を

投じていた。紙カルテ時代の情報共有や記載漏れ

の課題が改善され、業務効率化や会計時間短縮に

一定の成果が見られていた。 

また、地域包括支援センターでは、ＬＩＮＥ 

ＷＯＲＫＳを活用し、約８０事業所が参加する医

療・介護・福祉ネットワークを構築していた。訪

問看護時の動画共有などにも活用されており、将

来的には災害時の福祉避難所運営や要配慮者情報

共有への展開も検討されていた。一方で、ＩＣＴ

活用への温度差や、個人情報管理への不安が課題

として挙げられていた。 

認知症施策では、令和６年度から認知症高齢者

見守り支援事業を開始し、ＧＰＳ機器購入費の９

割補助を実施していた。機器選定については、本

人特性に応じて介護支援専門員等が支援を行い、

柔軟な対応が図られていた。また、商工会や地域

事業者、警察との連携による地域ぐるみの見守り

体制が構築されていた。認知症サポーター養成講

座は、小中学校で平成２３年度から、高校でも３

年前から実施されており、幼少期から認知症への

理解を深める取組が継続されていた。 

さらに、高齢化率４６％という厳しい状況の中

でも、配食サービス、生きがいデイサービス、移

動販売支援などを地道に積み重ねながら高齢者支

援を行っていた。 

また、特別養護老人ホームは、１市３町による

広域事務組合で運営されており、小規模自治体単

独では維持が困難な行政サービスを広域連携に

よって支えている実態が確認できた。 

４、まとめ。 

北宇和病院では、地域医療構想に基づき、療養

病床の休床や、急性期病床から地域包括ケア病床

への転換が進められていた。人口減少や医療需要

の変化に対応し、限られた医療資源を地域内で有

効に循環させるため、病床機能の見直しと在宅復

帰支援を一体的に進めている点が印象的であっ

た。 

一方、上富良野町においても、特別養護老人

ホームの経営改善を目的として、町立病院の一部

病床を地域ケア病床へ転換する案が経営コンサル

タントから示されてはいるものの、病床転換だけ

で地域包括ケアを成立させることは困難である。 

北宇和病院では、患者の在宅復帰や施設入所を

支えるため、関係機関との連携機能が重視されて

いた。 

一方、上富良野町立病院では、現時点で相談室

が未設置であり、医療ソーシャルワーカーも配置

されていない。地域包括ケア病床は急性期治療後

の患者を在宅や施設へ円滑につなぐ役割を担う病

床であるため、退院調整や生活支援体制が不十分

なまま病床転換のみを進めても、本来期待される

効果を十分発揮できない可能性がある。 

また、北宇和病院は公設、民営であるのに対

し、上富良野町立病院は公設、公営である。公

設・公営病院は、採算性だけでなく地域住民に安

心を与える行政的役割を担っているため、福祉、

介護、保健部門との連携を一体的に進めやすいと

いう強みはある。病床転換を行うのであれば、単

なる病院経営対策ではなく、地域包括ケアシステ

ム全体の再構築として位置づける必要がある。 

高齢化が進む中、今後は治す医療だけでなく、

支える医療が重要となることから、相談室の設置

や医療ソーシャルワーカーの配置、多職種連携体

制の強化など、退院後の暮らしまで見据えた体制

整備が不可欠であると感じた。 
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（２）愛媛県内子町。 

①町の概要につきましては、後ほど御高覧くだ

さい。 

②調査項目。 

ア、ふるさと教育について。 

イ、切れ目のない環境教育について。 

③調査結果の概要。 

内子町では、令和４年度に町内全小中学校へ学

校運営協議会、コミュニティースクールを設置

し、各協議会に１名から３名の地域コーディネー

ターを配置していた。従来から行われてきた地域

学習を、地域住民やコーディネーターが主体的に

関わる形へ発展させ、学校と地域が一体となった

ふるさと教育を推進している点が特徴的であっ

た。 

代表的な取組として、小学６年生が地元和紙工

房で自らすいた和紙を卒業証書として使用する卒

業証書作りがあり、地域産業や伝統文化への理解

を深めていた。 

また、小学５年生を対象とした小田深山集団宿

泊活動では、学校の枠を超えた交流を行いなが

ら、自然観察や川遊びを通じて地域の自然環境を

学んでいた。なお、総合計画策定時のアンケート

で、中学生の約８５％が内子町に愛着があると回

答しており、地域景観や伝統文化に触れる経験が

郷土愛や将来的な定住意識につながっていると分

析していた。 

地域人材の活用では、地域コーディネーターが

中心となり、農業者、伝統工芸士、教員ＯＢ、Ｎ

ＰＯ関係者などを外部指導者として学校活動へ結

びつけていた。コーディネーターは、地域おこし

協力隊ではなく、地域事情や学校現場を理解した

地元住民が担っており、学校と地域をつなぐ橋渡

し役として機能していた。財源には、過疎対策ソ

フト事業を活用していた。 

また、内子町学習センター公営塾は、内子高校

魅力化事業の一環として本格始動しており、地域

おこし協力隊３名が放課後に国語、数学、英語を

指導していた。今後は、探究学習とも連携し、高

校魅力化と地域人材育成を一体的に進める方針で

あった。 

さらに、部活動地域展開にも地域おこし協力隊

を活用し、学校教育と地域活動を結びつける人材

確保を進めていた。 

環境教育では、環境子ども会議を約２０年間継

続して実施し、各学校代表による活動報告や交流

を通じて学びを深めていた。廃油を利用した石け

ん作り、古着を活用したマイバッグ作り、大豆か

らの豆腐作りなど、体験型学習を重視した点も特

徴的であった。 

環境政策では、１９９３年からエコロジータウ

ン、２００６年にはバイオマスタウン構想を掲

げ、森、畑、町のプロジェクトを柱に、木質バイ

オマス発電、生ごみ堆肥化、廃食油のＢＤＦ燃料

化など、循環型社会形成を推進していた。特に未

利用木材の活用が林業振興や防災にもつながって

いる点が印象的であった。 

また、えひめＡＩ－１の無料配布や５Ｒ推進な

ど、住民参加型の環境施策も長年継続されてい

た。 

これらの取組の背景には、行政主導ではなく地

域住民やＮＰＯによる主体的活動が根づいてお

り、行政はそれを支援する立場を取っていた。地

域全体で教育や環境を支える文化を形成している

ことが内子町の大きな特徴であると感じた。 

④まとめ。 

ふるさと教育と環境教育は、単独の教育施策で

はなく、地域づくりと一体化した取組として実践

されていた。地域資源や産業、自然、文化、人材

を学校教育へ積極的に取り込み、子どもたちが地

域との関わりの中で学ぶ仕組みが継続的に構築さ

れていた点が印象的であった。 

特に地域コーディネーターの存在が大きな役割

を果たしていた。地域事情に精通した住民が学校

と地域をつなぐことで、継続性と実効性のある学

びにつながっており、教員ＯＢや地域活動実践者

など、多様な地域人材が参画している点は、中山

間地域において重要な仕組みであると感じた。 

上富良野町においても、ジオパークの取組や、

農業、ラベンダーなどの多くの地域資源を有して

いるが、それらを教育活動へどう結びつけ、地域

への愛着形成や将来的な定住意識につなげるかに

ついては、さらに検討の余地があると感じた。 

内子町では、自然体験や職場体験、伝統文化体

験を単発事業ではなく地域全体で子どもを育てる

という視点の下、継続的に実施しており、本町に

おいても地域資源を活用した横断的な学びの仕組

みづくりが必要であると考える。 

また、高校魅力化や部活動地域展開など、学校

だけでは対応が難しい分野に対し、外部人材を戦

略的に配置している点も参考となった。 

環境教育は、地域の暮らしを守るという住民主

体の意識形成につながっていたことが特徴的で

あった。 

今回の調査を通じ、子どもたちが地域の自然や

文化、人との関わりの中で学ぶことが将来的な地

域定着や地域づくりへの参画意識につながること

を改めて認識した。 
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本町においても、学校、地域、行政が連携した

地域と共にある学びのさらなる推進が重要である

と感じた。 

（３）愛媛県今治市。 

①市の概要につきましては、後ほど御高覧くだ

さい。 

②調査項目。 

ア、今治版ネウボラについて。 

③調査結果の概要。 

ネウボラとは、フィンランド語でアドバイスを

受け取る場所を意味し、今治市では、子どもが真

ん中で輝くやさしいまちを理念に掲げ、妊娠期か

ら１８歳まで切れ目のない伴走型支援を行う、今

治版ネウボラを推進している。 

人口減少と高齢化が進み、出生数が平成期の年

間１,０００人超えから令和７年度には６１０人ま

で減少する中、子育て施策を市政の中心に据えた

取組を展開していた。令和４年４月には、国のこ

ども家庭庁設置に先駆けてこども未来課を新設

し、その中にネウボラ政策課を設置した。母子保

健、児童福祉、発達支援などを集約し、こども家

庭センターを中心としたワンストップ型相談支援

体制を整備している点が特徴である。保健師、保

育士、教員ＯＢなど多職種を配置し、児童虐待、

ヤングケアラー、不登校、発達特性など複雑化す

る課題へ横断的に対応していた。 

支援内容はライフステージごとに整理されてお

り、妊娠８か月面談、子育て応援ヘルパー派遣事

業、パパママすまいる健診、５歳児相談事業な

ど、予防的早期介入型の施策を実施している。特

に５歳児相談事業では、Ｗｅｂシステムここあぽ

を活用し、発達特性を早期に把握して療育や相談

支援へつなげていた。 

経済的支援も充実しており、子どもが真ん中応

援券、不妊治療費助成、島嶼部での高速道路料金

支援、自転車ヘルメット購入補助など、多様な支

援策を展開していた。財源には、愛媛県の人口減

少対策交付金等を活用しつつ、市独自の上乗せ支

援を行っていた。 

さらに、令和１２年供用開始を目指し総事業費

約９０億円規模のネウボラ拠点施設整備計画も進

められている。図書館機能、保健センター相談機

能、子どもの遊び場などを集約した複合施設を新

設し、ここに来れば子育てのことは何でも相談で

きるを合言葉とした拠点を目指していた。 

質疑応答では、ネウボラという名称の認知度は

まだ十分ではないものの、あえてその名称を掲げ

ることで、妊娠期から１８歳まで伴走支援を行う

市の姿勢を明確に示しているとの説明があった。 

現在、今治市に居住する妊娠期、妊娠中または

子育て中の方をネウボラフレンズとして募集し、

それぞれのＩｎｓｔａｇｒａｍを通じた市民目線での

情報発信を強化している。 

移住施策との関係については、ネウボラそのも

のを目的とした移住というより、子どもが真ん中

という町全体の空気感や安心感が移住促進につな

がっているとの認識が示された。令和５年度には

１２年ぶりに出生数が増加に転じた月もあり、施

策の効果が徐々に表れているとのことであった。 

また、教員ＯＢの配置により、学校だけでは把

握しきれない家庭背景や福祉的課題を教育・保

健・福祉部門が連携して支援していた。 

不登校対応においても、教育委員会のみで抱え

込まず、ネウボラ政策課が福祉と教育をつなぐハ

ブ機能を果たしている点が印象的であった。 

４、まとめ。 

子育て支援を人口減少対策や町の将来への投資

として位置づけ、妊娠期から１８歳までを切れ目

なく支える伴走型支援を行っている点が今治市の

大きな特徴であった。母子保健、児童福祉、発達

支援を総合的に統合し、ワンストップ化を図るこ

とで、子どもや家庭の課題に横断的に対応してい

る点は非常に参考となった。 

一方、上富良野町においても、近年、こどもセ

ンターを新設し、行政組織の集約やファミリーサ

ポート事業の配置など、子育て支援のワンストッ

プ化を進めている。限られた人員の中で関係部署

を横断的に連携させることは容易ではなく、その

意味で本町の方向性は今治市と共通する部分があ

ると感じた。 

その上で、今治市との比較から見えてきたの

は、施設や組織を整備した後、どのような専門性

や機能を持たせるかが重要であるという点であ

る。今治市では、保健師、保育士、教員ＯＢな

ど、多職種が連携し、不登校、発達特性、ヤング

ケアラーなど、複雑化する課題に対応していた。 

また、学校現場での気づきを福祉や保健分野に

つなぎ、家庭訪問や発達相談へ発展させるなど、

相談を待つ行政ではなく、早期に気づき伴走する

行政を実践している点が印象的であった。 

上富良野町においても、少子化が進む中で、子

育て支援は、この町で安心して子どもを育てられ

るという信頼感の形成につながる、重要な取組で

あると考える。人口規模や財政規模の違いから、

今治市と同規模の大型施設整備や事業展開は現実

的ではないが、小規模自治体だからこそ、顔の見

える関係性や機動力を生かしたきめ細やかな支援

は十分可能である。 
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また、今治市では、子どもが真ん中という理念

を市全体で共有し、ネウボラを町のまちづくりの

柱として位置づけていた。 

上富良野町においても、こどもセンターを教

育、福祉、医療、地域が連携する子育て支援の拠

点として機能させるためには、相談体制の充実、

専門職員の配置、啓発・普及活動の強化などが求

められる。 

今回の視察を通じ、上富良野町が進めている子

育て支援政策の方向性に一定の可能性を感じるこ

とができた。 

地域との距離が近いという本町の強みを生かし

ながら、若い世代が自らの希望に沿ったライフデ

ザインを描ける町の実現に向けた取組が進むこと

を期待したい。 

（４）愛媛県西条市。 

①市の概要につきましては、後ほど御高覧くだ

さい。 

②調査項目。 

ア、健幸アンバサダーについて。 

③調査結果の概要。 

西条市は、人口約１０万人を有し、工業、農

業、移住施策など、多面的な強みを持つ自治体で

あり、みんなで健幸をめぐらせ、誰もが自分らし

く暮らせるまちを基本理念としてた第３次健康づ

くり計画を推進していた。 

今回特に注目した健幸アンバサダー事業は、従

来の健康づくり推進制度を発展的に再構築した取

組である。従来制度では、公民館単位で推進員を

配置する形式を取っていたが、担い手不足や参加

者の固定化、地域による温度差が課題となってい

た。 

そこで西条市では、口コミの力を活用し、身近

な人へ健康情報を伝える健康伝道師として健幸ア

ンバサダー制度を創設した。 

本事業は、令和２年度から開始され、５年間で

登録者５００人を目標としていたが、令和８年４

月時点で登録者数は４９８人に達し、目標をほぼ

達成していた。 

対象は高校生以上であり、保険業、スポーツジ

ム関係者、市職員、医療・介護関係者など幅広い

層が参加していた。 

活動内容は、口コミによる健康情報の周知やＳ

ＮＳ発信、ウォーキング大会等の紹介、アンバサ

ダー通信の配布などがあり、年１回の交流会や講

演会なども実施していた。 

西条市では、健康無関心層が約７０％存在する

と分析しており、行政からの一方向的な啓発では

なく、身近な人からの情報が行動変容につながる

という考え方を重視していた。特にインターネッ

ト情報より知人からの口コミのほうが信頼されや

すいという説明は印象的であり、地域コミュニ

ティーの力を活用した健康づくりの重要性を感じ

た。 

一方で、口コミ中心の事業であるため、直接的

な効果測定が難しいことを課題として挙げてい

た。アンバサダー活動単体で成果を数値化するこ

とは困難であるものの、各種健診受診率は上昇傾

向にあるとの説明があった。 

健康寿命の延伸施策としては、特定健診や各種

がん検診の受診勧奨に力を入れており、チラシ、

フリーペーパー、ＳＮＳ、公式ＬＩＮＥ、企業連

携、電話勧奨など、多様なアプローチを展開して

いた。 

令和６年度の特定健診受診率は７３.４％で、要

精検者９１７人のうち６７３人が精密検査を受診

している。また、若年女性の子宮頸がん対策な

ど、対象を絞った施策展開も行われていた。 

さらに特徴的だったのが、チアドライブ事業で

ある。この事業は、株式会社チアドライブと連携

し、自家用車のリアウインドウに健診受診を呼び

かけるステッカーを掲示して走行する全国初の取

組であり、参加者には走行距離に応じたポイント

が付与され、ＰａｙＰａｙポイント等へ交換可能

となっていた。 

地域創生交付金を活用し、令和７年度から令和

９年度まで実施予定であり、Ｗｅｂ健診申込件数

の増加など、一定の成果も確認されていた。 

④まとめ。 

今回の視察を通じて、西条市の健康施策は、行

政が教える健康づくりから一歩進み、地域住民同

士のつながりや口コミを活用して健康意識を広げ

る点に特徴があると感じた。 

特に、健幸アンバサダー制度は、一般市民や企

業関係者も巻き込みながら、地域全体で健康づく

りを推進する仕組みとして参考になった。 

一方、上富良野町は既に住民健診受診率が７０

％を超えており、全国的にも高水準にあることか

ら西条市の施策をそのまま導入する必要性は高く

ないと考える。むしろ今後は、受診率向上だけで

なく、孤立予防や介護予防、心の健康づくりな

ど、地域コミュニティーに根差した健康政策へ発

展させる視点が重要であると感じた。 

また、西条市は、人口規模が大きく、民間連携

を進めやすい環境にある一方、上富良野町では人

口や事業所数が限られているため、制度を単純に

模倣するのではなく、小規模自治体に適した高密

度型の取組へ落とし込む必要があると考える。そ
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の意味では、アンバサダー制度そのものよりも、

口コミによる行動変容や地域のつながりを健康づ

くりに生かすという考え方に学ぶ点が大きい。行

政情報が届きにくい層に対し、ふまねっとのよう

な住民同士の信頼関係を通じて健康意識を広げて

いく取組は、人口減少や高齢化が進む上富良野町

においても有効であると感じた。 

さらに、チアドライブ事業のように、楽しさや

参加しやすさを取り入れた施策は、従来の啓発型

行政と異なるアプローチとして興味深かった。 

健康づくりを、義務感ではなく、地域参加や楽

しみと結びつける工夫は、今後の行政施策全般に

おいて重要な視点になると考える。 

以上、厚生文教常任委員会所管事務調査報告と

いたします。 

○議長（中澤良隆君） ただいまの報告に対し、

御質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御質疑がなければ、これ

をもって、報告第２号委員会所管事務調査報告に

ついてを終わります。 

────────────────── 

◎日程第７ 報告第３号 

 日程第８ 報告第４号 

○議長（中澤良隆君） 日程第７ 報告第３号専

決処分の報告について（上富良野町税条例等の一

部を改正する条例）、日程第８ 報告第４号専決

処分の報告について（上富良野町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例）を議題といたしま

す。 

関連がありますので、一括して提出者から報告

を求めます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（安川伸治君） ただいま上程い

ただきました、報告第３号専決処分の報告につい

て（上富良野町税条例等の一部を改正する条

例）、報告第４号専決処分の報告について（上富

良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例）について、御説明申し上げます。 

国の令和８年度税制改正関連法案の成立が、令

和８年３月末になることから、３月定例議会にお

きまして、上富良野町税条例等の一部を改正する

条例及び上富良野町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例につきまして、町長の専決処分事項

として議決をいただきました。 

今年度の税制改正関連法案は、令和８年３月３

１日に可決成立し、同日に公布され、原則として

同年４月１日から施行されることに伴い、４月１

日に上富良野町税条例等の一部を改正する条例及

び上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例について、専決処分をいたしましたので、

御報告申し上げます。 

まず、報告第３号専決処分の報告について（上

富良野町税条例等の一部を改正する条例）につき

まして、 御説明申し上げます。 

報告第３号を御覧ください。 

令和８年度の税制改正におきましては、物価高

への対応をはじめとした強い経済の実現に向けた

対応や租税特別措置の適正化、負担の公平性を確

保する観点から、物価上昇に連動して基礎控除等

を引き上げる仕組みや大胆な設備投資の促進に向

けた税制措置を創設するほか、所要の改正を行う

ものであり、その主な改正点を御説明申し上げま

す。 

１点目の個人住民税につきましては、令和８年

給与所得控除の最低保障額について、現行の６５

万円から７４万円に保障額の引上げを実施するも

のであります。 

二つ目は、ふるさと納税制度の見直しとして、

ふるさと納税の給与収入１億円相当の特例控除額

に１９３万円の上限額を新たに設定するものであ

ります。 

２点目の軽自動車税につきましては、米国の自

動車関税の影響緩和と国内市場の活性化を目的と

して、自動車の取得時における負担軽減と簡素化

を図るため、現行の環境性能割を廃止するもので

あります。 

３点目の法人住民税につきましては、法人税に

おいて大胆な設備投資の促進に向けた税制が創設

されることに伴い、法人住民税、法人事業税にお

いて中小企業の低減税率や投資促進税制の特別償

却、研究開発など法人税に準ずる措置を講ずるも

のであります。 

４点目の固定資産税につきましては、新築住

宅、バリアフリーの改修がされた劇場等の施設、

再生可能エネルギー発電設備及び物流総合効率化

認定の事業用資産などの特例措置に対し、拡充及

び適用期限の延長等の措置を講ずるものでありま

す。 

５点目といたしましては、地方税法等の法令改

正に伴い、その他所要の改正を行うものでありま

す。 

以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

報告第３号専決処分の報告について。 

地方自治法第１８０条第１項の規定により、議

会において指定されている事項について、別紙の

とおり専決処分したので、同条第２項の規定によ

り報告する。 
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記。 

処分事項、上富良野町税条例等の一部を改正す

る条例。 

次のページをお開き願います。 

専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、

議会の議決により指定された町長の専決処分事項

について、次のとおり専決処分する。 

記。 

上富良野町税条例等の一部を改正する条例（別

紙のとおり）。 

令和８年４月１日、上富良野町長、斉藤繁。 

次のページをお開き願います。 

上富良野町税条例等の一部を改正する条例。 

上富良野町税条例（昭和２９年上富良野町条例

第１０号）の一部を次のように改正する。 

以下につきましては、条例の朗読を省略させて

いただき、条文を追って、その主な改正点のみの

説明とさせていただきますので、御了承願いま

す。 

第１８条の３、納税証明事項、第１９条納期限

後に納付し、または納入する税金または納入金に

係る延滞金については、軽自動車税環境性能割の

廃止に伴い、改正を行うものであります。 

第３３条、所得割の課税標準は、特定大口株主

配当等の特定配当等への追加に伴う改正を行うも

のであります。 

第３４条の７、寄附金税額控除は、復興特別所

得税の課税期間の延長及び防衛特別所得税の創設

に伴う法律の改正に合わせて改正を行うものであ

ります。 

第３６条の２、町民税の申告、第３６条の３の

２、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族等

申告書は、法改正の項のずれによる反映を改正す

るものであります。 

第３６条３の３、個人の町民税に係る公的年金

等受給者の扶養親族等申告書は、公的年金等受給

者の扶養親族等申告書の提出義務の範囲の見直し

に伴い、改正を行うものであります。 

次のページをお開き願います。 

第６３条、固定資産税の免税点は、法律の改正

に合わせて改正を行うものであります。 

第８０条、軽自動車税の納付義務者等、第８１

条、みなす課税、第８１条の３、課税標準、第８

１条の４、税率、第８１条の５、税率徴収の方

法、第８１条の６、申告納付、第８１条の７、不

申告に関する過料、第８１条の８、減免、第８２

条、種別割の税率、第８３条、賦課期日及び納

期、第８５条、徴収の方法、第８６条、証紙徴収

の手続、第８７条申告または報告、第８８条、不

申告等に関する過料、第８９条、減免、 

次のページを御覧ください。 

第９０条、身体障がい者等に対する種別割の減

免、第９１条、原動機付自転車及び小型特殊自動

車の標識の交付等につきましては、軽自動車税環

境性能割の廃止に伴う改正を行うものでありま

す。 

附則第６条、特定一般医療薬品等購入費を支

払った場合の医療費控除の特例は、適用期限の延

長に伴う法律の改正に合わせて改正を行うもので

あります。 

附則第７条の３、附則第７条の３の２、個人の

町民税の住宅借入金特別税額控除は、法附則第５

条の４の削除に伴う所要の整備及び適用期限の延

長に伴う改正を行うものであります。 

附則第７条の４、寄附金税額控除における特別

控除額の特例は、特定暗号資産取引に係る課税の

見直しに伴い、規定の整備を行うものでありま

す。 

附則第８条、肉用牛の売却による事業所得に係

る町民税の課税の特例は、法附則第５条の４の削

除に伴う所要の整備を行うものであります。 

附則第９条の２については、復興特別所得税の

課税期間の延長及び防衛特別所得税の創設に伴う

法改正に合わせて改正を行うものであります。 

附則第１０条の２、法附則第１５条第２項第１

号等の条例で定める割合は、改修特別特定建築物

に対する税額の減額措置のわがまち特例の割合を

定める規定の新設に伴い、法律の改正に合わせた

改正と、項ずれを反映するものであります。 

次のページをお開き願います。 

附則第１０条の３、新築住宅等に対する固定資

産税の減額の規定の適用を受けようとする者がす

べき申告については、法令の改正に合わせて改正

を行うものであります。 

附則第１５条の２、附則第１５条の６、附則第

１６条、附則第１６条の２、軽自動車税の環境性

能割の賦課徴収の特例、減免の特例、申告納付の

特例、徴収取扱費の交付、税率の特例、種別割の

税率の特例、賦課徴収の特例につきましては、軽

自動車税環境性能割の廃止に伴うものでありま

す。 

附則第１６条の３、上場株式等に係る配当所得

に係る町民税の課税の特例、附則第１６条の４、

土地の譲渡等に係る事業所得等に係る町民税の課

税の特例、付則第１７条、長期譲渡所得に係る個

人の町民税の課税の特例は、法附則第５条の４の

削除に伴うものであります。 
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次のページを御覧ください。 

附則第１７条の２、優良住宅地の造成等のため

に土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る町

民税の課税の特例は、優良住宅地の造成等のため

に土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る課

税の特例の見直し及び適用期限の延長に伴う改正

を行うものであります。 

附則第１８条、短期譲渡所得に係る個人町民税

の課税の特例、附則第１９条一般株式等に係る譲

渡所得等に係る個人の町民税の課税の特例は、法

附則第５条の４の削除に伴うものであります。 

附則第１９条の３、特定暗号資産に係る譲渡所

得等に係る個人の町民税の課税の特例につきまし

ては、特定暗号資産取引に係る課税の見直しに伴

い、規定を新設するものであります。 

次のページをお開きください。 

附則第２０条、先物取引に係る雑所得に係る個

人の町民税の課税の特例、附則第２０条の２、特

例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人の町

民税の課税の特例、附則第２０条の３、条約適用

利子等及び条約適用配当等に係る個人の町民税の

課税の特例は、法附則第５条の４の削除に伴うも

のであります。 

附則。 

第１条は、施行期日について定めるもので、令

和８年４月１日から施行するものであります。 

ただし、施行期日を別に定めている項目につい

ては、当該各号に定める日から施行するよう定め

る規定となっております。 

第２条は、町民税に関する経過措置について定

めるものです。 

次のページをお開き願います。 

第３条は、固定資産税に関する経過措置につい

て定めるものです。 

次のページを御覧ください。 

第４条は、軽自動車税に関する経過措置につい

て定めるものであります。 

第５条は、上富良野町税条例等の一部を改正す

る条例（平成２６年上富良野町条例第７号）の一

部改正について定めるものであります。 

次に、報告第４号専決処分の報告について（上

富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例）につきまして、御説明申し上げます。 

報告第４号を御覧ください。 

国では、持続可能な医療保険制度の実現に向け

て、必要な保険給付等の適切な実施と世代間や世

代内での負担の公平性の確保を図る観点から、保

険料等の軽減の拡充等の措置を講ずるため、国民

健康保険法施行令を改正したことに伴い、所要の

改正を行うものであり、その主な改正点を御説明

申し上げます。 

１点目は、医療分に係る課税限度額を現行の６

６万円から６７万円に引き上げることができるよ

う、法令の改正に合わせて改正を行うものであり

ます。 

２点目は、子ども・子育て支援納付金制度の新

設に伴い、課税額及び課税限度額と合わせて、低

所得者、未就学児及び出産被保険者等の軽減措置

を設定する改正を行うものであります。 

３点目は、外国から入国された方の国民健康保

険税の納期について、所要の改正を行うものであ

ります。 

４点目は、減額措置に係る軽減判定所得の基準

額について、５割軽減対象の世帯は、現行の３０

万５,０００円から３１万円に、２割軽減対象の世

帯は、現行の５６万円から５７万円に、所得の基

準額等を引き上げることができるよう、改正を行

うものであります。 

以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

報告第４号専決処分の報告について。 

地方自治第１８０条第１項の規定により、議会

において指定されている事項について、別紙のと

おり専決処分したので、同条第２項の規定により

報告する。 

記。 

処分事項、上富良野町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例。 

次のページをお開き願います。 

専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、

議会の議決により指定された町長の専決処分事項

について、次のとおり専決処分する。 

記。 

上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例（別紙のとおり） 

令和８年４月１日、上富良野町長、斉藤繁。 

次のページを御覧願います。 

上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例。 

上富良野町国民健康保険税条例（昭和３１年上

富良野町条例第７号）の一部を次のように改正す

る。 

以下につきましては、条例の朗読を省略させて

いただき、条文を追って、その主な改正点のみ説

明とさせていただきますので、御了承願います。 

第２条、課税額は、政令の改正に合わせて、子

ども・子育て支援納付金に係る条文の追加と、課

税限度額を引き上げることができるよう、所要の
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改正を行うものであります。 

第３条、国民健康保険の被保険者に係る基礎課

税額の所得割額、第５条国民健康保険の被保険者

に係る基礎課税額の世帯別平等割額は、政令の改

正に合わせて文言の整理及び項のずれを反映する

改正を行うものであります。 

第９条の４、国民健康保険の被保険者に係る子

ども・子育て支援納付金課税額の所得割額、第９

条の５、被保険者の均等割額、第９条の６、１８

歳以上被保険者均等割額、 

次のページをお開き願います。 

第９条、世帯別平等割額につきましては、法改

正に合わせて課税額を設定する改正を行うもので

あります。 

第１２条、国民健康保険税の前納に関わる納期

は、法改正に合わせて文言の整理及び項ずれを反

映するものであります。 

第１２条の２、普通徴収に係る国民健康保険税

の前納に係る納期は、世帯主が個人の町民税の賦

課期日の１月１日に日本国内に住所を有していな

かった世帯の普通徴収による納期について任意の

改正規定を追加する改正を行うものであります。 

第２３条、国民健康保険税の減額は、減額措置

に係る軽減判定所得の基準額の見直しについて、

政令に合わせて改正を行うものであります。 

附則第３項、第４項、第６項、第１３項の国民

健康保険税の課税の特例につきましては、子ど

も・子育て支援納付金課税額の新設に伴う所要の

措置を講ずる改正を行うものであります。 

附則第１項は、施行期日について定めるもので

あります。 

第２項は、経過措置について定めるものであり

ます。 

以上をもちまして、報告第３号専決処分の報告

について（上富良野町税条例等の一部を改正する

条例）、報告第４号専決処分の報告について（上

富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例）についての報告とさせていただきます。 

○議長（中澤良隆君） ただいまの報告第３号及

び報告第４号に対し、一括して御質疑があれば賜

ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもっ

て、報告第３号専決処分の報告について（上富良

野町税条例等の一部を改正する条例）及び報告第

４号専決処分の報告について（上富良野町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例）の報告を終

わります。 

────────────────── 

◎日程第９ 報告第５号 

○議長（中澤良隆君） 日程第９ 報告第５号令

和７年度上野町一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告について、報告を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（上村正人君） ただいま上程いただ

きました報告第５号令和７年度上富良野町一般会

計繰越明許費繰越計算書の報告について、概要を

御説明申し上げます。 

報告第５号を御覧ください。 

本件は、地方自治法第２１３条第１項の規定に

より、令和７年度上富良野町一般会計歳出予算の

経費を、別紙繰越計算書のとおり翌年度へ繰越し

ましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項

の規定により、議会に報告するものであります。 

次のページの繰越明許費繰越決算書を御覧くだ

さい。 

記載されております全１０事業につきまして

は、それぞれ令和７年度の一般会計補正予算第３

号・第６号・第９号及び第１０号において上程

し、所要の補正及び事業完了が翌年度となること

から、既に繰越明許費の設定について議決をいた

だいているところでございます。 

まず、ナンバー１のＪ－ＡＬＥＲＴ設備更新事

業については、消防庁より示されました方針に対

応し、Ｊ－ＡＬＥＲＴによる情報伝達手段の多重

化を推進するため、新型受信機を導入する経費で

あります。なお、本事業の財源には緊急防災・減

災事業債を活用する予定であり、設定した限度額

６２８万４,０００円の全額を、令和８年度会計へ

繰り越したものであります。 

次に、国の令和７年度補正予算事業を活用して

実施する七つの事業について御説明申し上げま

す。 

まず、ナンバー２の物価高対応子育て応援手当

支給事業は、設定した限度額２,７６３万３,００

０円のうち２０万４,０００円を令和８年度会計へ

繰り越したものであります。 

また、次に申し上げる６事業につきましては、

いずれも設定した限度額の全額を令和８年度会計

へ繰り越したものでございます。 

対象は、ナンバー４の収益向上作物生産振興事

業、ナンバー５の町単独農道整備、ナンバー６の

農業水路等長寿命化防災・減災事業（国の補正予

算）、ナンバー７の生活応援商品券給付事業、ナ

ンバー９の住宅改修費助成事業及びナンバー１０

の住宅新築費助成事業となっております。 

次に、その他の２事業につきましては、それぞ

れ限度額の一部を繰り越したものであります。 
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ナンバー３のクリーンセンター中間処理施設・

焼却修繕は、設定した限度額２,２９６万４,００

０円のうち２,２００万円を令和８年度会計へ繰り

越したものでございます。 

ナンバー８の白銀荘大規模改修事業は、設定し

た限度額１,１２９万７,０００円のうち１,０６１

万５,０００円を令和８年度会計へ繰り越したもの

であります。 

以上、１０事業の合計で、限度額２億１,７０３

万８,０００円のうち１億８,７９６万３,０００円

を地方自治法の規定により令和８年度会計に繰り

越しましたので、その内容を報告するものでござ

います。 

なお、事業ごとの財源内訳のうち、国庫支出金

など未収入の特定財源につきましては、事業完了

時期等に応じて順次受入れ手続を行ってまいりま

す。 

以上をもちまして、報告第５号令和７年度上富

良野町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いての説明といたします。 

○議長（中澤良隆君） ただいまの報告に対し、

御質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御質疑がなければ、これ

をもって、報告第５号令和７年度上富良野町一般

会計繰越明許費繰越計算書の報告についてを終わ

ります。 

────────────────── 

◎日程第１０ 報告第６号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１０ 報告第６号

法人の経営状況の報告について、報告を求めま

す。 

商工観光課長。 

○商工観光課長（浦島啓司君） ただいま上程い

ただきました報告第６号法人の経営状況の報告に

つきまして、地方自治法第２４３条の３第２項の

規定に基づき提出させていただきました、株式会

社上富良野振興公社の経営状況に関する書類に

沿って、その概要を御説明申し上げます。 

それでは、経営状況に関する書類を御覧くださ

い。 

１ページをお開きください。 

初めに、令和７年度の事業報告書であります

が、株主総会、取締役会、監査役会の開催状況及

び審議項目等について記載しております。 

２ページから３ページには、部門別報告書とし

て、振興公社が指定管理者として町から受託し管

理運営している４施設について、それぞれ経営・

運営概要を記載しております。 

２ページを御覧ください。 

最初に、吹上温泉保養センター白銀荘について

ですが、入館者数は９万９,８７１人で、前年対比

３％の減、利用収益では９,７２９万３,６４８円

で、前年対比３％減の実績となっております。 

令和７年度は７月から１０月にかけて若干の減

少が見られましたが、冬季間、特に２月の売上は

過去１０年間で最高を記録するなど、通年では入

込み、売上ともに依然高い水準で推移しておりま

す。 

次に、日の出公園オートキャンプ場についてで

すが、総入場者数は１万４,３６５人で、前年対比

８％の減、有料入場者数は１万２,０７０人で、前

年対比８％の減、利用収益では２,７５９万２,４

３７円で、前年対比６％減の実績となっておりま

す。 

利用者数減の要因は、コロナ禍で盛んになりま

したキャンプブームの落ち着きと、猛暑による

キャンプ離れなどが大きな要因と推測していると

ころであります。 

３ページをお開きください。 

次に、町営スキー場についてですが、リフト券

の総売上枚数は１,８０３枚で、前年対比４％の

減、利用収益では５９万６,０７２円で、前年対比

１２％減の実績となっております。 

町内在住の高校生以下の子どもたちをリフトを

無料とし、１２月２０日オープン予定でしたが、

雪不足のために１月１２日と大きく出遅れ、利用

者数は前年対比２３％減となったところでありま

す。 

最後に、日の出公園についてですが、公園の利

用料収入による利用収益は６２万８４４円で、前

年対比２５％増の実績となっております。 

ラベンダーフェスタかみふらのが１０日間開催

され、期間中来場者数は５万５,０００人に上り、

また、ブライダル撮影には１８５組の申請がある

など、観光客は毎年増えている状況にあります。

しかし、ラベンダーなどの管理を行っている高齢

者事業団の会員数の減少で、理想としている管理

ができていないのが現状であります。 

次に、令和７年度の決算報告書であります。 

５ページをお開きください。 

最初に、貸借対照表について申し上げます。 

資産の部の合計は３,６５７万５,９７５円と

なっております。 

次に、負債の部ですが、流動負債として合計は

６２８万６１９円であります。 

資産の部から負債の部を差し引いた純資産の部

ですが、株主資本３,０２９万５,３５６円で、そ
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の内訳は、上富良野町、ふらの農業協同組合、旭

川信用金庫、上富良野町商工会の出資による資本

金１,０００万円と利益剰余金２,０２９万５,３５

６円となっております。 

次に、６ページを御覧ください。 

損益計算書について申し上げます。最初に営業

収益となります売上高についてでありますが、利

用収益と売店収益を合わせた売上高合計は、１億

２,６１０万３,００１円となっております。次

に、営業費用であります売上原価につきまして

は、期首商品棚卸高と当期商品仕入高の合計から

期末商品棚卸高を差し引いた１,４７１万２,８６

０円となります。 

このことから、売上総利益金額は、売上高から

売上原価を差し引いた１億１,１３９万１４１円と

なっており、さらに、販売費及び一般管理費合計

を差し引いた営業損失額は１,４５１万４９７円と

なっております。 

営業外収益としては、町からの管理委託料に当

たる受託収入をはじめ、受取利息、受取配当金、

雑収入を合わせ、３,３１４万８,２７５円となっ

ております。 

また、営業外費用としては、町に対し１,７００

万円の寄附を行っております。 

以上のことから、営業損失金額１,４５１万４,

４９７円に営業外収益３,３１４万８,２７５円を

加え、営業外費用１,７００万円を差し引いた経常

利益金額は１６３万３,７７８円となっており、さ

らに法人税等の５４万６００円を差引きまして、

当期純利益金額は１０９万３,１７８円となったと

ころであります。 

以降、８ページから１６ページには、参考資料

として、部門別損益計算書のほか、各施設の月別

利用集計表を掲載しておりますので、参考として

御覧いただきたいと存じます。 

次に、１７ページをお開きください。 

令和８年度の事業計画及び予算についてです

が、振興公社の経営方針については、新型コロナ

ウイルス禍からの回復基調が今後も継続する見通

しの中で、冬季入込みの増加やインバウンドの増

加などの契機を取り入れるとともに、よりよい

サービスの提供と利用者、来客数の増加に向け、

取組を行っていくこととしております。 

各施設において、白銀荘では北の聖地としての

魅力向上、マナー啓発と再整備、日の出公園オー

トキャンプ場では遊び場の充実、日の出スキー場

では地域貢献と利用者増加への取組、日の出公園

ラベンダー園では癒し空間の整備について取り組

むことを掲げております。 

また、各施設とも適正な売上を見込むととも

に、費用の支出は必要最小限にとどめ、安定した

経営に努めていくことを基本方針として取り組ん

でいくこととしております。 

１８ページから１９ページには、令和８年度の

事業計画及び予算の基本方針に基づく施設ごとの

入込み見込みと予定利用利益を記載しておりま

す。 

１８ページを御覧ください。 

まず、白銀荘についてですが、計画入館者数を

宿泊客で７,４６４人、回数券利用者１万１,００

０人を含めた日帰り客８万５０人を合わせ、計８

万７,５１４人とし、売上高は７,７７５万３,００

０円を見込んでおります。 

１９ページを御覧ください。 

次に、オートキャンプ場についてであります

が、計画有料入場者数を１万１,８１０人とし、売

上高は２,６６５万９,０００円を見込んでおりま

す。 

次に、町営スキー場についてですが、利用券売

上総枚数を１,７４５枚とし、売上高は５６万７,

０００円を見込んでおります。 

また、日の出公園につきましては、公園利用料

として３８万５,０００円の売上を見込んだところ

であります。 

なお、各施設とも売上総利益から販売費及び一

般管理費の合計を差し引いた営業損失について

は、町からの管理委託料等において賄う予定とし

ているところであります。 

以降、２０ページから２９ページには、参考資

料として、予定損益計算書、販売費及び一般管理

費の内訳書につきまして、公社全体と施設ごとに

掲載しております。 

最後に、３０ページには、振興公社の株主名簿

を掲載しておりますので、参考に御高覧いただき

たいと存じます。 

以上で、株式会社上富良野振興公社の経営状況

の報告といたします。 

○議長（中澤良隆君） ただいまの報告に対し、

御質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御質疑がなければ、これ

をもって、報告第６号法人の経営状況の報告につ

いてを終わります。 

ここで、暫時休憩といたしたいと思います。 

再開は１０時３５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時２４分 休憩 

午前１０時３５分 再開 
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────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 引き続き、会議を再開い

たします。 

大分暑くなってまいりましたので、ドアは開け

たままで会議を開きたいと思います。 

────────────────── 

◎日程第１１ 町の一般行政について質問 

○議長（中澤良隆君） それでは、日程第１１ 

町の一般行政について質問を行います。 

質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。 

初めに、６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 私は、今回の一般質問に

おいて、２項目６点について質問させていただき

ます。 

まず１点目でございます。高齢者施設経営コン

サル事業について、令和７年度当初予算に計上さ

れました本委託事業について伺います。 

この事業の目的がラベンダーハイツの四つの事

業（特別養護老人ホーム、ショートステイ、デイ

サービス、居宅介護支援）について、事業を行っ

ている施設が建築より４０年以上が経過し、施設

の老朽化が進み、この間運営形態も多様化してい

ることから、中長期的な町の高齢者人口や高齢化

率の推移、既存の介護資源等を多角的に分析し、

町に必要な介護サービスと適切な規模等を把握す

るための基礎データが必要となることから、４１

８万円の予算を持ってこれを行うと説明がありま

した。この事業の成果報告が今年５月１１日開催

の全員協議会に報告されたことから、次の点につ

いて町長の考えを伺います。 

１点目、施設が抱える老朽化への対応として、

既存施設の全面改築（建て替えを含む）を目指す

のか、あるいは四つの事業の一部を縮小、統合す

る一部集約を視野に入れているのか、さらには民

営化（民間移管）の可能性も含めた検討状況につ

いて、現在の町長の考えを伺います。 

２点目、本コンサル事業の分析において、中長

期的な高齢者人口の既存の介護資源に基づいた町

に必要な適正規模はどのように示されたのでしょ

うか。現在の各事業の定員数を維持することが妥

当とされているのか、あるいは今後の人口動態を

見据えて縮小、もしくは拡充すべきとの判断に

至ったのか、具体的な数値や方向性についてお伺

いいたします。 

３点目、このたびの事業報告により、今後の取

組についてどのように進めていくのか、具体的な

考えがあればお伺いいたします。 

次に、２項目めであります。 

イベント刷新の理念と町民参画についてであり

ます。 

令和８年度予算審議におきまして、長年多くの

町民や観光客に親しまれてきた７月開催のラベン

ダーフェスタのデイイベント（日中のイベント）

を分離開催することが示されました。そして、こ

れまで混雑回避のために見送られていた町民花火

大会と、観光のトップシーズンを避けて町民に主

体を置いた新イベントを合わせることで、町民主

体のイベントとしての確立を目指すという新たな

枠組みを提案されました。新年度がスタートして

早くも３か月が経過し、予定されている事業につ

いては順次着手されている時期であると思いま

す。 

しかしながら、私たちの町の誇りであります全

国的な知名度を誇るラベンダーフェスタの昼のイ

ベントが見直しをされることは、多くの町民に

とっても寂しく、残念な思いがあることは否定で

きません。それだけに、この大きなかじ切りに

よって誕生する新たな町民主体のイベントが現在

どのように進められているのか、次の３点につい

て町長の考えを伺います。 

１点目、新イベントの基本理念について、町長

が考えている町民に主体を置いたイベントとは、

具体的にどのような姿を指しているのか。単に観

光客主導から町民向けへと対象を変えるだけでは

なく、企画や運営の段階からどのように町民が参

画できる仕組み（例えば、四季彩イベント実行委

員会等への多様な参画など）を整えているのか、

具体的な方針を伺います。 

２点目、現在の進捗状況と今後のスケジュール

について、予算成立から３か月がたち、具体的に

どのような事業に着手し、どのような組織で検討

が進められているのか。また、開催時期や規模、

内容の骨子について、現時点で町民に提示できる

見通しがあれば伺います。 

３点目、町民の誇りと全国的知名度の継承につ

いて、これまでのラベンダーフェスタが築いてき

た上富良野のブランド力や町民の愛着を、デイイ

ベントの見直しによって失うことなく、新たなイ

ベントにどのように引き継ぎ、どのように発展さ

せていく考えなのかをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の２項目の御

質問にお答えいたします。 

まず１項目めの高齢者施設経営コンサル事業に

ついての３点の御質問にお答えいたします。 

まず１点目の老朽化への対応についてでありま

すが、ラベンダーハイツの現状として、議員御質
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問のとおり、建築より４０年以上が経過し、修繕

等により施設を維持してきたところであります

が、従来の修繕では維持が困難となっており、建

て替え等については、令和７年度に実施した高齢

者施設経営コンサル事業の分析結果を基に検討を

行っているところであり、現行の形態で経営を継

続する場合、令和１２年度には１億２,７００万円

程度まで赤字が増大し、累積赤字が７億円を超え

る推計との試算でした。 

現在の介護サービスの必要性と将来のニーズを

見据え、どのくらいの規模の施設が必要なのか、

何年先までを見据えた施設としていくのか、どの

ような介護サービスを維持し運営していくにはど

の程度の施設が適切であるかを検討している段階

であり、具体的な方向性、内容等については現段

階ではまだ決まっておりません。 

現在行っている４事業（特別養護老人ホーム５

０床、短期入所１０床、通所介護２５人、居宅介

護支援事業所）については、人口推計や高齢者人

口の減少を考えると、４事業の再構築の方向が合

理性が高いと示され、民営化の可能性についても

言及されておりますが、現在の施設運営の仕組み

や構造上、赤字となる可能性が極めて高いため、

新規で施設運営を行う民間事業者がいないことが

予測されています。 

次に、２点目の分析結果に基づく町に必要な適

正規模についてでありますが、現在の規模におけ

る定員数は数年後には不要となり、２０年後には

特別養護老人ホームでは３０床程度のニーズとな

る推計となっているところであり、既存の介護資

源の現況を踏まえても、現状維持あるいは拡大す

ることへの合理性は極めて低い報告となっており

ます。 

次に、３点目の今後の取組についてであります

が、建て替えとなる場合における財源の確保や、

職員配置、近郊の介護施設、特に町立病院・介護

医療院との連携や調整を行うことで、町全体の

サービス提供の効率化や赤字の圧縮も考慮しなが

ら、本年度中に策定を行う第１０期高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画においても、策定委員

からの意見をいただきながら進めてまいりたいと

思いますので、御理解を賜わりたいと存じます。 

次に、２項目めのイベント刷新の理念と町民参

画についての３点の御質問にお答えいたします。 

議員御質問のイベントの内容の検討につきまし

ては、四季彩イベント実行委員会の下、それぞれ

のイベントの運営委員会があり、商工会や観光協

会、ＪＡふらのなど町内の各種団体によって構成

されております。今回のイベント内容の変更や新

たな町民イベントの在り方など、これらの運営委

員会や実行委員会において、近年の酷暑による日

中イベントの高温対策や人手不足、関係団体の高

齢化、会員減少といったお祭りの担い手側の課題

にも真摯に向き合いながら検討を続けていただい

ており、本年度は新たな方法で実施できる見通し

が立ってきたところであります。検討段階で未確

定な部分もあると聞いておりますが、現時点での

状況について答弁させていただきたいと思いま

す。 

まず１点目の町民に主体を置いたイベントの具

体像と参画の仕組みについてでありますが、町民

に主体を置いたイベントとは、町民の皆様が観

客、参加者として心から楽しめることはもとよ

り、出店者や運営者としても無理なく誇りを持っ

て参画できるイベントであると考えております。 

これまでのお祭りは、酷暑の中で長時間の準備

や運営が、出店する地元事業者や各種団体の大き

な負担となっておりました。今年度の開催に向け

ましては、どうすれば会員減少や高齢化が進む団

体でも出店・参加がしやすいかという出店者目線

の議論を重ねていただいております。準備負担を

軽減し、出店のハードルを下げる工夫を行うこと

で、より多くの町内団体が主体的に企画、運営へ

と参加できる仕組みづくりを目指していただいて

いるところでもあります。 

次に、２点目の現在の進捗状況と今後の見通し

についてでありますが、現時点で想定しているイ

ベントの骨子について御説明いたします。開催日

時及び場所については、令和８年８月８日土曜

日、近年の酷暑を考慮し、また、出店者の皆様の

当日の準備・拘束時間を短縮して負担を軽減する

ため、夕方から夜にかけての時間帯とし、日の出

公園での開催を予定しております。 

内容については、本町の未来を担う子どもたち

や学生による音楽活動の発表の場を設けるべく、

現在、関係各位への呼びかけや調整を進めている

段階であります。また、夕暮れ時には、世代を超

えて一体となれる盆踊りの開催を予定しており、

子ども盆踊りから一般、そしてお祭りに花を添え

る仮装盆踊りまで、町民の皆様が自ら参加して楽

しめるプログラムを計画しております。さらに、

地域の豊かな食の魅力を発信できるような飲食

ブースの設置についても併せて検討を進めており

ます。フィナーレには、町民の皆様からの声も多

かった夜空を彩る打ち上げ花火を行い、町民の皆

様の夏の思い出となる感動的なワンシーンを演出

したいと考えております。 

次に、３点目の従来のブランド力や愛着の継承
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と発展についてでありますが、ラベンダー祭りや

花と炎の四季彩まつり、ラベンダーフェスタなど

が築いてきた上富良野イコールラベンダーの町と

いう全国的な知名度やブランド力は、本町の計り

知れない財産であります。日の出公園のラベン

ダー園そのものの魅力や、観光地としての発信

は、今後も強化してまいります。 

７月の観光シーズンには、静かにラベンダーと

景観を楽しんでいただく質の高い観光としてラベ

ンダーフェスタを開催し、デイイベントの有無に

関わらず、町民が誇りを持ってラベンダーのまち

かみふらのと言えるよう、さらなるブランド力の

維持、発展と、シビック・プライドの醸成に努め

てまいりたいと思いますので、御理解を賜りたい

と存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問はございますか。 

６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 再質問をさせていただき

ます。 

２項目ということで、この２項目ともそれぞれ

年度当初予算に上がりまして、予算特別委員会で

審議をして、私もかなり質問させていただきまし

たが、いまだかつてちょっと分からないのと、あ

と、１年たってこの高齢者施設経営コンサル事業

の成果報告が先月議会に報告され、その報告書自

体は要約されているものでした。全ページをお見

せいただいたわけではありませんので、すごく分

かりづらいなというのがありましたので、今回こ

の高齢者福祉事業の根幹に関わるものだと思いま

すので、再答弁を求めたいと思います。 

１点目の部分でありますけれども、既に４０年

が経過し、従来の修繕では維持が困難ということ

で町長の答弁がありました。私も短い１年２か月

でしたけれども現場に配置され、確かに修繕では

なかなか困難なものが出てきているけれども、現

状ではそれを少しずつ改善するために現場では

日々管理されている所長など職員が頑張っている

と思います。 

その中で今回出したもの、４１８万円をかけて

コンサルから頂いた分析結果を基に検討を行って

いるところというふうに町長から先ほどの答弁で

いただきました。どのように検討を行っているの

かを教えていただければと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

現在は、コンサルから出た結果を基に検討中と

いうことで、報告書を５月に皆さんにお示しいた

しました。その報告書は、皆さん御承知のとお

り、一つの方向には当然結果として導いてはおり

ません。いろいろなパターンがあり、こういうパ

ターンがあり、大きく三つ示されております。そ

の中でどれが可能なのか、どれが経済的に有利な

のか、また、どれが人手等を含めて可能なのかを

含めて、あとサービスを受ける方、こちらは高齢

者の方もおられますので、そういうことも勘案し

ながら現在検討中であります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 成果報告書の扱いを基に

今考えている、その考えているのは現場のセク

ションであるということで理解してよろしいで

しょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

現場もそうですが、高齢者全般に関わる大きな

問題でありますので、保健福祉課を中心に現場の

ラベンダーハイツ、そして一部介護医療院、町立

病院にも報告書が言及されておりますので、保健

福祉課を中心に現場のラベンダーハイツ、町立病

院、この３者が中心となって検討を進めていると

いうことです。そのほか、いろいろ民間委託等も

考えると、関係団体にいろいろ調査、聞き取りな

どもする必要があろうかと思いますが、基本的に

はその三つで庁舎内は動いております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） では、今の町長の答弁で

いくと、町内プロジェクトをつくっているという

域までは行っていないのか、行っているのか、そ

の点を再度確認させてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

町内プロジェクトという銘は打ってございませ

ん。縦割りを横断的にというプロジェクトではご

ざいませんので、これはそれぞれの所管が抱えて

いる問題ですので、プロジェクトを組まなくて今

の組織体系で十分といいますか、検討していって

も、それはそれで正しいのではないかと思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 町内プロジェクトという

名称がよいのかどうかはあれでしょうけれども、

でも今、保健福祉課が入って、ラベンダーハイツ
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も入って、病院も入ってとなったら、私は庁舎内

のプロジェクトで考えているというふうに私など

は理解してしまうのですけれども、ただの集まり

だったら公務ではなくなってきます。先ほど冒頭

言いましたけれども、ラベンダーハイツのこれか

らというのは四つの事業の中で高齢者福祉の根幹

なのです。民間でもやっているデイサービスなど

もありますし、そういうものを含めれば本来はこ

の４１８万円をかけて成果報告を頂いた、その成

果報告をどうするのですかと予算特別委員会のと

きにも聞きましたけれども、それを基に検討して

いきますと。もう時間ばかりたってどうしようも

なくなるのではないかなと思います。私はやはり

町長にはせっかく貴重な４１８万円をかけて作っ

た成果報告書を、時間がたつと数字は古くなって

いきますし、その扱いも忘れてしまう、だから報

告書もオープンにしてほしいし、町内プロジェク

トで今まさにこれからの第７期ですか、総合計画

です。総合計画にもという気持ちがあるのではな

いかなというふうに思うのですけれども、その点

はいかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

プロジェクトと銘を打たなければ公務ではな

い、好きな人が集まってやっているのではないか

と。そのようなことは全くございません。それぞ

れの職務で、それぞれ担当の分野、職責がありま

すので、それに基づいてちゃんとやっておりま

す。プロジェクトと銘を打たなくても、それぞれ

の担当が協力し合いながらやっているということ

で、御理解いただければと思っております。 

総合計画のほかに答弁もさせていただきました

第１０期の高齢者保健福祉計画や介護保険事業計

画において、今後具体的なことを、まずそこから

決めていかなければならないと思っていますが、

大きな改築、新築を含めて、そういう方向が出れ

ば総合計画にも盛り込んでいかなければならない

というふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） ごめんなさい。いただい

た答弁書を何回も読みながら町長の考えをくみ取

ろうとしている自分もおりますけれども、今の総

合計画にも何か乗るような乗らないような、

ちょっと曖昧なふうに私自身は今聞こえたのです

けれども、４０年もたっている施設の未来を考え

るために４１８万円もかかったコンサル事業を出

して成果報告を頂いている。ここまで来ていて、

検討しています、所管でそれぞれ役割で集まって

町内プロジェクトの銘がなくても、そのようなこ

とは当たり前ではないかなと自分などは思います

けれども、だから、本当に根幹となるものをこれ

からやるのだったら、１０年先、２０年先を見据

えなければいけないというふうには自分は思うの

です。ですから、今回一般質問している中では、

貴重な財源を使ったものをさらに町長はこういう

ものに活用していくためにやっているという、町

民の代表である議会にそういう投げかけをするも

のだというふうに私は勝手にですけれども推測し

たのですけれども、その点はどうでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

林議員の推測にお答えしますが、報告書が出て

からまだ３か月目ですので、まだ今は検討中とい

うことであります。総合計画に載せるか載せない

かというのは報告書の三つのパターンの中にも書

いてあるとおり、民営化ということも報告書の中

には書いておりますので、民営化になった場合、

もちろん決まっておりませんが、それらを含めて

検討しておりますので、載るか載らないかは、や

はりその前段となるこの三つのセクションでの検

討が前提条件になると考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 推測にお答えいただきあ

りがとうございます。民営化の話が今出ましたけ

れども、今回５月１１日に私たち議会に報告が

あったパターンは３パターンで、実際報告書には

もっとたくさんありましたと。その中から抽出を

された。いわゆる自分たちで絞ったということで

すか。それはよろしいですか。 

○議長（中澤良隆君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林議員の御質問に

お答えします。 

民営化などについては最初の答弁でもあるよう

に、新規で運営を行うような事業者がいないとい

うことも報告書の中に既に書いてありますので、

非常に可能性は低いですけれども、かといってそ

れが絶対的なのかを含めてきちんと報告書の中に

は民営化は可能性は低いけれども、民営化した場

合にはこうだというのはパターンが示されていま

すので、それについてもしっかりと検討していき

たいというようなことで、ただ、その可能性は低

いということで概要版の中には詳しくそういった

部分は書いていなかったということで御理解を賜

りたいと思います。すみません、概要版の説明と
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いうことで私から答弁させていただきました。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 今の副町長のお話は分か

ります。 

今のコンサル事業の全体的な成果報告書を開示

するかどうかをお伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

これは秘匿にする理由は特にございませんの

で。量が、ダイジェスト版だとあれなのですけれ

ども、本当の本編だと量があるので、その辺も含

めて特に秘密にしなければならないというもので

はございません。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 町長たちが秘密にしてい

るとは言っていないので、データの時代なので、

ぜひホームページでアップしていただければ、私

たち議員も町民の代表として、たとえ分厚いもの

でも１ページ１ページ拝見したいと思いますの

で、ぜひお願いしたいと思います。 

このコンサル事業の三つ目の点の部分の再質問

をさせていただきますけれども、今回、１０期の

高齢者保健福祉計画と介護保険事業計画において

も策定委員からの意見をいただくということが答

弁書には入ってございましたけれども、策定委員

にこのラベンダーハイツのそうしたものを検討し

ていただくというのは荷が大き過ぎるような気が

するのですけれども、その点はどう考えているの

か、お伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

この策定委員の皆さんにラベンダーハイツの問

題を１００％検討してもらうということではござ

いません。ただ、その三つのパターンによって高

齢者、受益者の方がいろいろ影響を受けますの

で、その辺の影響はやはり計画を立てる上で委員

の御意見を賜わらないといけないと考えておりま

すので、それを受けて我々もどれが現実的なのか

というのをしっかりと判断していかなければなら

ないと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 策定委員の皆さんは役場

でつくった計画書を見ていろいろな立場で御意見

を述べられると思いますが、その中でこのラベン

ダーハイツも含めてというと本当に重責を担うよ

うな気もしますけれども、そこまで重責をお願い

していいのかなというのもあります。できれば私

たち議会にもそういうものを、そういうものとい

うのは介護保険計画とかそういうものではござい

ませんけれども、ラベンダーハイツのことについ

て議会にもこれからも、現在も四半期ごとに収支

状況報告もいただいていますので、ぜひ引き続き

私たち議会にもそういういろいろな角度での情報

提供をお願いしたいと思いますけれども、そこの

点はいかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。議会の皆さんに対する情

報提供というのは、これまで以上に気をつけて、

この策定委員にはもちろんこういう投げかけもし

ますが、それ以上に町民の代表の皆様には、これ

以外のことも含めて、ハイツに関わらず介護医療

院とかいろいろ関わってきますので、その辺の情

報共有はしっかりとさせてもらいたいと思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） これから先というのは高

齢者人口の減少の局面に入っていくというふうに

もう今言われて、それを推計するというのは本当

に至難の業だなというふうに私も考えますけれど

も、だからといってそれを時代が時代がで検討検

討では申し送りというのはできないというふうに

は私自身は思いますし、今のラベンダーハイツと

いうところで行っている四つの事業についても、

いろいろな課題がある中でも進んでいかなければ

ならないというのは、もう町長も言わずにも承知

している部分であると思います。であれば、先ほ

どの町立病院、保健福祉課、ラベンダーハイツ、

それだけにとどまらず、財政的な面、修繕は難し

いと先ほど言われたので、そこで建て替えなの

か、いろいろ難しいかもしれませんけれども、企

画サイドとか、そういう面も入れた庁舎内プロ

ジェクトという形で銘を打ってでもいいので、ぜ

ひラベンダーハイツの再整備運営基本方針という

形でもいいので、取り組んでいただきたいと思い

ますけれども、その点はいかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

保健福祉課を中心とした三つの課でやっている

ということは先ほど答弁させていただきました

が、おっしゃるとおり、総務課サイド、財政サイ

ドも含めてしっかりと取り組んでおりますし、こ

れからも取り組んでいきたいと思います。話は戻
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りますが、それをプロジェクトと呼ぶかどうか、

それはさておいても、我々の仕事は担当するとこ

ろでしっかりと進めてまいりたいと思いますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 庁舎内プロジェクトとい

う名称にはこだわりませんので、ぜひラベンダー

ハイツの再編整備基本方針なるものを、皆さんで

しっかりしたものを将来に向かって考えていただ

ければと思います。 

次の２項目めのイベントの関係でございます。

これも今年の３月の予算特別委員会に唐突に出て

きたといいますか、町民イベント開催ということ

で、その時点の資料としては名称も未定だったと

いうことで、早い話、ラベンダーフェスタの間の

デイイベント（日中のイベント）を暑いから取り

やめたいとのことでございました。中身がほとん

ど何も決まっていない中で、本当に質問していて

も質問にもならない、何か審議にもならないよう

なものとしてずっと私の中にはあったのですけれ

ども、その間でもここまで３か月来た中で、町民

向けの新イベントについてということで、先ほど

町長の答弁の中では８月８日土曜日に現時点では

決まっているというふうにお答えがありました。

逆に言えば７月のデイイベントがなくなったのを

皆さんは知っているのかなという面もあるのです

けれども、もう一度確認しますけれども、町長は

予算特別委員会でもお話ししましたけれども、猛

暑、酷暑で出店者の皆さん、運営団体の方たちの

暑さ対策が大きな要因だということで、デイイベ

ントの延期というのでしょうか、そういうことを

決めたということで解釈してよろしいでしょう

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

実行委員会でやっておりますので、私の権能で

決めたわけではございませんので、重ねてその辺

は申し上げたいと思います。実行委員会で、やは

り暑さ、担い手不足、そして特に去年のイベント

では渋滞です。５万人を超える方が、１日ではあ

りませんけれども、１週間以上にわたって来た場

合、去年は平日も相当近隣の住民の方には御迷惑

をおかけいたしました。渋滞は特に去年はひど

かったのですが、それ以前からやはり暑さと担い

手というのがあって、どうしたらいいのかという

ことは実行委員会の中でも課題として検討しても

らった結果、予算委員会のときはまだ検討中で具

体的なことは皆さんに、私がトップダウンで決め

られるものでもございませんので、予算委員会の

ときは私の答弁を聞いていてなかなか決まってい

ないことが多かったので理解はなかなか難しかっ

たのかなというふうにも思いますが、今の段階で

は、先ほど答弁したように、デイイベントは８月

に、それまでやっていた盆踊りも含めて、そして

町民から多くの声を寄せられていた花火大会も含

めて、デイといいますか夕方からといいますか、

それを計画しております。 

あと、広報の仕方は、７月のラベンダーのライ

トアップはライトアップだけになってしまいます

ので、その辺は周知はしっかりと今後、７月のイ

ベントもそうですが、８月８日のイベントもしっ

かり進めていかなければならないのかなというふ

うに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 四季彩まつり実行委員会

の委員長は町長ということですか。ちょっと分か

らないのが、すみません、答弁書をいただけるだ

けでありがたいなと思いながら読み返して思うの

ですけれども、８月８日のイベント名は何と言う

のですか。 

○議長（中澤良隆君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林議員の御質問に

お答えします。議員御指摘のとおり、三つのイベ

ント全体の委員長ということで四季彩まつり実行

委員会の委員長は町長が務めております。それぞ

れに運営委員会がぶら下がっておりまして、その

運営委員会には町長は入っていないので、その運

営委員会に入っています私から答弁させていただ

くということで御理解を賜りたいと思います。 

私はラベンダーフェスタの運営委員会の副委員

長ということでございまして、委員長は観光協会

の会長にしていただいているような状況でござい

ます。新しいイベントですので新たなイベントの

運営委員会というのはまだございませんので、今

ありますラベンダーフェスタの運営委員会の中で

ずっと協議を続けてきたということでございまし

て、それは話が大体方向性が見えてきたことで、

今年度の予算でこうしたらいいのではないのか

と。その前から特に花火のことは議会でもぜひ町

民の希望なのでやってほしいというお声もたくさ

んいただいていましたので、運営委員の皆さん、

各団体の皆さんにいろいろ御協議をしていただい

たということでございます。 

今月の委員会が始まった途中の６月１０日ぐら

いにラベンダーフェスタの運営委員会を開いてお

りまして、その場で基本的に新しいイベントの８
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月８日という部分と、それから名称について、運

営委員会での決定がありましたので、運営委員会

で非常にシンプルに、上富良野夏祭りという名称

で分かりやすくやったらいいのではないかという

ことで、今後広報がされるというふうに理解して

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 今の副町長のお話でいく

と、名称は上富良野夏祭りということで、８月８

日です。これは、今年度は試験的なものになっ

て、来年度は分からないということなのでしょう

か。 

○議長（中澤良隆君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） 申し訳ございません。

６番林議員の御質問にお答えします。 

名称も決まりましたけれども、まだまだどのよ

うな出店になるのかというのもこれからしっかり

煮詰めながらやっていきたいと思っていますし、

当然、議員御指摘のとおり、初めてやることです

から、いろいろな試行錯誤を繰り返しながら、ど

ういうふうにして花火のフィナーレに持っていく

のか、いろいろな部分で参加されている団体の方

から意見をいただきながら、よりよいものをこれ

からつくっていく段階ということで御理解を賜り

たいと思っております。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 副委員長への質問になっ

てきてしまって私は本意ではないのだけれども、

答えている人が副委員長ということで、本来は実

行委員長がそのようなことは掌握しているような

気もするのですけれども。今回のこのイベントの

１点目のお答えにあったのですけれども、町民に

主体を置いたイベント云々ということで、町民の

皆様が観客参加者として心から楽しめるというこ

とで考えていますと。これは町長の考えではない

のかな。運営委員会の考えなのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

私の意見でもありますし、皆さんの御意見でも

あります。運営委員会の一致した意見、目標とい

いますか、そういうものであります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 町長の思いも入っている

ということで、すごく安心したという言葉がいい

のか分かりませんけれども、見直しをされて、８

月８日ということで、私なんかはこういう紙を頂

いたら８月第１週が固定になってしまったら来年

は選挙だなとか、そのようなときに職員の皆さん

の支援はどうなるのかなとか、本当はそういう時

期も含めた中で検討していくものではないかなと

いうふうに思います。先ほどの新イベントの名称

を聞いたのは、ラベンダーフェスタの期間は今回

７月４日から７月１０日までということで、そこ

から除かれる上富良野の夏祭りということで、も

うラベンダーフェスタは名称は出てこないという

ふうに理解させていただいていいのかなというふ

うに思っています。 

その中で今回８月８日に出店する地元事業者や

何かの、今までのことが負担になっていたという

ことでございますけれども、負担になっていたの

かなという点が私もよく分からないのですけれど

も、実際出店していた地元の事業者が暑くて準備

も大変だというお話が運営委員会で反省の中で出

て、それを実行委員会で話されてという形になっ

たのかも確認させていただきたいなと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

現場の声として、暑さだけではございません。

答弁もさせていただきました人手の不足ですとか

会員の方の高齢の問題、いろいろそういう現場の

声は出ておりました。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） それでは、これは町長が

答えづらいかなと、副町長かなと思いますけれど

も、準備負担が軽くなるということで、どのよう

に軽くなるのか教えていただけますか。 

○議長（中澤良隆君） 副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林議員の御質問に

お答えします。 

準備することは当然同じですけれども、結局、

時間帯が短くなることによって身体の部分の負担

が軽くなりますし、それから準備する物品自体

も、長時間しかも酷暑の中でそれを維持するとい

うことになるといろいろな、冷蔵庫の関係では特

に一昨年では３５℃ぐらいになったときには冷蔵

庫自体が壊れて肉が腐りそうになったとか、そう

いうような実態もありまして、それから、それく

らいになると当然お客さんも日陰の全くない公園

に来ると非常にロッジの日陰にすし詰め状態で涼

を求めるような、そのような状況も発生していた

実態をしっかり事業者の方も見ていて、あまりに

も暑くなるとかき氷も何も売れないのです。そう

いった食べ物も売れない、それから冷蔵庫も壊れ

るというような、いろいろなことも事業者の方か



 ― 23 ―

ら運営委員会としては伺っておりまして、そう

いったことも一つ酷暑の弊害もあったということ

で御理解を賜りたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 今まで出店していただい

ている事業者からもいろいろな声をいただいたと

いうことでございます。準備負担軽減にはならな

いけれども、逆に言えば開催時間が短くなる、日

にちも短くなるということであれば、売上にも影

響もするけれども、それよりもやはり酷暑、働い

ている人たちの健康管理を第一に考えたというこ

とで理解させていただきたいと思います。 

この中で２点目に、夜空を彩る打ち上げ花火を

行うということで、今年の３月の予算特別委員会

のときにも財源の話も聞いたときに、役場で寄附

を集めるというお話がありました。これから８月

８日に向けて、物すごく時間がない中でも職員が

本当に一丸となって寄附を集めるというのは、予

算特別委員会のときでも大変ではないのかという

お話を私はしましたけれども、そういう財源は当

初予算には当然なかったというふうにお聞きして

おりますので、出店者のことも考えれば、そうい

うことも大切だとは思うのだけれども、できれば

ラベンダーフェスタのデイイベントのときの時間

を短縮するとか、そういう取組をしてはどうで

しょうか。 

あと花火についても、町の予算の提案がああい

う形の提案でございましたので、それを云々言う

ことも今この時点ではございませんけれども、も

う少しそういう点も配慮した、せっかくそういう

出店者の皆さんの酷暑対策がメイン、売上のこと

については次に置いてでも健康第一ということも

分からないわけではございませんので、その点は

これから町長が、一丸となって職員にもまたお話

もされると思いますけれども、ぜひ町民に親しま

れる上富良野夏祭りを行っていただきたいと思い

ますけれども、町長その点はいかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員を御質問にお

答えしたいと思います。 

酷暑の中、時間を短縮して、短縮すれば売上に

影響するかもしれません、それでも健康を第一に

優先したのは、私が率先してこうしてくださいと

言ったわけではございませんが、会員の皆さんで

それでもやはりということで決めたことですの

で、それに長として皆さんの健康がとか……もち

ろん健康もありますが、皆さんで決めたことです

ので、それは誤解ないように答弁させていただき

たいと思います。 

それと、役場で寄附を集めるということは答弁

していないです。役場で寄附は集めないです。実

行委員会では集めるかもしれませんけれども、役

場では予算の既存のイベントの予算の中で実行委

員会が都合をつけて花火のお金を捻出しますの

で、そういうことであります。 

それらの誤解を解くような答弁をさせていただ

きましたが、それらを含めて、この８月８日、こ

れは先ほどの選挙の話も、バッティングしてどう

するのかという、８月８日第１週、第２週で固定

した開催期間として決まったわけではございませ

んので、それらは柔軟に、もし今後２回目、３回

目と続くときには、スケジュール的なものは柔軟

に対応していくのだろうと考えております。 

それらも含めて、やはり花火とか、ここ近年打

ち上げておりませんでしたので、そういうものも

含めて、町民の方が夏のお祭り、盆踊りも含めて

楽しんでいただけるイベントということは非常に

大切なことだと考えておりますので、ぜひうまく

成功して、部分的な微調整はあるかもしれません

が、末長くこの花火、盆踊りをそれぞれ町民のイ

ベントとして続けていけるように頑張っていきた

いと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 町長が決めたわけではな

いということを再三言われておりますので、そう

だったのだなというふうに私も今考えました。寄

附については実行委員会が集めるということで、

予算特別委員会のときに私は言ったなと思ったの

ですけれども、会議録を今見てもいないので言い

切ることはできませんけれども、大変だなという

話をして終わったなと思ったのですけれども、実

行委員会が寄附を集める、もうあと２か月を切っ

た時間の中ですので、大変かと思いますけれど

も、実行委員会の皆さんも暑い中の寄附のあれか

もしれませんけれども、ぜひ頑張っていただきた

いというのはございます。 

ちょっと分からないのが、今はまだ細かいのが

決まっていないということを再三言われておりま

したけれども、答弁では一応お話をされていま

す。音楽活動の発表の場を設けたり、すごくいろ

いろなことも考えているのだなと。町民の皆様が

自ら参加して楽しめるプログラムを計画してい

る。ラベンダーフェスタ運営委員会の皆さんも本

当に大変だなというふうに思いますけれども、町

を挙げて町のラベンダーフェスタのデイイベント

をやめてでもこれに取り組むという、町長の思い

ではないみたいなので何とも言えないのですけれ
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ども、いずれにしても今年やるものを期待したい

と思いますので、ぜひ広報や何かで細かく私たち

町民にそういう状況を広報していただきたいと思

いますけれども、その点はいかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

新たなデイイベントを８月８日に決めたのは皆

さんで決めましたし、私の思いでもあります。私

が命令してという誤解を与えたら困りますので、

そういう意味ではございません。例年、去年も言

われたとおり、花火ですとか渋滞ですとか酷暑と

かいろいろありましたので、そういうものも含め

て何かということは思いは持っておりましたの

で、私の思いも実行委員会の皆さんの思いもある

点で一致したので実現できたというふうに、皆さ

んのおかげでできるのだなというふうに考えてお

ります。 

これらを含めて、内容については、音楽などに

ついてはまだ決定ではございません、声をかけて

いるということで、町民参加の在り方、今後さら

に決まっていくのかと思いますが、いずれにして

も町民の皆さんが楽しめるようなイベントにぜひ

していきたいと、そういうふうに私も思っており

ますし、実行委員会の皆様もそういうふうに思っ

ていると考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 事故なく成功に終わるこ

とを望むのですけれども、最後の３点目のお答え

にもありましたけれども、７月の観光シーズン、

この時期からはデイイベントがもうなくなってし

まって、ラベンダーフェスタはライトアップだけ

ということなのかなというふうに思いますけれど

も、７月の観光シーズンは静かにラベンダーと景

観を楽しんでいただく質の高い観光としてラベン

ダーフェスタを開催していくということでござい

ました。町長が思っているこのラベンダーフェス

タの期間というのは、私が今言いましたラベン

ダーのライトアップとラベンダーの花を見てもら

うということに尽きるのかどうかを確認させてく

ださい。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

ラベンダーフェスタのライトアップは、今年か

らデイイベントが別の日ということで、ラベン

ダーの花を見るライトアップですけれども、特殊

な演出効果がほかでは見られないラベンダー園で

すので、それでも静かにとは言いつつも、去年も

トータル５万人を超える方が夜来ていましたの

で、そこからデイイベントの分は幾らか減るのか

もしれませんが、それでも順調に来場者が増えれ

ば５万人は、また今年もラベンダーを見るだけで

も多くの方が来てくれるのかなというふうに考え

ておりますし、期待しております。 

当然、見るだけではなくて、いろいろ経済効果

も期待しておりますが、何といってもやはりラベ

ンダーの町、発祥の地というブランドイメージと

いいますか、そういうのはやはりしっかりと受け

継いでいって、ラベンダーを中心とした観光とい

うのはなくすわけにはいかないと考えております

ので、そういう意味ではもう何十年も続いている

ラベンダー祭りから続いているラベンダーを中心

とした観光というのは、形を変えるかもしれませ

んが、引き続き長く盛大になるように、企画、運

営、開催していかなければならないと考えており

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） ラベンダー畑のラベン

ダー自体のライトアップということで、先ほどの

法人の報告にもありました、ラベンダーフェスタ

期間５万５,０００人が、町民も含めて、観光客の

皆さん、インバウンドも含めてということで、多

くの皆さんが上富良野にやってきていただいて、

これからはそのラベンダーフェスタのライトアッ

プ期間中には、夕方ですか、駐車場も有料にされ

るということで、その財源を持っていろいろなこ

ともこれからも取り組んでいかれるのだろうなと

いうふうには思いますけれども、せっかくまた一

つの転機なのかなとも思いますし、町長の答弁書

にもありましたけれども、シビック・プライド。

シビック・プライドとは何なのだろうなと、私自

身英語が堪能ではありませんので思いました。そ

のシビック・プライドというのは、町民が実際に

自分の町に入って声を出すというまちづくりみた

いなふうに私自身は解釈しました。ぜひ上富良野

の夏祭り、ラベンダーフェスタ運営委員会だけで

はなく、今年はもう無理でしょうけれども、今

やっているのか分からなくて聞いたらあれですけ

れども、ぜひそういう町民の皆さんの声もいただ

く機会を設けていくことが必要ではないかという

ふうには私は思いますけれども、町長はどう思い

ますか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 
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町民の声をちゃんと聞かなければならないので

はないかという御意見だと思いますが、実際に運

営のことを決めているのは四季彩まつり委員会

だったりイベントごとの実行委員会であります

が、委員長ではなくても首長としても花火がなく

なってすごく寂しいという声はしっかりと届いて

おりますので、そういうことが各委員にも町民の

声というのはある程度は届いていると考えており

まして、その声を持ち寄って計画をつくっている

と考えておりますので、もちろん、明確な形で委

員に入れるとか、いろいろ方法はあるかもしれま

せんが、十分町民の方の要望ですとかニーズとか

そういうことは気を配りながら、イベントはつ

くっていかなければならないのかなというふうに

感じております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 今、町長に言われたとお

り、今はもうＳＮＳがありますから、声を聞く手

段というのはもう本当にいろいろな手法があるの

で、私でもＳＮＳを使うくらいの時代になって、

６５歳になってこういうことをやるのだなと自分

で思いますけれども、ぜひ町民の皆さんが楽しめ

るプログラムをつくるのだったらそういう場を設

けて、若干お金はかかるかもしれません。発信し

て、声を生かしてそれを反映するというのは大変

なことでもあるし、今年からはそういうものがま

た様変わりする中でもありますけれども、ぜひ町

の未来を考えたら変革は必要だと思います。た

だ、変革は必要なのだけれども、突然暑いからや

めた、そういうことだけは……これからはぜひ町

民の声も聞いた中でこういうふうにしていこうか

なという指針を町長には考えてほしいと思います

けれども、いかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

形を変えながらやっておりまして、一つの形を

継続していくということも大切ですし、上富良野

でいえばラベンダーというこのストーリーを維持

していく、エッセンスを維持していくということ

も非常に大切だと思います。そのような中で突然

のことというのはないほうがいいのですが、暑さ

に関して言えば、やはりここ近年の暑さでもう

ずっと皆さんは大変でしたし、来場する方も結構

大変だったのかもしれませんし、出店されている

方もいろいろ大変でした。本当に年々暑くなって

いきますし、学校にエアコンが必要にもなってき

た、そういうことと根っこは同じなのかなと思い

ますので、やはり突然感はあるかもしれません

が、それまでは耐えてきた時間も水面下にあると

いうことで暑さに関しては御理解いただきたいと

思います。 

それ以外についてもしっかりと、町民の方に楽

しんでもらえるためには、いろいろプログラムの

微調整、トライ・アンド・エラーをしながらいろ

いろ微調整はしていかなければならないとは思っ

ておりますが、町民の方が楽しんでもらう、思い

出を残してもらう、長く続けられるというのが非

常に大切なことだと思いますので、夏祭りに関し

てはそういうことで、７月のラベンダーのイベン

トについても、ラベンダーを前面に押し出して、

末長く続けていけるように頑張っていきたいと思

います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、６番

林敬永君の一般質問を終了いたします。 

次に、１１番北條隆男君の発言を許します。 

○１１番（北條隆男君） 私は、防災対策につい

て町長に伺いたいと思います。 

東日本大震災以降、地震による災害や異常気象

による大雨、集中豪雨などによる水害などが全国

各地で多発している。また、２０１８年９月６日

に発生した北海道胆振東部地震によるブラックア

ウトで電力の大切さが身にしみて感じたところで

ある。 

今後の災害時における電力確保等について、以

下２項目について町長に伺う。 

１項目め、上富良野町泉町１丁目に北海道電力

の変電所があり、十勝岳の噴火や泥流による災害

や富良野川とコルコニウシュベツ川の合流地点の

付近にあり、災害や水害が起こったときの電力供

給に対する考えを伺う。 

１点目、大正泥流の発生のときの変電所付近の

最大水位は。また、当時と現在の水位の変化はあ

るのか伺う。 

２点目、北海道電力と町の変電所に対する洪水

対策については。また、最近の異常気象による対

応を伺いたいと思います。 

３点目、コルコニウシュベツ川の雑木、雑草が

見られるが、これらの管理状況を伺う。 

２項目め、避難所について。 

災害の発生は、平日の日中だけではなく、土

日、祝日、夜間に発生することもあり得る。災害

発生のときの避難所の開設について伺いたい。 

１点目、避難所の鍵の管理、取扱いは誰が行う

のか伺う。 

２点目、住民会や町内会にどのように周知して
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いるのか伺う。 

以上、２項目５点について、町長の考えを伺い

たい。 

ここで暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時４１分 休憩 

午前１１時４２分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の２項目

の御質問にお答えいたします。 

まず１項目めの防災対策についての３点の御質

問にお答えいたします。 

近年多発する大規模地震や集中豪雨などの自然

災害に加え、本町が十勝岳大正泥流被災１００年

の節目を迎えた今、防災意識のさらなる向上と対

策の強化は極めて重要であると認識しておりま

す。 

まず、１点目の大正泥流発生時における変電所

付近の最大水位の変化についてでありますが、当

時の当該地点の水位につきましては、北海道大学

がまとめた文献情報からおおむね１メートルから

３メートルの水位に達していたものと推察されて

おります。 

一方で、町が令和６年３月に改訂した洪水ハ

ザードマップにおいても、当該地域は想定浸水深

３メートルの区域に設定しております。 

このことから、大正泥流当時の被災状況と、現

在のハザードマップが示す想定最大水位は、同等

のものであると認識しております。 

次に、２点目の変電所の水害及び気象災害対策

についてでありますが、北海道電力におきまして

も、現行の施設敷地が町のハザードマップにより

最大３メートルの想定浸水域にあることを正確に

把握している旨を確認しております。同社から

は、全道ブラックアウトの教訓や、十勝岳の噴火

災害への備えとして、当該施設において既に必要

な減災対策を講じているとの説明を受けていると

ころであります。 

町といたしましても、電力は生活や産業を支え

る重要インフラの一つと考えております。今後と

も北海道電力とも緊密な連携の下、異常気象をは

じめとする有事の際にも電力の安定供給が図られ

るよう、地域の減災対策に万全を期してまいりま

す。 

次に、３点目のコルコニウシュベツ川の管理状

況についてでありますが、当該河川は、北海道旭

川建設管理部で管理している一級河川でありま

す。当該河川については平成３０年に雑木処理を

行ってまいりましたが、伐採から８年が経過し、

樹木の再繁茂による流下能力への影響や危険性が

懸念されていることから、本年２月に、富良野川

及びコルコニウシュベツ川の雑木処理及び土砂上

げの適切な維持管理措置を講じるよう、北海道に

対して社会資本整備の要望を行ったところであり

ます。 

今後も北海道の対応状況を注視し、連携を図っ

てまいりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

次に、２項目めの避難所についての２点の御質

問にお答えいたします。 

議員御質問のとおり、災害は時と場所を選ばず

発生するものであり、特に職員が庁舎に不在とな

る閉庁時間帯や夜間における迅速な避難所の開

設、そして町民の皆様の安全な避難誘導の確保

は、本町の危機管理における極めて重要な課題の

一つであると認識しています。 

まず、１点目の避難所の鍵の管理についてであ

りますが、平時の施設管理につきましては、各施

設管理者が行っており、地域に点在する自治会館

につきましては、各自治会が行っているところで

あります。 

災害などの有事における避難所等の開設、運営

につきましても、避難所運営マニュアルに基づ

き、町職員による後方支援を行いつつ、地域住民

で組織された自主防災組織が中心となって対応す

ることとしております。これらに備え、毎年２月

には住民参加型の防災訓練を実施し、有事の際の

避難所開設準備等を含めた実践的な連携強化を

図っております。 

次に、２点目の住民会や町内会への周知につい

てでありますが、町のホームページに加え、令和

６年３月に改訂いたしました防災ガイドブックを

活用し、有事への備えや具体的な対応について周

知を進めているところであります。 

また、１点目の答弁とも重複しますが、毎年２

月の住民参加型の防災訓練も重要な周知の機会と

捉えており、有事の際の避難所開設準備や、各警

戒レベルにおいて取るべき避難行動等について、

実践を通じて町内会への周知、浸透、協働への理

解を進めており、引き続き、地域と一体となった

協働の防災体制の構築に努めてまいりますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） ここで、若干早いのです

が、昼食休憩に入りたいと思います。 

再開は１３時です。 

────────────────── 

午前１１時４８分 休憩 
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午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 昼食休憩に引き続き、会

議を再開いたします。 

再質問はございますか。 

１１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 先ほどの質問の中で最

初に伺いたいのは、北海道電力との防災について

の話合いはやっているのか、やっていないのかを

聞かせてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

変電所に関わる情報機能・能力含めて災害時に

どうなのかという情報はいただいております。そ

れに基づいていろいろ調整はさせてもらっており

ます。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） それでは、変電所の能

力なのですけれども、例えば水害が出ました、そ

したら水は何センチメートルとか何メートルまで

耐えられるとかという北電からの情報はあるので

しょうか。そこを教えてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

上富良野の変電所には送電線と変電装置がござ

います。こちらの装置は１メートルまで耐えられ

るということです。送電線については３メートル

まで大丈夫ということは北電から伺っておりま

す。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） １メートルぐらいなら

耐えられるということであれば、３メートルは異

常ですからこれはまた話は別だと思うのですけれ

ども、１メートルもしくは１メートル５０センチ

ぐらいの水が来ても耐えられるぐらいの、例えば

壁とか側に何かパネルを入れるとか、そういうこ

とは北電との中で話は出ているかどうかを教えて

ください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

装置は１メートルまでですので、それまでは何

をしているかということもお聞きいたしました。

土のうの備蓄と排水ポンプを用意しているという

ことらしいです。それ以上になると装置がもたな

いということですので、それを超える場合はどう

するかというと、移動式の変電所車というのが、

それは常備されておりませんが、北電は持ってお

りますので、それを用意して、それは送電線が３

メートルまで耐えられますので、１メートルを超

えて変電装置が駄目なときは、移動式の変電所車

というのを用意して変電をするというふうに聞い

ております。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 今ので分かりましたけ

れども、そうであれば、１メートル５０センチと

か、今は２メートルでもいいですけれども、何か

壁を考えればその電力が切断されるということは

ちょっと考えられないと思うので、そこら辺を考

えた北電との話合いとか、例えば防災対策の中で

国から補助金をもらうとか何かとかは、そういう

ことはできないのかなと思うのです。そこら辺は

どうなっていますか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

どういう対策をするかというのは、北海道電力

で十分検討しているということです。ただ、変電

所の数が上富良野以外にもたくさんあって、順次

ということで、その方法については何がいいの

か、何が効果的なのか、経済的なのかも含めて十

分検討しているというふうに話を伺っておりま

す。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 今の話でいくと、そう

いうことは北電との話合いの中では今のところ考

えていないということで、今後そういう検討を町

でする気があるかどうかというのは、どういうふ

うに考えているかを教えてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

北電の設備ですので、北電が壁を作ったりとい

うことは現時点では具体的なものは持っていない

ということで、常にどうするかというのは一般的

には考えておりますが、具体的にでは上富良野の

ということは今のところ持っていません。策がな

いというわけではございません。土のうですとか

排水ポンプですとか移動式の変電所車というのは

現在ありますので、当面はそれで対応ということ

で、今後、施設の耐用年数とかでいろいろ変えた

りするときは考慮するということだと考えており

ます。 

では町としてどうするのかということなのです

が、もちろん電源が喪失したら困りますので、壁

を作ってほしいとか、そういう具体的な案を示し
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ているわけではございませんが、電源の確保とい

うことで、一般論ではありますけれども、それに

は十分注力してくださいということが防災対策と

しては必要ですので、それは常日頃から電源の確

保などは重要課題ですので、北電とは常々それは

協議しております。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 話の上では分かるので

すけれども、なぜそういうことをしつこく言うか

というと、変電所は変電所車が来れば何ともない

と。だけれども、あそこへ１メートル以上の水が

つかったときに車が行けるかどうかという問題も

あります。だから、なったときよりもなる前のこ

とをもっと考えなかったら町として対応できない

のではないかなと思って、そして、答弁書にもあ

りますように、上富良野の産業、畜産関係ですけ

れども、やはり何時間の停電は耐えられると思う

のですけれども、そのような何日もたってしまっ

たら、水が引かなかったらどうしようもないこと

だから、そういうことを考えると、そういう対策

も産業を考えると必要でないかと思うのですけれ

ども、町はそういうことは考えていますか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

町は電源喪失したら大変だということが分かっ

ておりますので、常日頃よりその確保は北電にお

願いしているところです。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） お願いしているのであ

れば、やはりその補助金を、あるかないかも分か

らないけれども、防衛でも何でも、防災でも、そ

ういうことを活用できるような方法を考えてで

も、全額北電に出せたといってもこれは無理があ

ると思うのです。町も協力するからやってくれ

と。そしたら電源確保も、２メートル以上という

のは考えにくいから、そこら辺は検討する余地が

あるのではないかと思うのですけれども、町はそ

ういうことをこれからやっていくという気持ちは

あるかどうかを教えてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

どういう補助金があるのかということは当然、

北電もいろいろ調べていると思います。あと、町

がどこまで負担すべきかというのは、いろいろ考

えがあると思います。もちろん公共のインフラで

はありますけれども、民間の企業ですので、しか

もそれをちゃんとしっかり国民に電気を送るとい

うことも会社の生業ですので、その辺がどうなの

かということは我々も税金を電力会社に投入すべ

きかどうなのかというのは、いろいろ考えていか

なければならないと思いますし、現時点では町が

どうのこうの、補助も国のメニューがあればあれ

なのですけれども、単費でということは無理なの

かなと考えております。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 分かりました。町とし

ては今のところそういうことは考えていないとい

うことですか。 

そしたら、３番目のコルコニウシュベツ川です

が、この雑木、雑草などの管理は、見たところ合

流するところがひどいのではないかなと思ってい

て、ということは一番水のたまって多いところが

ひどいので、これには８年前にやってもらったと

書いてありますけれども、そしたら８年間今まで

黙っていてやっていたのか、それとも今まで何回

も要望しているけれどもやってくれないのか、そ

こら辺を聞かせてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

８年前には伐採を行っておりますので、伐採を

行ったすぐはそのような雑木は繁茂していません

が、やはり議員のおっしゃるとおり、最近著しく

そういう立木が目立っておりますので、北海道に

対応を要望したところです。ですので、８年間

ずっとしてきたのかというと、そうではなくて、

やはり伐採した後はそれなりの期間は通常どおり

の河川の堤防敷地でしたが、年月がたつとともに

やはり立木の成長に合わせて支障があると判断す

れば、我々も北海道に要望してまいります。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） ということは、８年に

こだわっていないと。伸びればやるという町の考

え方なのですか。それで６年でも４年でも早めに

やっていくという考え方と理解していいのでしょ

うか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

８年間が経過しておりますが、北海道の都合と

いいますか、予算の状況とか、そういう都合があ

るのかと思います。ですから、年限にこだわって

いるわけではなくて、やはり繁茂、立木の状況等

に合わせて我々としてはしっかりと伐採してほし

いということは伝えております。なるべく早く、
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北海道においても予算に限りはありますが、おっ

しゃるとおり流量に相当影響しますので、そうす

ると流域の人たちは危険にさらされますので、あ

る程度立木が育ってきて支障になった段階で我々

としては北海道に声を出しているという状況で

す。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） そうであれば、８年で

なくてもっと早くなぜしなかったのかと、現在見

たところ、そのような１年や２年で伸びたような

木には見えないのですけれども。だから、やはり

これからはもっと早くやってくれるという、そう

いうことを言ってくれなかったら、ただ時期が来

たからやりますからでは、水もやはり年々増えて

いくかもしれないのだから、そこら辺を考えて、

どういうふうにするかを教えてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

時期が来たからという時期というのは年限では

なくて、先ほどから答弁させてもらっていますと

おり立木の生育・繁茂状況に応じて我々はしっか

り道に伝えていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 分かりました。 

それでは、次の避難所の件ですが、これは地

震、水害とかに対して、例えば地震であれば震度

幾らから避難所を開けるとか、水害であれば１時

間何ミリメートルという降水量が出たときに考え

るとか、何かそういう基準が町であるなら教えて

ください。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

災害の種類というのはあまり関係なく、有事の

際といった形でお聞きいただければと思います

が、基本的には気象庁。つい最近、５月２８日に

も危険警報というのを新たに追加しましたという

のは報道でも出たかと思います。そういった部分

で気象情報というのを気象庁は必ず出すようなこ

とになっていまして、それと町民の皆さんが取っ

ていただく行動というのがリンクしているような

形になってございます。それで、その警戒レベル

というのが設定されていまして、その気象庁が出

す情報が今皆さんがどういった行動をしなければ

いけないかということを町では逐次皆さんに情報

提供しながら避難行動をしていくといった形にな

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 地震も同じですか。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

地震の場合は、起きてしまってからといった形

になりますので、起きてしまってからどういった

行動をしなければならないかというのを皆さんに

情報提供させていただくというのが行動になりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） ということは、地震も

水害もそうなのですけれども、町としては基準は

ないということですか。例えば、職員が集まる基

準とか、町民を避難させるための避難所を開ける

準備とかというのは、どの時点から始めるのです

か。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

私の説明が分かりにくくて大変恐縮なのですけ

れども、国で言うと気象庁です。気象庁で決めて

いる基準というのは、全国の各市町村におきまし

て防災計画等で全部共通の認識をするような形に

なってございます。それによって例えば避難準備

をするとか、避難所を開設するとか、直ちに逃げ

ていただくとか、そういう基準が全部決められて

いますので、それを防災計画に搭載させていただ

き、また、そのレベルに応じまして避難所の開設

のマニュアルに沿って行っていくといった形でマ

ニュアル化されているところでございます。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 言っていることは分か

りますけれども、そしたら町民はどこで判断して

避難所に行くとか行かないというのを、町任せで

町民は自宅で待機してなさいということでしょう

か。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長。 

○総務課長（上村正人君） １１番北條議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

この中にはもちろんよく報道の中でも台風とか

洪水でほかの地域の部分でも触れられることがよ

くあるかと思います。そういった場合に、心配な

方は避難所が開設されていますので自主的に避難

をしてくださいといったようなことも耳にしたこ

とがあるかと思います。 

そういった部分が、例えば要支援者の方などに



 ― 30 ―

つきましては、健常者と呼ばれる方たちよりも避

難するのに時間が要したりしますので、そういっ

た時間帯を利用して避難所にまずは避難すると

か、そういう部分も決まっておりますので、そこ

も逐次町から情報は発信するようになりますし、

また、町長からも答弁がありましたが、ハンド

ブックにはそちらも掲載させていただいていると

ころですので、皆さんはその中身を見ながら行動

していただきたいというふうに思っているところ

です。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） いや、私が聞きたいの

は、町民がどの時点で避難しなくてはならないか

ら準備するとか、そういうことを考えなくてはな

らないので、町は起きてから考えるとか、そこら

辺のニュアンスが違うと思うのです。地震であれ

ば、上富良野はこの防災ガイドブックには震度５

から震度６と書いてあります。そこまで書いてあ

るのであれば、震度４を超えたらやはり心の準備

は必要ですとか、何もなしでただ町がどういうふ

うにするかというのは町が発信してくれるまで町

民は待てということだと考えていいのでしょう

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

町はといいますか、町民の方は、地震は分けて

考えないと駄目だと思っています。まず地震以外

の火山とか雨、台風、雪も含めてですが、これは

観測が相当発達しておりまして、予測もかなり精

度が高いものですので、事前の開設から、しっか

り気象台、気象庁と連携して避難準備、町民の方

が自主避難したいと思ったときにはもう開設され

ている状態と考えてもらって構わないです。 

ただ、地震は予測できません。大きな地震でも

小さな地震でもあくまでも起きてからどうするか

ということですので、事前とか当然ないのです

が、その地震によって起きた被害の状況によっ

て、一番近い経験でブラックアウトがあったので

すが、そういう状況であればすぐ町は避難所を開

設いたしますので、それはもちろんマスコミを通

じてテロップで流したり、町でいえば防災無線等

でお知らせして、町民の方がもう危険を感じて自

主避難を始めたときから、地震でいえばその直後

から、そういう方がおられれば必ず避難するとこ

ろがあるように、防災計画ではそういうふうに

なっておりますので、あとは我々がしっかりやれ

ば町民の方は大丈夫だというふうに思っておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 言っていることは分か

るのですけれども、だから私は初めに言ったとお

り、普段の生活では夜間も土日も祭日も含まれま

す。その中で夜間に地震、水害でもいいですけれ

ども、起きた場合に、朝方だったらみんな寝てい

ます。だから、そこを町はどの時間に管理職あた

りが集まって相談してとかというのがあると思う

のです。 

 それからでなかったら発表も何もできないと思

うから、そこら辺の順番的なものというのはどう

いうふうになっているのか、そこら辺をお聞きし

たくて、我々も町民が避難所へ行くのに、これは

夏であればいいです。寒くもないし、避難所に

行っても外で待っています。秋とか冬とか春の寒

いときであれば、そのようなところで１時間も待

たされたらどうしようもないです。自主避難とい

うのは、やはり自分が危険だと感じるからそこへ

行くのだろうから、そこに対して町はどういうふ

うに考えているかというのは、今の答弁では分か

りにくいのだけれども、起きてからやることは分

かります。だけれども、町民がどうやって考えて

行動を取っていいのかというのが分かりにくいの

で、それは人それぞれ逃げる度合いも違うと思う

のです。だからやはりどこで避難所へ行けるのか

というのは、ある程度その基準がないと分かりに

くいと思うのだけれども、これは昼間なら全然問

題ないと思います。やはり祭日とか夜間について

は心配があると思うのですけれども、そこら辺は

町民はみんな理解していると思っていますか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

町民の方が事細かく基準というのは、ハンド

ブックを見れば分かるかとは思いますが、そうい

うことはなかなか一人ひとりが暗記しているとい

うのは難しいかと思います。ただ、これもブラッ

クアウトとは別に、その何年か前に上富良野で雨

が降ったときは、自主避難することが考えられる

ので、あらかじめ草分防災センターとかを開設い

たしました。 

我々の考え方としては、夜中に移動するという

のはおっしゃるとおり難しいので、できればその

夜に大雨が予想されるのであれば、その日の夕方

までには避難所を自主避難できるように開設し

て、明るいうちにしてもらうというのが基本だと

考えております。そういう意味でこれは前回実例

もありました。もう１０年ぐらい前だと思います
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が、それもやはり夜暗くなるまでに避難所を開設

して、それをお知らせして、建っている家の条件

も違いますので、あとは町民の方が判断されるこ

とだとは思いますが、危険を感じたときには避難

所に行けるように、その開設には努めて、しかも

明るいうちにやるというのが原則だと思っており

ます。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） その辺は分かりました

けれども、そうであればあとは周知の問題です。

ただ防災ガイドブックに書いてあるから皆さん分

かっていると思うのはちょっと間違いがあると思

うので、そして、これは言いにくいのだけれど

も、町民から要望があれば町としたら幾らでも出

向いて懇談もしますと言っていますけれども、町

からそういうことを住民会とか町内会ですか、そ

ういうところへ町から出向くという考え方は要望

がなければしないという考え方でいいのでしょう

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

要望がなければしないというわけではございま

せん。要望があれば必ず行きます。あと、やはり

見れば分かるのですけれども、空で暗記して行動

するというのはなかなか難しいので、実際に避難

所を事前避難のために開設した場合は、前回は防

災無線か何かだったと思うのですけれども、何ら

かの確実な手段で地区の住民の方にはその都度お

知らせしております。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） そうであれば、町長、

この避難訓練です。火山の訓練は毎年やっている

のはもう承知していますけれども、地震とか洪水

に対しても、毎年やったらいいとは言えないけれ

ども、何年に１回ぐらいはそこら辺も、全町一斉

でなくてもブロック分けにしてでもいいからそう

いうことはやったほうが、町民もやれば何となく

雰囲気がつかめて分かるだろうけれども、ただこ

の防災ガイドブックに書いてあることを皆さん分

かっていなさいというのはちょっと難しいのでは

ないかなと思って、そのために避難訓練はどこで

もやっています。町はそういうことは考えてない

のでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

避難訓練はどこの市町村でも必ず、大体防災の

日とか秋口に多いのかもしれませんが、我々も基

本的には町民の方がそういう避難訓練が必要だと

いうことは認識しております。ただ、特殊事情と

いいますか、十勝岳を持っている町ですので、通

常、防災の日などにやるのを２月にやっておりま

すので、その十勝岳の避難訓練は洪水なども含め

て一番条件の悪いときにやっていますので、それ

はそれなりに意味があるのかと思います。あと、

おっしゃるとおり、防災、洪水なども含めてやっ

たらいいのではということで、住民会にある各自

主防災組織が自主的にやってくれたりしていると

ころもありますし、町としてもそういうことを啓

発したり、また、秋口に泥流の避難訓練とは別に

やったらいいとか、そういう御意見もあろうかと

思いますので、いろいろ考えながら、何がいいの

かというのはこれからも継続して考えていきたい

と思っております。貴重な御意見だと承りたいと

思います。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 町長の言うとおり、訓

練はやらないと、いざというときに行動に移せな

いものなのですから、やはりそこら辺を含めて、

毎年やらなくてもいいから、３年か遅くても５年

に１回ぐらいは地震と水害も兼ねてやらなかった

ら、なぜ言うかというと、住民会も町内会も役員

が替わっていくのです。そうしたら、その訓練を

やるときもその方が中心になってくるから、替

わったらまたゼロなのです。だからこそ何年に１

回かやっていけば、ある程度周知されてくるので

はないかと思うのですけれども、やはりそこは町

長、これからはっきりと３年に１回ぐらいはやっ

てもらうとか、そういう発言が欲しいのですけれ

ども、そこら辺はどうですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

避難訓練ですので、水害も噴火も基本的に避難

所に逃げるということですので、十勝岳の防災訓

練にしっかり皆さん参加してくれれば、結構それ

なりに皆さんの防災への啓蒙といいますか、そう

いうのが継続していけるのかなと思いますが、現

状、十勝岳の避難訓練も皆様忙しいので、なかな

か参加率も落ちてきている状況ですので、まず上

富良野が考えなければならないのは十勝岳の防災

訓練を皆さん、町民の方がもちろん参加しても

らったほうがいいのですけれども、防災意識を醸

成していくにはどうしたらいいのかということか

ら考えて、プラスアルファで洪水とかも、地震な

どはどういう現象が起きるのか分からないので、

それは本当に我々の防災力というのは試されると
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思いますが、訓練については第一にしっかりやら

なければならないのは十勝岳の防災訓練だと思っ

ておりますし、その幅出しとしては今おっしゃっ

たようなことも十分検討しながら考えていきたい

と思っております。 

○議長（中澤良隆君） １１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 分かりました。そのた

めには全てこの文章で読むよりも、やはり経験し

たことが一番大事だから、町長の言うとおり、や

はり別立てでこれから考えてもらって、そういう

訓練を大切にしてもらって、避難所をいつ開くか

というのも、いろいろな検討があると思うので

す。だから、そういうことも含めて、やはり早く

て誰も来なくても問題はないと思うのです。だけ

れども、遅くて誰かがもう外に立っていたとかと

いうのが一番大変なのです。だから、そういうこ

とを考えてもらって、やはりその両側をきちんと

考えてもらうように町としてはこれからやってい

ただきたいと思うので、そこら辺をよろしくお願

いしたいのですけれども、その辺のことを最後

に。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

噴火ですとか豪雨につきましては本当にある程

度予測できるものは事前避難が基本だと思ってお

りますので、そのときには自主避難されてくる方

が来たときに鍵が開いていないということがない

ように、しっかりと努めてまいりたいと思ってお

ります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、１１

番北條隆男君の一般質問を終了いたします。 

次に、１０番井村悦丈君の発言を許します。 

○１０番（井村悦丈君） 私は、さきに通告した

２項目５点を町長、教育長に伺います。 

まず１項目めですが、持続可能な農業に向けて

の施策についてです。 

現在、物価高騰は、コロナ禍からの経済回復に

よる需要増に加え、現在も続くロシアのウクライ

ナ侵攻による資源・エネルギー価格の高騰や円

安、人手不足による人件費の増加が重なり、さら

には中東情勢からのイランによるホルムズ海峡の

海上封鎖宣言から３か月あまり、その影響が次々

に露呈する中、営農に及ぶ影響が日ごとに顕著化

してきているのが現状であります。 

燃料に関しては、政府が価格の高騰を抑えるた

め、石油元売会社への補助金を支給し激変緩和措

置を実施しているところですが、ナフサは原油か

ら精製されるため中東依存率が高く、ビニールや

ポリエチレンなどの暮らしを支える様々な製品に

代わることから、農業に使う被覆資材、梱包資材

も同様で、ハウス用ビニールやマルチといった被

覆資材、米袋やフレコンなど、梱包資材の値上げ

や出荷制限が相次いでいて、出荷しようにも梱包

資材がないというようなことにもなりかねないで

す。 

次いで肥料は、肥料価格が１４％から１５％に

上がる見込みであります。リン、カリウムも軒並

み上昇、特に尿素は世界的に中東依存が高く、国

際相場の高騰と円安で日本の調達価格を引き上げ

ています。 

このような情勢下、若手の担い手は不足してお

り、さらに高齢化による離農が加速するおそれが

あることから、次の３点を町長に伺います。 

一つ目、町長は町の基幹産業である農業を継続

させていくために、今後の振興策をどう描いてい

るのか。 

二つ目、農家が生き残り意欲的に再生産に向け

た営農をしていくための施策をどう考えられてい

るのか。 

３点目、肥料価格高騰対策を早急に実施するべ

きだと考えますが、町長の見解を伺います。 

次に、２項目めの上富良野町運動公園の大会開

催時の駐車場について伺います。 

学校部活動は、週末に大会、遠征試合などに出

かけることが多く、それぞれの家庭で送迎や応援

に行くことが多いです。先に部活動の遠征バスに

よる事故報道があり、事故責任を問われる場合も

あるため乗り合いを控え、家庭ごとに自家用車で

会場に乗りつけていくことにより一層車両台数が

多くなると考えられます。 

上富良野町運動公園には、野球場、テニスコー

ト側には駐車場が、台数に限りがありますが、数

台あります。サッカー場付近には駐車場がなく、

駐車禁止帯でないことから路上駐車でいっぱいに

なり、近隣住民に迷惑をかけている事象が見られ

ることから、次の２点について教育長に伺いま

す。 

１点目、施設利用者に対して、駐車場に関する

注意喚起等のお知らせは、現状どのようになされ

ているのか。また、社会教育総合センターなどの

駐車場を利用するよう、分かりやすく促している

のか。 

二つ目、近隣する学校給食センターの駐車場を

週末などに開放してはどうか、伺います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １０番井村議員の１項目

めの持続可能な農業に向けての施策についての３
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点の御質問にお答えいたします。 

まず、１点目の農業の継続のための振興策につ

いてでありますが、町としては、主に所得の向上

に向けたコストの削減、担い手確保、農地の保全

による農家戸数の維持、各種制度による仕組みづ

くりの三つが大きな柱になると考えております。 

現在、町の第９次農業振興計画の中間年であ

り、その計画を踏まえつつ、現状に沿った振興策

を展開しているところであります。 

具体的な取組として、まずコストの削減につき

ましては、所得の向上のためにも経費削減も重要

なことであり、現在の価格高騰に対して、国のみ

どりの食料システム戦略に連動した環境配慮型農

業の推進や、環境保全型農業直接支払交付金の活

用による化学肥料や化学農薬の低減を進めてまい

ります。 

これによりコスト削減を図るとともに、スマー

ト農業、ＩＣＴ技術の導入による作業員の省力化

も推進したいと考えております。 

また、地元農畜産物の地産地消は、輸送コスト

の低減、地域経済の循環などの効果があるととも

に、ブランド化、６次化による付加価値は直接的

に所得の向上に寄与するものと考えております。 

次に、農家戸数の維持につきましては、従来の

親元就農の経営移譲のみに頼らず、現在進めてい

る地域おこし協力隊の枠組みや北海道農業公社の

事業などを活用した担い手の確保と農家戸数の維

持、農地の保全に努めてまいります。 

最後に、仕組みづくりにつきましては、昨年か

ら始まった地域計画を具現化するため、農業関係

機関とも協力し、農地の集積を進めたいと考えて

おります。 

また、物価高騰による農業機械の価格上昇は、

農業者の皆様に大きな負担となっていると認識し

ております。そのため、機械の共同利用や作業受

委託の仕組みを確立し、高齢層の負担軽減や作業

の効率化を進めることが必要であると考えており

ます。 

しかしながら、いずれの振興策についても町単

独で実施できるものではなく、農業者の皆様の協

力が必要となりますので、御理解をいただきなが

ら、共に町の基幹産業である農業を守り進めてま

いります。 

次に、２点目の今後の営農の施策についてであ

りますが、各経営体の営農スタイルが違うことか

ら、どのような政策が求められ、何が必要なのか

については、今後も継続して研究、検討が必要で

あると考えています。 

また、近年の農作物の高温障害など、過去に経

験のない気候変動への対応も重要であり、その局

面において最も効果的な施策を迅速に進めること

が肝要であると認識しております。 

結果として、収益を上げ、経費を抑え、収支を

好転させることが目に見える成果であるとも考え

ておりますので、引き続き現行の施策を推進しつ

つ、状況に応じて必要な施策を講じてまいります

ので、御理解をお願いいたします。 

次に、３点目の肥料価格高騰対策についてであ

りますが、議員の御質問のとおり、現在の物価高

騰の中で、秋肥の価格が１４.５％値上げする見込

みであると聞き及んでおります。 

肥料価格高騰対策につきましては、ホクレンで

も価格抑制対策も実施されており、国においても

高騰対策として国内肥料資源利用拡大対策事業を

既に実施しております。１点目の御質問でもお答

えしたとおり、町としても化学肥料等の軽減な

ど、現行の施策を活用しながら対応しておりま

す。 

肥料の高騰等への対策については、非常に大き

な財源が必要であることを、一時的な補助金等で

の対策では解決しないものと考えておりますの

で、国や道の制度等の対応について求め、今後の

動向を注視してまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員の２項

目めの上富良野町運動公園の大会開催時の駐車場

についての２点の御質問にお答えいたします。 

まず、１点目の施設利用者に対しての駐車場利

用に関する注意喚起についてでありますが、富原

運動公園を利用される方々の駐車場につきまして

は、テニスコートと野球場の間に５５台の専用駐

車場が整備され、サッカー場を利用する場合の駐

車場においても、専用駐車場もしくは社会教育総

合センター駐車場に止めていただくよう、申込み

の段階で利用者に対し周知していただけますよう

お願いしておりますが、駐車場へ誘導する案内看

板は設置していない状況であります。 

運動公園サッカー場の利用につきましては、上

富良野中学校サッカー部による練習及び練習試合

として利用していただいており、また、圏域外の

団体も利用することもありますので、引き続き、

近隣にお住まいの皆様の御迷惑とならないよう、

駐車場への誘導につきまして、今後、案内看板等

の設置を検討してまいります。 

次に、２点目の学校給食センターの駐車場の開

放についてでありますが、現在、学校給食セン

ターは区画線による駐車スペースも少なく、ごみ
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投棄など管理上の懸念から開放はしていない状況

にあります。 

今後につきましても、運動公園駐車場と社会教

育総合センター駐車場を利用していただけますよ

う、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問はございますか。 

１０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 持続可能な農業の定義

と上富良野の第９次農業振興計画書に基づいた御

答弁だと思いますけれども、御答弁ありがとうご

ざいます。確かに国の政策によるものだというよ

うな認識ではありますけれども、今答弁いただい

た中でのキーワードから一つずつ質問させていた

だきたいと思います。 

国のみどりの食料システム戦略に連動した環境

配慮型農業の推進や環境保全型農業直接支払交付

金の活用による化学肥料や化学農薬の低減を進め

てまいりますということでしたけれども、なかな

か減らす取組というのは難しいといいますか、有

機農法とかクリーン農業になればそうなりますけ

れども、今この町でこのみどりの食料システム戦

略への取組はどのような状況になっているのかお

答えいただければと思います。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村議員

の御質問にお答えします。 

町におきましては、国のみどりの食料システム

戦略に連動した活動を単独でやっている部分とい

うのはございません。経営安定事業の中で同じよ

うな仕組みの肥料の低減の対策を進めている状況

となっております。 

以上です。よろしくお願いします。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） そしたら、町では有機

農法とかを推進しているというわけではないので

すか。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村議員

の御質問にお答えします。 

基本的には有機農業を推進しているということ

ではございませんが、先ほど御質問にあったとお

り化学肥料等の高騰がありますので、できる限り

化学肥料の低減に努めるということは計画の中に

は盛り込んでおります。１００％有機農業を求め

ているわけではございませんが、規模等もござい

ますので、現行の農業スタイルというのもござい

ますので、全部が全部そういうわけではございま

せんが、できるだけ化学肥料の低減に努めて、そ

れに対する補助金もございますので、それを活用

していただきたいということで進めております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 化学肥料などを減らす

取組という中で、緑肥とか景観作物とか様々あり

ますけれども、今、上富良野でどれだけの方がそ

ういう取組をされているのか、よろしいですか。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村議員

の御質問にお答えします。 

すみません、懸案のほうはまだ受付中なので把

握しておりませんが、環境保全型農業直接支払に

つきましては、それも今同時に受け付けしている

最中ですが、昨年度に２７名の方が活動をしてい

ただいているという状況です。恐らくその数は

年々増えていっていますので、その数以上になっ

ていくのかなというふうには思っております。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 分かりました。 

また、答弁の中に地元農畜産物の地産地消とあ

りますけれども、これは今、上富良野町でやって

いるような直売所はなくて、軽トラ市とかスー

パーに陳列したりという団体はありますけれど

も、学校給食とかで地産地消というところでどれ

だけ利用されているのかなということをお聞きし

てよろしいでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村議員

の御質問にお答えします。 

正確なところは教育委員会になるので、正確な

ところは把握しておりませんが、基本的にはその

日その日の食材をある程度メニュー化をして、給

食センターで利用していると。例えばスポットで

言えばメロンの時期にメロンを入れて給食に入れ

ていくとか。残念ながら給食センターはストック

ヤードがございませんので、農家の方は１袋くれ

と言っても１袋ってどれだけだというレベルなの

で、それがいっぱいストックできるようになれ

ば、いろいろな食材をまた使っていけるのかなと

いうふうに考えておりますが、今のところその日

その日のものをできる限り町のものを使うという

ことで対応していただいていると認識しておりま

す。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 地産地消ということで

学校給食などに利用されているということですけ

れども、６次化への取組も当然この持続可能な農

業の中の定義としてありますけれども、そのよう

な中で、農産物加工場とかで多分いろいろ試作さ
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れたり、町の方が利用して農産物を加工して例え

ば豆腐とかパンとかを作っていると思うのですけ

れども、あの施設がもうちょっと利用しやすくな

らないのかなと、結構時間にとらわれて、短時間

で結構利用料が高いという、外れているかもしれ

ませんけれども、そういう意見がある中で、もう

ちょっと利用しやすいような施設にはならないの

かなと思っておって質問させていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 井村議員に申し上げま

す。振興策についてということで、その農産物加

工場や何かのことについては入ってきていないの

で通告外ということで、違った質問をお願いいた

します。 

１０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） すみませんでした。 

そしたら、担い手の確保ということで、農家戸

数の維持、農地の保全に努めてまいりますという

ことですが、どうしても今は国の政策としては法

人化とか組合とかのそういったほうに行っている

のかなという中で、２項目めの質問にあった農家

が生き残りを懸けて再生産するということで、こ

れは１項目めの中でもそういうようなことに触れ

て答えていると思うので、２項目めの質問は、答

弁はこの後はないのですけれども、法人化を進め

ていくという中で今後、個人の農家が、小さい農

家が生き残るための何かそういう手助けとか施策

というのがもうちょっとあってもいいのかなと思

うのですけれども、収益向上などの補助はありま

すけれども、なかなかそれも担い手といいます

か、人がいないとできないことですので、それ

で、小さな農家でも継続して一つの経営体として

やっていくような、そういう施策というのが欲し

いと思うのですけれども、何か今後、推進計画で

すから、計画書は計画書なのですけれども、随時

見直しもするような内容になっていますので、何

か考えていただけないかなというふうに思います

けれども。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １０番井村議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

農地の集積化が進んで、一つの経営体の面積が

相当広くなってきていますので、法人化はその次

の段階でという流れだと思います。担い手も確保

しながら大きくしていくというのは、スケールメ

リットを出すということで、そちらの方向に今は

向かっているのかなというふうに思っておりま

す。 

一方で、条件の形状として、沢地であったり、

圃場が四角でなかったりいろいろあって、そうい

うところでも、これも計画どおり、高収益の作物

は当然そういう大規模な農家形態から比べると初

期投資が小さく始められるというメリットもござ

いますし、収益もそれなりにしっかりとしたもの

があると聞いておりますので、何種類かミニトマ

トですとかいろいろ高収益のものを推奨しており

ますが、引き続きそちらも推進していきます。 

ただ、そのメニューで、農作物はいろいろあり

ますし、気候も変わってきてサツマイモができた

り落花生ができたりといろいろ変わってきていま

すので、何を高収益に入れるかということは我々

だけではなかなか分からない部分もありますの

で、その辺は審議員の皆さんはもちろんそうです

が、農業に携わっている皆さんといろいろ情報を

交換しながら、何を高収益作物にして、どういう

ふうにというのは、いろいろ相談させてもらいな

がら今後も進めてまいりたいとは考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） ２点目の質問に対し

て、近年の農作物の高温障害、また、過去に経験

のない気候変動への対応ということですけれど

も、どうしてもこの上富良野は中山間地域で条件

不利地ということで、雨が降ると流れるという、

そして土砂流出した後、毎回臨機的に手だてして

いただいているのですけれども、これはもう

ちょっと何というかこう、例えば過去に層厚した

ところでも、過去の設計とは全く違うような、最

近は読めない大雨が降ります。そういうことを考

えて、徐々に排水路の改修とか、そういうことは

できていかないのかなというふうにも思っている

ところなのですけれども、外れていますか。前こ

ういう答弁があったので、合っていると思うので

すけれども。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） １０番井村議員

の御質問にお答えします。 

昨年、東中地区の経営体の整備が終わりまし

て、今また島津と東中の間の富島地区に取りか

かっております。その後、草分地区という予定

と、あとパイロット事業になった畑作地帯、日

新・清富・日の出・草分地区の畑地帯について

も、現在、今年の３月に事業に入っていくかどう

かというヒアリングを農家の方々とさせていただ

いているところでございます。さすがにうちの町

も一気に農地造成事業を行うことはなかなか難し

いところでございますので、計画的と、あと皆さ

んの御要望があるものに対しては、国や道に要望
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しながら事業を進めていきたいと現在のところ考

えておりますので、そちらを御理解いただきたい

と思います。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 確かにその事業は、参

加してもまた支払いとか、過去にあるようなふう

にならないような施策であればいいなというふう

に思っていますけれども。 

次に、３点目の肥料高騰対策についてですけれ

ども、先日１５日早朝、ホルムズ海峡開放に向け

た合意が１９日にでも完全合意になれば開放され

るということですけれども、なかなか上がったも

のが下がらないという中で、ほかの府県では既に

春から圃場対策とかをされているところもあるみ

たいですけれども、多分町長が言われるにはこれ

は国の動向を見てというような返答だと思うので

すけれども、そうでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １０番井村議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

３点目については井村議員も言及していました

が、中東の危機が最近合意が結ばれて回避できる

のではないかということです。今度海峡が開放さ

れたら下がるかということは、市場はどうなるか

というのは全く分かりませんけれども、一応それ

は価格を下げるほうのプラスの要因なのかなとい

うふうに思っております。 

あと、国の動向に注力していきたいというの

は、過去にももう５年ぐらい前ですか、肥料が高

騰したときも、やはり国と道が動いて、ホクレン

とかもあのときは確か動いたと思うのですけれど

も、やはり上富良野の圃場の経営体の数で使う肥

料とか飼料、そして消毒などもそうなのですけれ

ども、経済の総量が全然、井村議員は御存じかと

思いますけれども、町の予算でカバーできるよう

な量ではございませんので、当然これは中東の影

響は受けておりますので、やはりそういう全国的

な影響を受けているもの、上富良野の特殊事情で

はございませんので、これはしっかりと国が主導

して、肥料と飼料の高騰対策はやってほしいなと

いう、もちろん声は出していきますけれども、前

例はそうなのですが、それに乗る形で道と町がそ

れぞれ前回は補助いたしました。基本的には、何

回も繰り返しになりますが、国の農政の方向次第

なのだろうというふうに考えておりますので、私

どもも皆さんの声を代議士等を通じて要望してい

きたいというように考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） やはり減肥をすると収

量に影響するということで、所得にも影響するこ

とですので、ぜひとも上京したときには強く訴え

ていただきたいというふうに思います。 

次に公園の路上駐車の件なのですけれども、特

に混雑するのはサッカーの遠征試合とかだと思う

のです。サッカーは１１人選手がいますから、補

欠を入れたらもしかしたら１１台、１２台、１３

台、一家族が乗ってきたらですが、それで２チー

ムで二十数台ですか、そして控えているチームが

あったりしたらまだまだあるということで、あの

近所の方に、駐車禁止帯でないので止めるのは別

に法律に何の影響もないのですけれども、ときに

は警察が来て相談しているけれども、警察も取り

締まりはできないという状況の中で、フェンスの

ところに何かお願いの看板を立てたらどうなのか

なと思うのですけれども、例えば社会教育総合セ

ンターの駐車場に誘導するようなお願いといいま

すか、できないのかなと、今までなかったという

ことで、それか、利用申込みがあるときにそのよ

うな文章をつけるとか、ぜひともお願いしたいと

思いますけれども、答弁をお願いします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員の、上

富良野町運動公園の大会時における駐車等の関係

について、御近所の方からもそのような御意見を

いただいているということでの御質問に対してお

答えさせていただきます。 

私どもも御近所の方とは少しコミュニケーショ

ンを取れるような場面もあったのですけれども、

直接教育委員会にそのような苦情はこれまで受け

てはいなかったのですが、なかなか言いづらかっ

たのか、たまたま井村議員からも御質問いただい

たので、今回確認させていただきまして、確かに

年間で２,０００人ほどサッカー場だけで利用す

る、また、サッカーだけではなくてあそこはラン

ニングコースになっていますし、皆さんの散歩

コースにもなっています。そういう方々は車では

来ないでしょうけれども。サッカー場の利用につ

いては、年間で約１３団体、これは上中サッカー

部以外に高校サッカーも来て、うちの芝は大変良

好ということで大変人気の会場になっています。

井村議員のおっしゃったように１１人の選手、待

機も入れると約２０人、２チーム来たら４０人。

そこで何チームか練習試合するとなったらかなり

の数来ているのではないだろうかという御質問か

と思いますが、実は、その関係も確認しました

ら、あそこで車を降りて子どもを降ろすのですけ

れども、家族の方はそこから駐車場へ社会教育総
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合センターのほうにも移動して、そこから徒歩で

移動して、テントを立てたり、皆さん暑いですの

で、やはり皆さん応援するために移動してくれて

いるというのは確認させていただいておりますの

で、もしかしたらかなりの数の車が駐停車してい

るのを見て、かなり御近所の方としては心配な

さっていただいているのではないかということ

で、私どももやはりこれはきちんと町の人だけで

はなく駐車場の御案内は必要だというふうに私も

今回現場を見て確認しましたので、早速、議員の

おっしゃっていただいた場所になるかどうかは別

なのですけれども、駐車場への御利用の誘導看板

は検討して、早急に設置したいと考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 早急に対応していただ

いて、運用をよろしくお願いいたします。対応し

ていただけるという認識で、以上で終わります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、１０

番井村悦丈君の一般質問を終わります。 

次に、１番佐藤大輔君の発言を許します。 

○１番（佐藤大輔君） 質問に入る前に、この場

をお借りして一言申し上げます。その詳細につき

ましては申し上げませんが、現在、先日の参議院

決算委員会における、ある国会議員の発言が物議

を醸しております。いかなる立場の方であって

も、その職業を理由として不当に扱われたり尊厳

を傷つけられたりするような発言は、極めて残念

なものであります。 

とりわけ本町は、陸上自衛隊上富良野駐屯地と

共に歩んできた町であります。自衛隊員の皆様

は、国防という崇高な任務に加え、災害派遣や地

域行事への協力など、日頃から地域社会を支えて

くださっています。また、その御家族を含め、多

くの方々が上富良野町の発展に大きく貢献されて

おります。駐屯地を抱える上富良野町の議会議員

の一人として、自衛隊員並びにその御家族の皆様

に改めて深く敬意と感謝を申し上げ、質問に入ら

せていただきます。 

私は、さきに通告しておりました、防災拠点と

なる庁舎等の耐震化と公共施設の将来構想につい

て、町長にお伺いします。 

近年、全国各地で大規模地震や豪雨災害などの

自然災害が頻発しております。加えて本年は十勝

岳泥流被災１００年という節目の年であり、改め

て火山災害をはじめとする自然災害リスクを再認

識しなければならないと考えるものであります。 

そのような中、自治体庁舎は単なる事務施設で

はなく、災害時には災害対策本部として機能し、

住民の生命と財産を守る中枢的役割を担う極めて

重要な施設です。特に消防本部は、救急・消火・

救助活動の拠点であり、災害発生時に最後まで機

能を維持しなければならない防災の要でありま

す。 

本町が策定した上富良野町公共施設等総合管理

計画においても、公共施設は防災上、住民にとっ

て身近な存在であり、生命と財産を守る上で大き

な役割を果たすとしています。また、同計画で

は、旧耐震基準により建設された公共施設のう

ち、耐震改修が完了していない施設として、役場

庁舎、消防庁舎、旧東中中学校校舎の３施設を挙

げており、特に役場庁舎及び消防庁舎について

は、行政の中心的役割を担う施設として、早急な

耐震対策が求められていると明記されています。

さらに、同計画では、役場庁舎及び消防庁舎につ

いて、災害時の拠点となる施設であることから、

町民の安全、安心につながるよう、耐震化へ向け

た検討を優先的に行うとの方針も示されていると

ころです。 

しかしながら、現時点において具体的な方向性

や整備時期が明確に示されている状況にはなく、

住民の間にも不安や懸念の声があります。 

そこで、以下２点について、町長にお伺いしま

す。 

１点目、現庁舎及び消防本部の耐震性や老朽化

について、現在どのような認識を持っているので

しょうか。また、大規模災害発生時に行政機能や

消防機能が維持できなくなるリスクについて、ど

のように考えておられるのでしょうか。 

２点目です。今後、公民館、給食センター、特

別養護老人ホームなどの公共施設が更新時期を迎

えますが、人口減少や財政制約が続く中で、個別

対応ではなく、公共施設全体を見据えた長期的な

再編・更新計画が必要だと考えます。今後、統廃

合や複合化の可能性も含め、中長期的な公共施設

マネジメントをどのような考え方で進めていくの

でしょうか。 

以上でございます。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の、防災拠

点となる庁舎等の耐震化と公共施設の将来構想に

ついての２点の御質問にお答えいたします。 

本年は十勝岳大正泥流被災１００年という節目

の年であり、防災拠点となる公共施設の在り方、

そして今後の持続可能な行財政運営を見据えた公

共施設マネジメントは、本町にとって極めて重要

な課題であると認識しております。 
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つきましては、令和７年３月改定の上富良野町

公共施設個別施設計画に基づき、行政としての現

在の認識と考え方を申し上げます。 

まず、１点目の現庁舎及び消防本部の老朽化と

大規模災害時のリスクについてでありますが、町

としても非常に強い危機感を持っております。 

施設の現状と老朽化の認識として、役場庁舎及

び消防庁舎はともに昭和４２年に建築されてお

り、昭和５６年以前の旧耐震基準で建設された施

設に該当します。役場庁舎においては、屋上防水

の劣化や３階一部での天井漏水など、外被性能や

室内性能の劣化が顕著に表れております。消防庁

舎におきましても、指令室玄関タイルの剥がれ、

正面玄関の老朽化などが確認されているほか、暖

房ボイラー等の機械設備の経年劣化が進んでおり

ます。これらを踏まえた機能維持のリスクと今後

の対応につきまして、当該計画の優先順位の考え

方において、安全性が損なわれている施設や機能

性が著しく低下している施設については、優先的

に改修等を実施するとの方針を定めております。

現在は、定期的な点検を行い、不具合や劣化箇所

に対し必要な対策を講じて長寿命化を図る方針を

取っておりますが、災害対策の拠点となる両施設

において、大規模災害時に行政機能や消防機能が

損なわれるリスクは看過できるものではありませ

ん。役場庁舎については、計画に今後の方向性に

ついて検討すると計画にも明記しているとおり、

抜本的な安全確保に向けた検討を進めていく必要

があると認識しております。 

次に、２点目の中長期的な公共施設マネジメン

トと再編・更新計画の考え方についてであります

が、公民館、給食センター、ラベンダーハイツな

どの大規模施設が更新時期を迎える中、人口減少

や厳しい財政状況を踏まえると、これまでの施設

をそのまま維持・更新していくことは困難である

と認識しております。 

今後の公共マネジメントにつきましては、引き

続き、次の考え方で進めていきます。 

本町の公共施設は、築３０年以上の施設が全体

の５０％強を占めております。これらの施設を全

て従来の機能的耐用年数で建て替えることは財政

制約上困難であるため、計画的な保全整備を行

い、鉄筋コンクリート造等であれば８０年という

物理的耐用年数にできる限り近づけることで、ラ

イフサイクルコストを低減することを目指してま

いります。 

また、長寿命化によるコスト削減を図る一方

で、今後のまちづくりの方向性を踏まえ、施設の

大規模改修や建て替えが必要な時期には、その施

設の方向性を総合的に検討してまいります。 

地域における施設の重要性や利用状況を改めて

評価し、施設の集約化、廃止を進めるとともに、

建て替えに当たっては他の施設との集約化、複合

化等を積極的に検討していく所存です。 

これにより、人口や財政規模に応じた質、量と

もに適正な公共施設の配置を実現し、将来にわ

たって持続可能なまちづくりを推進してまいりま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） ここで、暫時休憩といた

したいと思います。 

再開は１４時３０分といたしたいと思います。 

────────────────── 

午後 ２時１８分 休憩 

午後 ２時３０分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 休憩に引き続き、会議を

再開いたします。 

再質問はございますか。 

１番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） それでは、１点目、２点

目、一括して再質問に入らせていただきます。 

町長は、防災拠点である役場庁舎及び消防庁舎

について強い危機感を持っていると答弁されまし

た。また、施設の更新に当たっては、集約化や複

合化も含め、総合的に検討するとのことでござい

ました。私も、役場庁舎だけを切り離して議論す

るのではなく、消防庁舎はもちろん、公民館、先

ほどお昼休みにおいしい給食を試食させていただ

きました給食センター、そして先ほど同僚議員か

らも質問がございましたラベンダーハイツなど、

この役場庁舎、更新時期を迎える施設を含めて、

公共施設全体の将来像を整理する必要があると考

えております。 

そこでお伺いしますけれども、防災拠点施設を

含めた公共施設全体の在り方について、今後どの

ようなプロセスで検討を進め、その方向性をいつ

頃までに議会または町民へ示していくお考えなの

でしょうか。お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

防災拠点であります庁舎、消防庁舎もそうです

が、そのほか、避難所としては公民館ですとか、

ラベンダーハイツも高齢者の指定避難所になって

いるはずです。それらも含めてどういうふうな、

長寿命化というのはマネジメントでも示されてお

りますが、建て替えについての優先順位はいまだ

決まっておりません。大きな問題は、答弁にもさ
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せていただきましたが、財政的な問題をクリアし

ないと、なかなかこれらを更新していくのは難し

い。一つひとつ更新していくのか、複合施設とす

るのか、いろいろ案はあると思いますが、肝心要

なのは財政的な問題だと思っております。それら

財政的な問題を無視して順番を決めていって、最

初に優先順位が高いものを、いや、それ一つだけ

順番を守るためにやってしまったら、その後が続

かなくなるわけで、やはりトータルとしてこれは

マネジメントといいますか、将来像も含めて考え

ていかなければならない問題と捉えております。 

ですから、やはりその財政的な問題、これらを

クリアできたものから建て替えていかざるを得な

いのかなというふうに考えております。人によっ

ては役場庁舎、消防が大切だと。それも大切です

し、公民館が大切だというのも、あそこも普段は

町民の方の文化振興のために相当使われておりま

すし、いざというときの避難所でもありますの

で、それぞれ切り口といいますか、重要度、優先

順位を決めるに当たっては、いろいろな点を考慮

して決めなければならないのかなというふうに

思っておりますし、ただ、先ほどの繰り返しにな

りますが、優先順位だけを決めても財政的なもの

が伴わなければ、その計画を立ててしまった後、

計画を守るために行って後が続かなくなったりと

いうことを回避しなければなりませんので、質問

の答えにはなっていないのかもしれませんが、優

先順位をつけた将来像というのは、なかなか皆さ

んに時期を明示して示し難いというのが現状かと

思っております。 

ただ、長寿命化等、支障が出るものについて

は、修繕等で必ず対応していきますし、長寿命化

を図ったとしても、その施設が永遠に使えるわけ

ではございませんので、財政の裏づけなるものを

しっかりと探して立てて、一つひとつこのインフ

ラ、公共施設というのを更新していかなければな

らないのかなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 今、町長がおっしゃった

財政的な問題をクリアしながら、耐用年数的な優

先順位というのが、あくまでそれらが優先される

べきものではなくて、複合的に勘案して進めてい

くということに関しては、私もそのとおりだなと

思って聞いておりました。 

では問題は、今後の時期的なものです。この検

討をいつからということに関してはなかなか言及

が難しいということでございましたが、先ほど同

僚議員も質問の中で触れておられました、今は第

６次総合計画でありますが、令和１１年度から始

まる第７次総合計画の策定に向けて、先般、今年

度からその策定に向けて着手されるということで

説明を受けております。 

先ほど来お話ししておりますこの防災拠点施設

を含めた公共施設全体の在り方についても、この

次期総合計画の策定に向けたタイミングで検討に

着手して、その後、その検討結果を次期総合計画

に反映させていくということを目指すお気持ちが

あるのかどうか、確認させてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

次期総合計画に向けていろいろ名前が挙がって

います、質問にもあります、庁舎等を含めてどの

ように計画に乗せていくのかということなのです

が、さきの議員の質問にありましたラベンダーハ

イツについては、今もう検討の準備にもう、コン

サルの結果が出ましたので、それらを受けて、ま

さに今年度から検討していかなければなりません

し、給食センターにつきましては、教育委員会で

給食センターの給食の在り方については既に検討

しております。ただ、庁舎、消防庁舎も含めて、

公民館もそうなのですが、これは、メンテナンス

はもちろん支障があればするのですが、建て替え

については全くめどが立ってございませんので、

次の総合計画は、検討はもちろんしますが、いつ

いつに向けてとか時期を明示するのはなかなか難

しいのかなというふうに考えております。 

ですので、今、全体的な計画、優先順位はなか

なか難しく、個別の対応になろうかと思います。

ラベンダーハイツについても給食センターについ

ても個別の対応で、次期の総合計画に乗せられる

ように、それぞれこれは取りかかっていると思い

ます。 

補足になりますが、ハイツや給食センターにつ

いては耐用年数は役場庁舎よりは比較的新しいの

ですが、やはりもう現状でサービスを受けている

方がハイツにしても給食センターにしてもいます

ので、やはり耐用年数だけではなかなか優先順

位、この順番を決めていくのは難しいのかなとい

うふうに思っております。やはりそういう住民の

方のサービスも考慮しながら建て替えと改修も含

めてなのですが、どうあるべきか、複合施設にす

るのかも含めていろいろ検討していかなければな

らないのかなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 今回質問するに当たって
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は、先ほどから申し上げております公共施設等総

合管理計画、またあわせて、国土強靭化計画にも

防災拠点施設の整備に関してうたっています。こ

れらはお示しいただいているのはあくまで行政側

のことでございますので、やはりそういったこと

を示されている行政、また、町長として、そちら

の示した以上、目を背けていないのかというよう

な疑義が私にございましたので、そういった町長

の思いの確認の意味で、このたびの質問に当たら

せていただいたところでございます。 

強い危機感を持っているであったり、先ほど申

し上げたように集約化、複合化も含め、総合的に

検討するという答弁をいただいておりますので、

町長の思いそのものは受け止めさせていただいた

ところであります。本来でしたら、後ろに今、民

生児童委員の方がおられますので、けんけんがく

がくやりたいところでございますが、ラベンダー

ハイツの計画においてもまだまだ検討段階にも

至っていないということからも、これ以上この話

題に関する議論は深まらないなというふうに考え

ております。 

最後に確認の意味でもう一度お伺いしますけれ

ども、やはり先ほどから申し上げている防災拠点

ということからすると、優先順位はその財政的な

ものを考えるとなかなか前にならないという理屈

は分かるものの、やはりそれは矛盾する部分もあ

るわけで、町長も当然お気持ち的にはあるという

ことは確認しましたので、最後にもう一度、せめ

て私は、ここで約束を取りつけるのはあまり好き

ではないのですけれども、次期総合計画の策定に

向けての検討段階の中で、やはりこの防災拠点、

役場庁舎、消防庁舎の施設整備に関しては、これ

はもう目を背けずに直視しなければならない、そ

れが町長としての責任ではないのかなというふう

に私は考えますけれども、その辺りの町長の見解

をお伺いして、質問を終わらせていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

防災拠点としての役場庁舎、消防庁舎、そのほ

か公民館等もございます。それらを防災拠点とし

て、住民の安心、安全に直結しますので、これを

維持していくというのは非常に重要なことです。

幸いにしてハザードマップには例えば役場庁舎で

すとか消防は洪水とか泥流でその機能が失われる

というリスクはそれほど高くないと認識しており

ます。 

ですから、それよりはやはり耐用年数のほうが

リスクとしては高いのかなと思います。耐用年数

というのは、建物があるとかだけではなくて、機

能として、今当然この時代に備えているエアコン

とかインターネット、通信の環境とか、そういう

のも含めて経済的な耐用年数といいますか、そう

いうもののほうがやはりリスクとしてはあるのか

なというふうに思っております。 

ですから、今この役場庁舎がそういう災害、ブ

ラックアウトとかのほうが高いかもしれません

が、なるべく災害に遭っても、御存じのとおり

データは別のところに保管しておりまして、でき

ることは既にやっておりますので、それらも含め

て、役場庁舎の機能が失われないように、もしく

は公民館とか、住民の方が避難する場合に重要な

拠点の機能が失われないように、当面の間はしっ

かりと機能を維持するためのメンテナンスは必要

だと思っております。 

その先には、どのような形になるかは分かりま

せんが、更新というのを必ず財源を見つけてやら

ない限りは本当に駄目になってしまいますので、

それはそう遠くない将来までには財源をしっかり

見つけて、道筋を立てて皆さんにお示ししなけれ

ば、この順番はアットランダムになるかもしれま

せんけれども、しっかりと皆さんに情報を提供し

て、皆様とお話を進めていかなければならないの

かなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、１番

佐藤大輔君の一般質問を終了いたします。 

次に、１２番小林啓太君の発言を許します。 

○１２番（小林啓太君） 私は、さきに通告して

いた観光振興について、町長に対し１項目４点質

問させていただきます。 

上富良野町の基幹産業の一つである観光業に関

して、観光の振興がもたらす経済効果を最大化し

つつ、それが町民生活の安心や利便性向上へと還

元される調和の姿勢が今、強く求められておりま

す。 

本年４月から北海道の宿泊税が開始され、隣接

する富良野市等でも独自の宿泊税が導入された

今、本町における自治体版宿泊税の必要性も含め

た検討状況や今後の展望を明確にし、具体的な導

入のロードマップを構築することは、地域間の財

源格差を生まないためにも急務であると考えてお

ります。 

同時に、旅行者の受入れ態勢の充実を図るとと

もに、地域住民が観光振興の恩恵を実感できるよ

うな税の使い道を示すことが不可欠であります。

また、国の補助金を有利に呼び込む原資としての

財源戦略、富良野・美瑛圏域の広域連携によるス
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ケールメリットの最大化など、本町は今、持続可

能な観光行政への大きな転換期を迎えていると確

信しております。 

同時に、近年の十勝岳バックカントリースキー

の人気は、本町の認知度を世界的に高める好機で

ある一方、山岳事故の懸念や路上駐車問題など新

たな課題も浮き彫りにしています。この来訪を一

時的なものにせず、安全対策の推進と、何よりも

町外ガイドへの依存という構造的課題を打破し、

町内での消費を促し地域にお金が落ちる仕組みづ

くりが不可欠であると考えております。 

そこで町長に対して、以下４点に関して所感を

お伺いいたします。 

一つ目、現時点で上富良野町の観光行政におけ

る課題と、これからの展望をどのように考えてい

るかお伺いします。 

二つ目、自治体版宿泊税の導入について、その

必要性及び独自の宿泊税を導入する場合の具体的

な徴収開始のめどや検討スケジュールについて、

どのように考えているか、また、想定される税収

の見込みと、その使途について現時点の考えをお

伺いいたします。 

３点目、近隣市町村と広域的な観光推進を行う

ことに関して、スケールメリットを生かすことで

自治体単体では取り組むことが難しい事業、例え

ば観光二次交通の利便性向上などを展開できる可

能性があり、我が町の観光振興や住民の暮らしや

すさの向上にも大きな恩恵があると考えておりま

すが、広域連携の意義について、町長の認識をお

伺いいたします。 

４点目、国では、国際競争力の高いスノーリ

ゾート形成促進事業などの強力なインフラ補助金

があり、道や観光機構、労働局が指導する人材育

成・調査支援メニューも存在します。これらを戦

略的に組み合わせることで、町の一般財源の負担

を極限まで抑えつつ、雪山の安全対策や、地元の

公認ガイドの育成、また、将来的に地域経済の司

令塔となる民間ＤＭＯなどの受け皿づくりを進

め、地元にお金が落ちる構造改革を描くことがで

きると考えますが、これらの財政・政策スキーム

の活用に向けた町長の所感をお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の観光振

興についての４点の御質問にお答えいたします。 

まず１点目の本町観光行政における課題と展望

についてでありますが、現在の最大の課題は、

トップシーズンへの過度な偏りと通過型観光から

の脱却、そして近年急増している十勝岳エリアで

のバックカントリースキーにおける安全対策と地

域経済への還元不足であります。 

これからの展望といたしましては、単に来訪客

数を追う量的な観光から、滞在時間を延ばし、地

域での消費を促す質的な観光への転換を図らなけ

ればならないと考えております。 

また、観光の恩恵が一部の事業者にとどまら

ず、交通網の維持やインフラ整備、ひいては住民

の皆様の暮らしやすさの向上へと還元される三方

よしの観光地域づくりを進めてまいります。 

次に、２点目の本町における自治体版宿泊税の

必要性、スケジュール及び使途についてでありま

すが、本年４月より北海道宿泊税が導入され、隣

接する富良野市等におきましても独自の宿泊税が

導入されたことは重々承知しており、地域間の財

源格差を生み出さないためにも、本町における独

自の宿泊税導入は避けて通れない極めて重要な財

政戦略であると認識しております。 

検討スケジュールと導入時期についてでありま

すが、独自の税制を導入するに当たっては、総務

大臣との協議や条例の制定はもとより、町内の宿

泊業者の皆様の事務負担を軽減するためのシステ

ム改修や、丁寧な合意形成の期間が不可欠であり

ます。また、先行して導入された北海道や、他の

自治体の運用状況や課題を検証し、本町にとって

最も実効性の高い制度設計を行うため、現在は令

和１０年度の徴収開始を最短の目標として掲げ、

具体的な検討を進めている段階であります。 

税収の見込みと使途についてでありますが、想

定される税収の規模につきましては、現在、本町

の観光動向や宿泊実態を踏まえ、税率等を含め慎

重にシミュレーションを重ねております。本町に

おきましては、一般的なホテル、旅館だけでな

く、近年、多様化する簡易宿泊所や民泊などが増

加傾向にあります。これら全ての事業者が適正に

申告納付を行える環境を整備すること、そして一

部の事業者だけに事務負担や課税が偏ることがな

い公平、公正な課税ネットワークを構築すること

が、制度設計の大前提であると考えております。 

令和１０年度の導入に向けた準備期間におい

て、まずは民泊等も含めた正確な宿泊実態の把握

と体制整備が必要だと考えております。 

次に、想定される使途についてでありますが、

宿泊税は、観光振興の経費に充てるための法定外

目的税であることから、一般的には観光プロモー

ションや景観維持、環境美化、公衆トイレ等のイ

ンフラ整備などが考えられます。これらに加え、

観光客の増加に伴う地域課題の解決や、観光二次

交通の維持・拡充など、観光の推進と町民生活の

安心が調和する事業への活用を関係機関や観光事
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業者の皆様の御意見などを伺いながら検討してい

きたいと考えております。 

次に、３点目の広域連携によるスケールメリッ

トの最大化についてでありますが、議員御質問の

とおり、富良野・美瑛圏域という世界的なブラン

ド力を持つエリアにおいて、本町単体で取り組む

には限界がある事業、特に観光二次交通の利便性

向上などにおいては、広域連携こそが有効である

と考えております。 

旅行者は行政区画を意識して移動するわけでは

ありません。近隣市町村と手を取り合い、シーム

レスな交通ネットワーク、例えば周遊バスの運行

やデジタル定額乗車券の導入などを構築すること

は、観光客の利便性を高めるだけでなく、少子高

齢化が進む本町の地域住民の移動手段の確保、拡

充にも直結するものであると考えております。 

次に、４点目の国の補助金や民間ＤＭＯ等の受

け皿づくりに関する財政・政策スキームの活用に

ついてでありますが、町の一般財源の負担を極限

まで抑えながら構造改革を進めるアプローチは、

今後の財政運営において極めて重要であります。 

現在、十勝岳のバックカントリースキーは、世

界的な評価を得る一方で、山岳事故の懸念や路上

駐車問題、さらには町外ガイドへの依存による地

域経済への還元不足という構造的課題に直面して

おります。これを打破するため、国が主導する国

際競争力の高いスノーリゾート形成促進事業をは

じめ、北海道の人材育成支援メニュー等を戦略的

に組み合わせることで、雪山の安全対策インフラ

の整備や、地元発の公認ガイドの育成、組織化を

進めてまいります。 

あわせて、こうした取組を持続可能なものと

し、地域に経済波及効果を生む仕組みを統括する

ＤＭＯなどの受け皿（プラットフォーム）づくり

につきましても、本年度実施しております、ふる

さと再生事業を活用し、関係団体と知恵を絞りな

がら、戦略的にその具現化について検討してまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜りたい

と存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問はございますか。 

１２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） それでは、まず１点目

の課題と今後の展望に関する再質問をさせていた

だきます。 

町長の観光行政における現状認識、特に観光の

恩恵を一部の事業者のみにとどめず、住民の皆様

の交通網の維持やインフラ整備へと還元する三方

よしの観光地域づくりを進めるという基本姿勢に

対し、深く敬意を表したいと思います。そこで、

このすばらしい理念を今後の具体的な施策の大前

提として共有させていただいた上で、以降の各論

について具体的に伺っていきたいと思います。 

早速、２点目の宿泊税についてに入りたいと思

います。町長は、上富良野町が自分で集める新し

い宿泊税のスタート時期について、令和１０年度

を最短の目標にすると答弁されました。私は、こ

れから条例をつくるスケジュールや宿泊事業者の

方々などと丁寧な話合いをするためには、このス

ケジュールは現実的であると理解しております。

ただ、私自身、宿泊事業者としての本音を言え

ば、事務負担の軽減の意味でも、もっと早くから

話合いを始めて、北海道の徴収が始まるタイミン

グと合わせてくれればよかったのにという思いも

あります。ですが、決まった以上は、この２年間

で徹底的に質の高い準備を進めていただきたいと

いう思いでございます。 

その上で、まずは宿泊税で幾らお金が集まるの

かについてお伺いいたします。町の第３次観光振

興計画を見ると、上富良野町に泊まる人の数は令

和４年の時点で国内外合わせて年間でおよそ６万

３,０００人弱というデータが記載されておりま

す。宿泊税の使い道をあらかじめ議論する上で、

その金額が１００万円なのか１,０００万円なのか

によって中身は大きく異なると感じております。

だからこそ事前のシミュレーションは極めて重要

であります。 

そこでお伺いいたしますが、現時点のシミュ

レーションにおいて、仮に北海道と同じぐらいの

宿泊税を頂くとした場合、町としては最終的に年

間で幾らぐらいの税収が入ってくると考えている

のか、もしくは幾らくらいになるように徴収した

いと考えているのか、現時点での想定をお伺いい

たします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

もし上富良野町が宿泊税を導入した場合、幾ら

ぐらいの税収になるのかというのは、道と同じ税

率、基本的に１００円だとすると６万３,０００人

掛ける１００円ということで６００万円ぐらいだ

と思いますが、その統計の幅もあると思いますの

で、実際は道のほうがスタートしておりますの

で、道の状況を見る。それだけではないのです。

やはり道の税を先に入れて、そこでいろいろ見え

てくる問題があると思います。手間ですとか、い

ろいろな事業者の負担なども含めて、解決しなけ

ればならない課題とかが見えてくると思いますの

で、それらも併せて我々が導入するときは、道と
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同じ定額であれば、事業者の方は手間はかかると

思いますが、掛ける２ではないと思っております

ので、やはり事業者の方の事務的な負担というこ

とを十分気をつけながら進めていかなければなら

ないと思っておりますし、税収についても、６０

０万円ぐらいなのかなというふうに統計の数値か

らは読めますが、道の税収が実際はどうなのかと

いうのを検証しながら進めていければと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） おおよその金額は道の

宿泊税が１年間たったところでかなり正確なもの

が見えてくるのかなと思っております。これは本

題から少しそれてしまうかもしれませんが、今そ

の事業者の負担の話が出てきたので、先日私も初

めて道の宿泊税の納入をさせていただきました

が、インターネットのみで完結しようとしたとこ

ろ、非常に苦労しました。そのための設備もしな

ければなりませんでしたし、どこに何が書いてあ

るのかを探すだけでもかなりの時間を要したこと

を記憶しておりますので、もし町が一括で徴収す

るという仕組みを取るのであれば、逆にその納入

のしやすさを検討して、改善していただければと

いう要望をさらにお伝えさせていただければと思

います。 

そこで、ただいま、まだ具体的な金額は詳細に

はつかめないというお話でしたが、ただ、町のあ

らゆる観光の課題に対応するものとしては、決し

て大きなものではないと思われます。それだけで

本町の観光行政における全ての課題を解決するの

は極めて困難であります。だからといって、この

貴重なお金を町の観光パンフレット作りやプロ

モーションといった、どこに消えたのかが町民の

皆さんに分からないような使い方をしてしまって

は、とてももったいないとも感じております。

入ってくるお金が限られているからこそ、これに

使うのだという選択と集中が必要であると考えて

おります。 

この宿泊税のポイントとしては、町に泊まる人

が増えれば増えるほど入ってくる財源も増えてい

くという点だと感じております。仮にこのお金の

使い道を交通網の整備や、例えばライドシェアの

導入など、観光客と町民の暮らしをともに便利に

することに集中させた場合、観光客がたくさん来

て町に泊まってくれれば、その分町民の暮らしを

支えるお金が増えるということにつながってくる

と考えております。そうすれば、町民の皆様も、

観光客が増えたおかげで自分たちの暮らしも豊か

になっていると、観光の恩恵を肌で感じることが

できるはずです。そうして上富良野町全体に観光

客を歓迎するムードが生まれれば、町を応援して

くれる関係人口を拡大させると同時に、宿泊税を

集める負担を負う宿泊事業者の皆様も町内で誇り

を持って事業に取り組むことができるのではない

かと考えております。 

町長が言われた三方よしの理想を形にするため

に、この限られた予算を何に一点集中して使うべ

きだと考えているのか、町長が最も大切にしたい

選択と集中のポイントを教えていただければと思

います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

この使途をどうするのか設定するのは非常に重

要なことだと、これは前々から機会があるたびに

皆さんに非常に重要な問題ですということは言わ

せていただきました。本当に明確な目的がなけれ

ばそもそも課税の必要がないというのは、法定外

の目的税ですので、目的をどこに設定するのかと

いうのは非常に重要なことだと思っております。 

小林議員のおっしゃるとおり、観光のプロモー

ション、ひいては三方よしと言われましたけれど

も、町のプロモーションにもつながるような使い

方、それはひょっとすると観光公害の防止なども

含むのかもしれません。渋滞が起きたり、いろい

ろ観光地では問題になっておりますので、お客さ

んの利便性だけではなくて、やはり住んでいる住

民の方も含めて、町のプロモーションに使われる

ような使い方をしっかりと立てていかなければな

らないのかなというふうに思っております。 

これは補足になりますが、目的税ですので、特

定財源だから予算書の何に使われたかというのは

なかなか予算書……すごく事務的な話になってし

まうのですけれども、特定財源だと、補助金とか

いろいろあるのですけれども、目的税はやはり解

けてしまうのです。ほかの税収とです。ひもづけ

というのもなかなか難しいのかとは思いますけれ

ども、そのような中でも新たにこれをやりますと

いうふうにしっかりと、追跡が難しいがゆえに

我々がアナウンスするときはしっかりとＰＲして

いかないと、なかなか理解が難しいのかなという

ふうにも思っておりますので、そこのところは

しっかりと進めていきたいと思いますし、事業者

の皆さんとも十分協議しながら進めていきたいと

考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 
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○１２番（小林啓太君） ただいまの答弁では、

この選択と集中のポイントというところについて

は明確な答弁が得られていないのかなという印象

を、すみませんが受けました。改めてその点をお

伺いする上でも、この選択と集中について、町長

の思いが何より大切であると考える理由として

は、これから先、関係者の方々と意見交換をして

いく際に、誰を関係者と定義するのかが大きく関

わってくると考えているからであります。 

もちろん三方よしは理想ではございますが、関

係者を広く集め過ぎて、限られた財源をみんなで

広く薄く使うのであれば、まさに集められた宿泊

税がどういうことに使われたのかというのが非常

に町民からも事業者からもぼやけてしまうのでは

ないかと感じております。一方で、観光事業者だ

けで話合いを進められてしまえば、町全体への恩

恵という観点は損なわれてしまうのではないかな

という点も心配しております。 

そこで、現時点で、宿泊税の使い道を話し合う

際の間口、つまり関係者についてはどのようなイ

メージをお持ちなのか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

選択と集中については、どれを選択してどれを

集中というのは、まだそこまではやはりしっかり

と目標目的を立てるまではなかなか明言できない

のかなというふうに思っております。それと、関

係者は誰が関係者なのか。一般的に税金ですの

で、納税義務者と申告される方と町との関係だと

思っております。ただ、そうなると宿泊業者なの

ですけれども、では宿泊業者の方と調整してそれ

が１００％全てなのかといったら、やはり町とし

ては町に住んでいる住民の方もおりますので、全

部が全部その関係者と町の間で決めるのか。町は

当然行政として町民の負託を受けておりますの

で、そこがメインな関係者と徴収者になるとは思

いますが、そこはしっかりと町は町として守るべ

きもの、目的はしっかりと持って、納税義務者の

理解を得ることに努めて、しっかりと町の振興に

資するような、そういう財源に充てていかなけれ

ばならないのかというふうに考えております。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） この宿泊税の徴収に関

しては、これまで今話し合ってきたような点も考

慮しながら、ぜひ十分な話合い、検討または他の

好事例などを参考にしながら、スケジュールの目

指す令和１０年スタートに向けて着々と準備を進

めていただければと感じますが、私も一宿泊事業

者として、これは当然全ての宿泊事業者を代表す

る意見ではございませんが、あくまでこの宿泊税

を徴収するというのは、宿泊事業者が一番集めや

すいポジションにいるからだという程度に考えて

おります。それは、観光客の皆様が上富良野にあ

る様々な観光資源であり自然資源を楽しまれたけ

れども、決してお金を落とすところがないところ

を、宿泊事業者である我々が一番お金を集めやす

いという立場にいるのかなと考えておりますの

で、これは宿泊に対する対価というよりかは、上

富良野町の観光資源を活用したものに対する対価

のようなものだと考えておりますので、ぜひ町長

が最初に掲げた理念である三方よしになるような

使い方という理念を持ってしていれば、自ずと何

に利用するというのは、皆さんと共通認識が育ま

れていくのかなと考えておりますので、その点も

考慮して、ぜひ丁寧な話合いを進めていただけれ

ばと考えております。 

続いて、３点目の広域観光の最大化について再

質問させていただきます。 

町長は、上富良野町だけで取り組むには限界が

あること、特に観光二次交通、これは観光地を巡

るバスや移動手段のことを指しますが、これをよ

くするには広域連携こそが有効であるとお答えい

ただきました。町長とこの町単独では限界がある

という課題意識を共有できたことはとても有意義

だと感じております。そこでまず現時点での観光

分野における広域連携の評価に関して、町長のお

考えをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

広域の連携は現在も富良野・美瑛とかあるので

すが、まだまだ限られた分野の広域ですので、

もっともっとやれる……もちろん我々一人の広域

の富良野・美瑛ではありませんので、相手もいま

すので、皆さんの合意が必要なのですが、もう

ちょっと富良野・美瑛で我々も一緒に圏域として

一体となって、事業をするにしても、プロモー

ションのいろいろな営業に行くにしても、一体と

して行ったほうが効果的な部分もあるのではない

かな、例えばそういうことなのですけれども、そ

れに限ったことでありません。いろいろなアイデ

アをそれぞれの方はお持ちだと思いますが、もち

ろん単独でやらなければならないこともあります

が、広域でやったほうがいいスケールメリット

も、小林議員もおっしゃるとおり、旅行者の方は

行政区域とかを意識して来ているわけではござい

ませんので、この辺一体を意識して来られている
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と思いますので、それを受けて我々もエリアとし

て動くところはエリアでしっかり動いたほうが効

果的なのではないかなという部分はございます。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私も現在進行している

事業に関して否定するものではございませんが、

町長もまだまだできることがあるとお感じになら

れているという点を確認させていただき、思いを

共有させていただいたところでございます。 

町では、令和８年度の予算においても、広域観

光事業費として約１６６万円の予算を計上してお

り、その多くは富良野・美瑛広域観光推奨協議会

の負担金１４０万円が占められております。かみ

ふらの十勝岳観光協会運営補助の予算が約３,００

０万円であることと比較すると、広域で取り組む

観光振興の予算は決して大きな数字ではないと理

解しております。 

現在、広域観光行政として取り組んでいる、こ

の富良野・美瑛広域観光推進協議会について、事

務局のある富良野で担当者の方にお話を伺ったと

ころ、構成市町村からの負担金の合計は約１,２０

０万円であり、これを原資に国からの助成を１,２

００万円ほど受けており、その合計が年間の事業

予算であることと、月に一度程度の集まりの中で

様々な議論が交わされ、サイクリング事業など広

域にわたる観光施策に取り組んでいることをお伺

いいたしました。 

担当の方の実感としても、広域で取り組むこと

に対する国からの助成メニューは多く、構成市町

村の立場からしても負担金として集まった予算を

ほぼ倍額として運用できるこの協議会はとても投

資対効果が高い使い方であるような印象を受けま

した。そこで、構成市町村の首長とも手を取り合

い、この協議会に集める原資を増やしてもいいの

ではないかと思いますが、町長の所感をお伺いい

たします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

原資を増やして収入を増やして何をするかとい

うことに係ってくるかと思います。あともう一

つ、広域行政の予算がこの程度でひょっとしたら

そのほかの市町、富良野ですとか美瑛の町や市の

観光協会の予算がどうなっているのか、その辺の

バランスは分かりませんので、我々も広域連携、

広域行政、広域観光もしっかりと進めなければな

りませんし、地元の観光、行政、後は関係機関に

なりますけれども、それらの地元もしっかりして

いかなければならないという、両方を考えており

ます。どちらが先というわけではありませんが、

同時なのかもしれませんけれども、ですので、広

域行政だけしっかりお金を出してやれば上富良野

がしっかり発展していくかというと、やはり地元

の受け皿もしっかりしていかなければならないの

かなと今のところ、根拠は全くあれなのですけれ

ども、そういうふうに感じますし、そういうふう

に思っております。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 広域で観光推進をして

いくことのメリットは町長も感じられているとい

うのは確認させていただきましたし、ただ、これ

以上のことを望むのであれば、やはりお財布とな

る予算がなければ新しいことに取り組むことはで

きないのかというふうに考えております。 

今回、私がこの広域での取組というのに関心を

持った理由としては、この宿泊税の使い道を考え

ていった際に、一つその先進的な事例としても、

広域で宿泊税の一部を皆でプールして、それを広

域の観光行政に活用するという使い方もアイデア

もあるということを勉強した際に、もしかした

ら、我々のようなこういうエリアでもそういった

考えは一つ選択肢としてあるのかなと思った際

に、では今、現在地の富良野広域での観光推進に

関してはどうなっているのかなという関心を持っ

たという点でございます。 

ここで、上川管内観光入込客数調査に掲載され

ている観光データを参考に、本町の決定的な特徴

について触れたいと思います。データを見ると、

上富良野町は近隣の市町村と比べても泊まってい

く人に比べて日帰りで立ち寄る人の割合が圧倒的

に高いという結果が出ております。もちろん、宿

泊施設のキャパシティーなどの課題があることは

理解いたしますが、これはつまり多くの観光客が

お隣の美瑛町や富良野市にホテルを取って泊まっ

ており、上富良野町には日中に景色を見に来たり

登山をしたりするのに、結果、夜はよその町に

帰ってしまっているという悔しい現状を示してい

るものだと感じました。ただ、一見するとこれは

本町の弱みにも見えますが、私は広域連携を進め

る上でのある意味チャンスでもあるのかというふ

うに感じました。なぜなら、すぐお隣の町には毎

日たくさんの観光客が泊まっているのが現状だか

らです。上富良野町にお金を落としてくれるかも

しれない未来のお客様が既に何万人といるという

実績なのかなと考えております。 

だからこそ、本町が周りの市町村と手をつな

ぎ、行政の壁を超えて、町長が言われた周遊バス

やデジタル定額乗車券などといった便利な交通網
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をしっかりつなぎ、公共交通だけでも宿泊を含め

て上富良野を楽しめるようにすることで、さらな

る経済的な観光行政の恩恵を受けることが本町が

広域連携に取り組む大きなメリットではないで

しょうか。 

さらに言えば、この広域の乗り物が便利になれ

ば、富良野・美瑛エリア全体の魅力がさらに高ま

り、この地域にやって来る観光客そのものがもっ

と増えていくというシナリオも見えてまいりま

す。エリア全体が盛り上がって、観光のお客様が

増えれば、結果として上富良野町が受け取ること

ができる観光のメリットも今よりずっと大きくな

るという好循環が生まれるのではないかというの

が私の意見でございます。 

そこでお伺いいたしますが、町長が言われたこ

れからの新しい交通の仕組みなどは、これまでの

緩やかな協力の延長線上にあるものなのか、それ

とも、この日帰り客が多いという現状を打破する

ためにも、富良野・美瑛圏域全体で一つの強力な

チームとなり、予算やデータを共有しながら、本

気で新しいネットワークを拡充していくお考えが

あるかどうかをお伺いさせていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

上富良野は統計のとおりだと思っております。

入込みのお客さんの数はそこそこ、やはりラベン

ダーの過去は影響があったのだと思います。それ

に比べて宿泊数が少ないというのは、もう単純に

ベッド数がやはりないというのが決定的な原因だ

と思っております。お隣の富良野ですとか旭川、

やはり旭川とかになりますとホテルがあって、結

局そこに泊まって来ているのかなというふうに

思っております。 

ただ、やはり簡易宿泊所ですとか民泊も含めて

上富良野のベッド数はここ近年は昔から比べると

増えておりますので、やはり日帰りで来てコンビ

ニでジュースを買うよりは御飯を食べていっても

らったほうがいいですし、泊まってくれたほうが

経済効果は落としてくれるお金が格段に違うわけ

ですから、ベッド数が増えたということは、基本

的な問題解決に一歩近づいたのかなというふうに

思っております。増え過ぎたらどうかという問題

もありますが、基本的にはベッドの数だと思って

います。ただ、ベッド数を増やすことなく広域バ

スが走っても、結局泊まっているところから広域

バスで上富良野に来てまた泊まっているところに

帰ってしまうので、やはり潜在的なそういうお金

を落としてもらうようなシステムというのを上富

良野で構築しようと思うなら、やはり基本ある程

度ベッド数がないと駄目なのかなというふうに

思っておりますし、どのくらいのベッド数が適正

なのかというのは私も分かりませんし、いろいろ

な意見を聞きながら、苦情とか公害が起きればあ

れですし、増え過ぎて空き部屋ができるようだ

と、またそれも供給能が過剰なのかとかいろいろ

ありますけれども、その辺を考慮に入れても、や

はり問題解決の根本的な一番大切なところは宿泊

先なのかなというふうに考えておりますし、もし

バスの事業がというのであれば、やはりその次、

そのベッドを確保した上での広域バスなのかなと

いうふうに感じております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） ただいまの町長の考え

を聞いた私の感想ではございますが、もちろん

ベッド数が増えることが我が町に落ちるお金が増

えるきっかけにはなるというのは理解しておりま

す。ただ、私自身、郊外で宿を営んでいることも

あり、基本的にはレンタカーを活用しているお客

様しか受け入れられないような状況ではございま

すし、また、仮に上富良野町の様々な観光資源、

すてきな場所をいろいろ訪れながら上富良野に泊

まるというプランを考えた際にも、現状では恐ら

くレンタカーがなければそこまで満足のいく旅行

を楽しめるとも思っておりません。なので、この

周遊バスという発想は、町長から出てきたもので

はありますが、もちろん地域間をつなぐという意

味でも重要だと思いますし、上富良野町の様々な

魅力的な場所を周遊するという意味でも様々な可

能性を秘めているのかなと考えております。 

ですから、ベッド数が増えるというのは、これ

はもう行政の努力でできることも限られておりま

すし、それが増えるまで手をこまねいていても時

間がもったいないとも思いますので、ぜひその間

にもできることを、まさに先ほど町長がおっ

しゃったような、三方よしになるような理念を掲

げて、町民のためにも観光振興が生かされるよう

な方策を、令和１０年には宿泊税も始める予定で

もございますので、それまでにでもいろいろと構

築していただければと思っております。 

４点目の財政・政策スキームの活用に関して、

この点もちょっと広域に係ってくる部分がござい

ますが、再質問させていただきます。 

町長から、町の一般財源の負担をできるだけ抑

えながら、国の補助金や北海道のメニューを戦略

的に組み合わせて構造改革を進めるという、大変

心強いお答えをいただきました。雪山の安全対策
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のインフラ整備や地元発の公認ガイドの組織化が

現実になれば、上富良野町の魅力をさらに国際的

なレベルに引き上げることが可能であると感じて

おります。 

しかし、ここで私たちが忘れてならない現実が

ございます。それは、幾ら国や道の強力な補助金

を活用するからといって、上富良野町の持ち出し

が完全にゼロになるわけではないという事実でご

ざいます。ここで、先ほどの広域連携の話とデー

タであった日帰り客の多さという課題がもう一度

リンクしてくると考えております。 

今、十勝岳のバックカントリースキーは世界的

な人気を集めていますが、その一方で、山岳事故

の心配や路上駐車のトラブルに対応するためのコ

ストは、国や道との連携も含めて多くを上富良野

町が背負っているという印象があります。しか

し、実際そこに入っているスキー客や彼らを連れ

てくる観光ガイドの多くは、お隣の市町村に泊ま

り、そこにお金を落としている日帰りの方々で

す。もちろん、宿泊税もそれらの自治体に納入さ

れることになります。 

つまり、誤解を恐れずに言えば、上富良野町の

自然資源や安全のための苦労が、周りの市町村に

日帰りでただ使いされてしまっているという見方

もできるのではないかと考えております。 

だからこそ、私はここで一つ町長へ提言したい

と思います。この雪山の安全対策や、地元ガイド

の育成、そして地域経済の司令塔となる民間ＤＭ

Ｏの設立などといった大きな事業こそ、上富良野

町単独ではなく周りの市町村を巻き込んだ広域で

取り組む選択肢があってもよいのではないでしょ

うか。資源を一緒に使っている周りの市町村にも

安全対策のコストを多少なりとも一緒に負担して

もらうルールをつくる、そして広域の大きなチー

ムで動かすことで、スケールメリットを生かし、

より多くのお金を国から呼び込んだり、より強力

な経済の波及効果をエリア全体に生み出すことが

できるはずであると考えております。 

町長が言われた三方よしの理想をさらに広げ、

この国や北海道の支援を活用した観光振興の構造

改革を広域のチームで進めていくことについて、

町長の所感を改めてお伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

なかなか難しい問題だと思っております。おっ

しゃるとおり、ほかの町に泊まったお客さんが上

富良野に来て楽しんで帰って、そこにリスクとか

駐車とかいろいろな上富良野のものを、ただで使

われていると言ったらあれですけれども、上富良

野で遊んで、ほかの町で泊まる、そういうのも含

めて負担を求めてはということなのかもしれませ

んけれども、相手がある話ですので、相手が良と

してくれればもちろん簡単に行くのかもしれませ

んけれども、なかなかそこは難しいのかなという

ふうに思っておりますが、結局、そういうすばら

しいところが上富良野にある。チャンスは上富良

野の町内にも平等にあると思っております。た

だ、チャンスを今つかんでいるのは町外、利用し

ているのが町外ですので、そういう構図になって

いるのだろうと思っています。 

国のお金を使っていろいろ近年やりました。昨

シーズン、年で言えば去年の冬ですけれども、観

光庁の伴走型の実証実験でいろいろな観光のポテ

ンシャルを試してもらったり、今年からはふるさ

と再生事業で観光の起爆剤となるようにいろいろ

やっておりますが、このふるさと再生事業は我々

の持ち出しもちょっとありますが、その前の実証

実験は１００％国からのお金ですので、そういう

のも含めてうまく活用しながら、やはりほかの人

が上富良野の魅力を使うのを有料にしたりという

のはなかなか難しいのかもしれませんけれども、

そういうことよりも、やはりそういう人たちが上

富良野で事業をできるというチャンスといいます

かインフラといいますか、そういうことを上富良

野で整えていったほうが、地元の業者、既存の業

者も含めて、新規参入も含めて、上富良野の中で

事業をやってもらうほうが王道なのかといいます

か、私が行政としてそういうふうに考えるのが普

通なのかもしれませんが、そちらの方向で行くと

いうのも一つの方法なのかなというふうに考えて

おります。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私は昨日から町長に対

するこの質問をいろいろ考えている中で、やはり

これが一番私の伝えたいことであるというふうに

感じました。というのは、近隣の市町村に泊まら

れる方が上富良野町の様々な観光資源を利用され

るということは、私も決して悪いことであるとは

思っておりません。ただ、この上川の観光入込み

のデータを見ると非常に悔しい気持ちになったの

が、本当に上富良野町の周りの市町村はどこも日

帰りで来られている方が上富良野町より圧倒的に

その町に泊まられているという事実でございま

す。町長が先ほどおっしゃった滞在時間を延ばす

仕組み等は、当然富良野圏域に旅行に来られる方

の満足度を引き上げるかもしれませんが、結局は

その人たちがまたほかの市町村に戻って泊まって
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いくのであれば、上富良野に与える経済効果は限

定的なものであるのではないかなと考えておりま

す。だからこそ、この広域での枠組みを利用し

て、富良野圏域の仲間たちと手を携えて上富良野

の観光の魅力化に資するような、この雪山の安全

対策であったり、この駐車場対策であったり、こ

こを協力して解決していくということは、斉藤町

長が声を上げなければ誰も声を上げないことであ

ると確信しております。 

というのは、あのデータを見ると、私は周りの

自治体のことを悪く言いたいわけではございませ

んが、現状もし上富良野が単費を使ってそこの安

全対策を頑張ってくれるのであれば、当然周りの

自治体はラッキーと思ってそれを傍観してくれる

のであると感じておりますが、町長がこの雪山の

安全対策は、この近隣市町村の皆様のところに泊

まっているお客様に対しても非常に大事なことで

あるからということを声を上げて説得していかな

ければ、広域で予算を多く国から持ってきて、か

つそれを有効に利用するということはできないの

ではないかなということを感じておりますが、再

度、町長に、その今上富良野が負担している分

を、皆と手を取り合ってこのエリア圏域全体で魅

力を向上させていくような、そういう地域づくり

に発展させるお考えないのかお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

上川の統計は私も最新のものを見ました。宿泊

客が多いのは富良野、占冠、そして美瑛は白金が

あります。そして旭川です。やはり物理的なベッ

ド数が、そこの魅力とは別に、泊まる施設がある

というのが最大の原因だと思っております。です

から、逆に言えば、同じ上川でもほかに市町村が

ありますけれども、上川南部のほうにもあります

けれども、やはり宿泊数が突出しているところは

ホテルとかベッド数が多いのです。ですから、そ

れはもう物理的に解決していく、もうベッドはそ

こにあるのですから、それはなかなか難しいのか

なと、一朝一夕には解決できないのかなと、先ほ

ど言ったように、上富良野の我が町もベッド数を

増やして泊まっていくお客様のそういう施設が増

えていく以外にないのかなというふうに考えてお

ります。統計的な数字ですから、それが正解なの

かなというふうに思っております。 

あと、ではほかの町のお客さんが上富良野に来

て協力金をというのは、本当になかなかそういう

ふうにみんなでタッグを組んで問題解決していけ

ばハッピーエンドかもしれませんけれども、なか

なか現実は、例えば隣の町の美瑛の観光問題にし

ても、ではみんなあそこに何々の木を見に来てい

る人が全部に美瑛に泊まっているかといったら、

やはりほかの町に泊まっている人が結構あそこに

来たりしているのかなというふうに思っておりま

すので、そういう問題はいろいろな町で起きてお

りますし、その町にある道路というのはその自治

体が管理していくというのが基本ですので、そこ

にお客さんが来て大変だというのは、実情はそう

かもしれませんけれども、ではそのお客さんがど

こに泊まっているのかまで追跡していくというの

は、なかなかそうすると上川管内の人たちが集

まって、その問題を上富良野のために、ただ使い

されている、公害が起きているようなところのた

めにというのは、私には、すみません、想像がつ

かないと言ったらあれなのですけれども、なかな

かイージーではないなという感想なのです。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 当然、私も簡単なこと

を言っているとは思っておりません。それが非常

に難しいことであるからこそ、これまで上富良野

町が素通りされるという、そして上富良野町にお

金が落ちず、そのために上富良野がそういったイ

ンフラや安全対策で使えるお金を、原資を獲得で

きないという現状が続いてきたと理解しておりま

す。だからこそ、町長が声を上げなければ誰も声

を上げないという、この状況を客観的に見た上

で、それでも町長にこれに声を上げてほしいとい

う思いで、今回、最後、この質問を締めくくらせ

ていただいております。 

何もこれは上富良野町の発展のみではなく、当

然エリア全ての圏域の自治体に利益のあることで

あるからこそ、皆で負担をするべきだというふう

に考えております。先ほど町長が言ったベッド数

の多さというのは、当然私も理解しております

し、これに対応するすべというのは行政が持ち合

わせているには、かなり限りがあると思っており

ます。 

ただ、私が着目したのは、そのベッド数の多さ

ではなく、日帰りで訪れている人がその町に泊

まっている割合の話でございます。ですから、当

然、富良野市には多くの日帰り客が来ています

が、その多くがその市に泊まっているというデー

タでした。それが上富良野町では日帰りで来てい

る方が多いが、泊まっている人は少ないという

データであったということで、なので、より一層

この圏域で泊まっている方々が上富良野町のいろ

いろな資源を活用しているという現状も鑑み、町

長がこれに声を上げれば、まさにこれは周りの近
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隣の市町村の首長にとってもぐうの音も出ない正

論ではないのかなということで今回、最後にこう

いう発言をさせていただいております。 

そこで最後に、駄目かもしれませんが、そこに

風穴を開けるべく、ぜひ町長がそこでリーダー

シップを発揮していただけないものかと期待し

て、町長に所感をお伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

議員の言っていることは分かります。それも正

論です。ただ、正論を言えば通るかというと、正

論を言って通るのだったらガリレオは宗教裁判に

かけられなかったのです。ですから、正しいこと

が実現するというのが最終目標であれば、もう

ちょっと何か奥の手といいますか、したたかさを

持って、声を出すだけが全てではないと思います

ので、いろいろなことを考えながら、やはりした

たかにやっていく必要というのはあるのではない

かなと思っています。 

ですから、小林議員が言っていることは全く理

解できないというわけではなくて、通過型という

のはもう言われていますので、それを打破するに

は、迷惑がかかっているというのも、山の冬と

か、夏もそうです、駐車場がいっぱいで、ああい

うのを見ていれば、近隣の市町村から山にのぼり

に来ているのだろうと思いますけれども、それで

迷惑がかかっている……道道だからうちのインフ

ラとは言えないのかもしれませんけれども、うち

の町を使って通過型になって不便がかかっている

のはうちなのだけれども、それを打破したいとい

うのはありますし、ストレートにそれをほかの町

村に求めたりというのはなかなか難しいのかもし

れませんけれども、うまく逆転といいますか、実

利を得るようなシステムを我々がちゃんとしっか

りつくっていくというのが、やはり確実な、今私

の頭の中にある考えとしては、声を出すよりはま

ずしっかり実力をつけていくというのが近いのか

なというふうに考えております。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、１２

番小林啓太君の一般質問を終了いたします。 

次に、３番湯川千悦子君の発言を許します。 

○３番（湯川千悦子君） 皆様、お疲れだと思い

ますが、もう少しお付き合いください。 

私は、さきに通告いたしました２項目４点につ

いて、教育長に一般質問させていただきます。 

１項目め、町内学校施設への防犯カメラの設置

についてです。 

近年、全国では学校への不審者侵入や、子ども

たちが巻き込まれる痛ましい事件などが報道さ

れ、多くの保護者の皆様が不安なお気持ちになっ

ていることと思います。 

子どもたちは地域の宝であり、未来そのもので

す。毎日元気に登校し、安心して学校生活を送る

ことができる環境を整えていくことは、私たち大

人の大切な責任であると感じております。本町に

おきましても、先生方をはじめ、地域の見守り隊

の皆様や保護者の方々など、多くの皆様の御協力

によって子どもたちの安全が守られておりますこ

とに、心より感謝を申し上げます。その一方で、

万が一の事態に備え、より安心できる環境づくり

を進めていくことも必要ではないでしょうか。 

防犯カメラの設置は、犯罪やトラブルの抑止効

果が期待されるだけではなく、緊急時の状況確認

や迅速な対応にも役立つものと考えます。特に校

門周辺、児童生徒の出入口、駐車場付近、人目が

届きにくい場所などへの設置は、子どもたちや教

職員の皆様の安全確保につながるだけではなく、

保護者の安心感にもつながるのではないかと思い

ます。 

そこで、以下の２点について教育長に伺いま

す。 

１点目、現在、本町の学校施設における防犯対

策の現状、また、防犯カメラの設置はどのように

なっているか伺います。 

２点目、学校施設への今後の防犯カメラ設置に

ついて、教育長の考えを伺います。 

２項目め、ラベンダーの苗を子どもたちの手で

です。 

上富良野町は、ラベンダー発祥の地として、多

くの観光客の皆様に親しまれ、町の大きな魅力の

一つとなっています。特に日の出公園のラベン

ダー畑は、町民にとっても誇りであり、美しい景

観は多くの人々に感動を与えています。 

近年はラベンダーの植え替えに関する予算も計

上され、今後、植え替え作業が進められていくこ

とと思われます。そのような中、私はぜひ、未来

を担う子どもたちにも、このラベンダー植栽に関

わっていただける機会をつくれないかと考えてお

ります。 

自分たちの手で苗を植え、成長を見守る経験

は、ふるさとへの愛着や誇りを育む貴重な学びに

なるのではないでしょうか。また、自分たちが植

えたラベンダーが町の観光を支えているという実

感は、郷土教育としても大変意義深いものになる

と感じています。ラベンダーの香りや土に触れな

がら、上富良野町の歴史や魅力を学ぶことは、子

どもたちの心にも深く残る体験になると思いま
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す。 

そこで、以下２点について教育長に伺います。 

１点目、日の出公園のラベンダー植え替え作業

に子どもたちが参加できる取組を実施する考えは

あるか。 

２点目、今後、ラベンダーを活用した郷土愛を

育む学びを推進していく考えはあるか。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ３番湯川議員の２項目

の御質問にお答えいたします。 

まず、１項目めの町内学校施設への防犯カメラ

設置についての２点の御質問にお答えいたしま

す。 

１点目の学校施設における防犯対策の現状等に

ついてでありますが、来校者に対する通用口の一

本化、見通しのよい校舎の環境整備、施錠の強化

など、児童生徒の安全確保のための防犯対策を講

じているところであります。 

また、児童生徒の登下校における敷地内での安

全確認を含む防犯カメラにつきましては、校門か

ら玄関までの敷地内や児童生徒が行き交う玄関周

辺等を投影し、かつ録画機能を備えたカメラは現

在のところ整備していない状況であります。 

次に、２点目の学校施設への防犯カメラの設置

についての考えについてでありますが、昨今、学

校登下校において児童生徒の安全を脅かす事件等

が報道されており、議員御質問のとおり防犯カメ

ラにつきましては、犯罪やトラブルの抑制、そし

て緊急時の状況把握に大きな役割を果たすものと

考えられますことから、必要性について今後十分

に検討してまいりたいと考えております。 

次に、２項目めのラベンダーの苗を子どもたち

の手でについての２点の御質問にお答えいたしま

す。 

まず、１点目の日の出公園のラベンダーの植え

替え作業に子どもたちが参加する取組についてで

ありますが、これから開花の時期を迎えますラベ

ンダーにつきましては、町内外を問わず多くの方

に楽しんでいただける町の大切な資源や魅力であ

り、子どもたちにとりましても、色鮮やかに咲き

誇るラベンダーの美しい景観を待ち遠しく思って

いただいております。 

議員御質問の日の出公園のラベンダー植え替え

作業に子どもたちが参加できる取組についてです

が、これまで日の出公園のラベンダー植え替えに

子どもたちが授業を通じて取り組んできた経過は

ないものと把握しております。 

今後につきましては、まずは子どもたちが通う

それぞれの学校において、町花であるラベンダー

を植栽する機会について校長会等と協議してまい

ります。 

次に、２点目のラベンダーを活用した郷土愛を

育む学びの推進についてでありますが、本町は、

ラベンダーのみならず多くの資源、文化、産業を

先人より引き継がれ、今日の郷土が形成されてお

り、郷土を誇りに思い、郷土に思いを寄せるなど

の学びの推進は、子どもたち自らが調べ、考える

探究心の育成、将来への社会活動の参画、人材の

育成につながるものであります。 

郷土愛を育む学びにつきましては、ふるさと教

育として掲げ、地域の特色、産業、自然環境など

正しく理解する学びを総合学習の中で取り組んで

いるところであり、特に小学校三、四年生向けの

社会科副読本を、ふるさとを学ぶための補助教材

として活用しており、議員御質問のラベンダーを

活用した学びにつきましても、この社会科副読本

を活用し、ラベンダーの歴史やイベントについて

学んでいるところであります。 

今後につきましても、ラベンダーを活用した学

びは、ふるさと教育として学習活動を通じて推進

してまいりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

○議長（中澤良隆君） 再質問はございますか。 

３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 再質問させていただき

ます。 

１項目め、１点目ですけれども、現状の取組に

ついては分かりましたが、聞き及んでいるとこ

ろ、上富良野小学校についてはカメラの設置はあ

るものの、うまく機能されていない状況とのこと

で、その間、問題はなかったのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ３番湯川議員の御質問

にお答えします。 

上富良野小学校におきましては、町内で最新鋭

の新築されている小学校でございまして、既に正

面玄関、駐車場、裏玄関にカメラは設置されてお

りますが、録画機能はついていないという形に

なっております。現在、職員室にモニターはつい

ておりますが、そのモニターにおいては、そのモ

ニターを誰か職員が一人がついていないと、その

モニターに録画がついていないので、リアルに確

認することはできないことから、各先生方からの

現場からは、必ず玄関から入ったら各教室で児童

につきましては全員の登校については確認してい

ると聞いております。 

問題についてはなかったかという御質問につい
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てですが、上富良野小学校におきましてはその防

犯カメラの有無についての課題はないというふう

に考えておりますが、他の学校で、子どもが家を

出たけれども学校に到着していないという事例は

ございまして、どこにいるのかというふうに探し

たときに、実は学校に到着していなかった。では

どこにいるのかということで実は捜索した事案は

これまでで上富良野町においてもございます。 

私は、課題としては、各学校の課題ではなくて

町の課題として、この防犯カメラ、学校に来てか

らのカメラではなくて、やはり学校の敷地内、玄

関からしっかりと学校に通学されたかどうか、こ

れはしっかりと子どもの安心、安全を、登校を確

保するためには必要ではないかということで私は

現在認識しているところでございます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 今お聞きしましたら、

ちょっと驚いたようなこともあったと思われます

けれども、教育長はその録画機能はないカメラを

設置していることについて、どのように捉えてい

るのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ３番湯川議員の、録画

機能がついていないカメラの設置状況につきまし

ては、実は、多分湯川議員も御存じかと思うので

すが、うちの町は大変地域の見守りが充実してお

りまして、校門玄関前に必ず地域の指導員が声を

かけて子どもたちの登下校を見守っている実態は

ございます。ですから、ある程度玄関の、その当

時の学校へのカメラの設置のときには多分、玄関

内からが学校の管理上で必要だというふうに設置

されたのではないかというふうに私は現在認知し

ております。ただ、学校と道教委にも確認したと

ころ、登下校は保護者の責務と学校の責務でもあ

り、まして学校の敷地から玄関に入るまでも学校

の責務でありますので、やはり玄関から通用門の

ところを確認するカメラは必要性がありますし、

昨今、他の町で起きた事件などを確認しますと、

そのときにやはりカメラというのは大変重要な証

拠書類にもなるというふうに聞いておりますの

で、道教委からも各自治体と調整しながら、この

防犯カメラの設置については前向きに検討するよ

うにということで通知文も出されたところでござ

います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 教育長の見解として

は、今年度中にはつけるという感じになっている

のでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ３番湯川議員の、私の

認知とこれからの予算でございますが、まず現在

我が町に４校、３校の小学校と中学校１校がござ

いまして、各学校によってカメラの設置状況が異

なっております。これは多分各学校に設置した年

数もあるかと思うのですが、上富良野小学校でも

録画機能がついておらず、ほかの学校では実は１

か所は防犯カメラ自体玄関にもついていない学校

が１校ございます。ほかの２校はついているので

すけれども、やはり録画はないということで、こ

れは各４校ともそれぞれ課題が異なりますので、

この辺については、現在ある機能を生かした形で

のカメラの設置が可能なのか、それとも新たに設

備をしなければいけないかということで、大変こ

れについては検証をしなければいけないと考えて

おりますので、今年度内というのは、かなりきち

んとこの辺については精査して、私としてはしっ

かりと理事者にも協議させていただきながら、来

年度予算要求として上げていきたいなというふう

に考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 小学校のエアコンにつ

いても整備されたように、子どもたちの健康は

しっかり担保されていると思うので、防犯につい

ても、やはりカメラの設置は必須だと思いますの

で、ぜひ今言われたような時期で検討をしっかり

していただければいいかなと思います。 

それに関して、保護者の安心感にもつながると

考えるのですけれども、保護者とか学校関係者の

意見をアンケートなどで聴取する予定はあります

か。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ３番湯川議員の御質問

にお答えします。 

既に今回この防犯カメラの設置状況を確認した

ところ、校長会を通じまして会議を開催しており

ます。校長会としては、やはり北海道からの通知

文も来ていることから、できればそのような環境

を町内４校とも同じような整備をしていただける

と望ましいということでの御意見はいただいてお

ります。 

それで一つ、私は先ほど答弁漏れがあったので

すけれども、やはりカメラの設置を保護者がどこ

まで御理解されているのかも確認できていないも

のですから、ないことも多分知らない保護者の方

もいらっしゃると思うので、これについてはきち
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んとＰＴＡの役員会にもお諮りしながら、町とし

てきちんと新たに整備するようなところにつきま

しても、各学校長を通じましてＰＴＡ役員会にお

諮りしながら、それについては十分協議した上で

整備については進めていきたいと思います。 

やはり皆さんは、カメラをつけて安心だという

方と、ちょっと不安になる方もいらっしゃるかと

思いますので、それについては十分皆様の同意を

いただいた上での施策ということで進めていきた

いと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 教育長の思いを聞いて

私も少し安心しましたので、ぜひいろいろな意見

を聞きながら進めていただけたらいいかと思いま

す。 

次に、２項目めに入ります。 

１点目ですが、過去に日の出公園の山頂の登る

ところにおもてなしで町内会とか商工会とか子ど

もとかで花を植えていたのか置いていたのか思い

出せないのですけれども、そういう時期があった

ような思いがあります。教育長は、各学校でラベ

ンダーを植栽する機会について校長会と協議する

と御答弁されていましたけれども、町のシンボル

である日の出公園で実際の植え替え作業に子ども

たちが参加するということについて、教育委員会

として関係部署と協議する考えはありますか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ３番湯川議員の、日の

出公園のラベンダーの植栽についての子どもたち

への関わりについてですが、私は今回各学校を回

りまして、まずうちの町の町花であるラベンダー

が植えてあるのかどうか確認しました。４校中２

校は株の大きいラベンダーを植えているのですけ

れども、４校中２校はラベンダーも植えていない

という実態が分かりました。それで、私が一番や

はり考えたのは、子どもたちが日々利用するとこ

ろに町花であるラベンダーが植えていないという

のはどういうことだろうと。まずここから、やは

りおもてなしとして、自分たちの学校のところに

ラベンダーの植栽をしていただきたい。これに対

して、うちの施設管理業務員にも関わることです

ので、これについては十分教育委員会内部で協議

していきたいと考えております。それがまず私と

しては率先で、教育行政としては学校と子どもた

ちの郷土愛あふれる、ふるさと教育の町花、町木

アカエゾマツとうちのラベンダーをやはり推進し

ていくための子どもたちへの教育の第一歩だと

思っています。 

次に、日の出公園の花壇の植栽につきまして

は、大変子どもたちも遠足等で日の出公園に利用

されていますし、皆さんあそこのところには観光

でも子どもたちが訪れる場所だと思っています

が、今うちの指導要領の中でそのような時間で植

栽に関わる時間を取るというのは、以前は多分そ

ういうことも可能だったかと思うのですが、行く

となりますとバスの手配、授業の手配、そして既

に学校授業の中で第一にしているのは、うちの町

は実は３校とも田植え、これはＣＳを使ってきち

んと授業を３時間取ってやっていますので、これ

に次ぐラベンダーの植栽かなというようなことを

思うのですけれども、その辺の授業の取り合い

を、これまでもふるさと学習の中で優先してやっ

てきている授業もありますので、今ここにラベン

ダーの植栽が日の出公園に移動して、子どもたち

が植え込みをして、多分プレートか何かを置いて

何とか学校の子どもたちが植えたものですという

ものが欲しいということであれば、それは日の出

公園を管理するところからそのような協議がある

のでしたら協議は乗りたいと思いますが、今その

ような形のお話はいただいていませんので、こち

らからというのは現在私は持ち合わせておりませ

ん。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 教育長の言われること

もすごく分かるのですけれども、ずっと今までも

同僚議員からラベンダーが地域の観光にすごく役

立っているという話も聞いておりましたので、上

富良野は児童生徒の転入、転出などもほかの町に

比べて多いことから、ジオパークにもつながると

思いますので、今言われた学校のラベンダーだけ

でも教育長の思いを伝えていただければ一歩進ん

だかなとは思っておりますので、聞くところによ

ると去年植えたラベンダーもうまく根づけしな

かったりということも聞いておりますので、子ど

もたちの手で植えるということとなるとまた大変

なこともあるかと思いますが、将来的にもし観光

の一役を子どもたちが買っているということにな

れば、子どもたちも将来上富良野に戻ってくると

いう教育にもなるかと思いますので、ぜひそこら

辺も考えていただきまして、ラベンダーの植え替

えを教育の一環として導入されることを強く望ん

で、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ３番湯川議員の、ラベ

ンダーによる子どもたちのふるさと教育の充実に

ついての御質問にお答えさせていただきます。 
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私も大変町花であるラベンダーは本当に、やは

り栽培をしていけば株も大きく育ちますし、紫の

香りが子どもたちの夏の元気につながると思って

います。植栽をされていない２校にまず優先的に

ラベンダーの植栽をお願いし、それで現在植栽し

ているところも、なかなかうまくきれいに咲いて

いないところもあると聞いていますので、そこも

しっかりと植え替えをするなり、子どもたちと学

校とも連携していきたいと思います。 

私のところの社会教育総合センターも公民館も

含め、やはり子どもだけではなくていろいろな公

共施設もラベンダーで香る公共施設の周辺整備を

進めてまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、３番

湯川千悦子君の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告 

○議長（中澤良隆君）  

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

明日の予定につき、事務局長から報告いたさせ

ます。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げま

す。 

明日６月１８日は、本定例会の２日目で、開会

は午前９時でございます。 

定刻までに御参集賜りますよう、お願い申し上

げます。 

以上であります。 

午後 ４時０７分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 御出席、誠に御苦労に存

じます。 

ただいまの出席議員は１３名でございます。 

これより、令和８年第２回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

これより、令和８年第２回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付し

たとおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告 

○議長（中澤良隆君） 日程に入るに先立ち、議

会運営等諸般の報告をいたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げま

す。 

さきに御案内しました議案第８号副町長の選任

について、議案第９号固定資産評価審査委員会委

員の選任について、議案第１０号から議案第２２

号までの農業委員会委員の任命について並びに諮

問第１号及び第２号人権擁護委員候補者の推薦に

ついての議案は、後ほどお配りしますので、御了

承願います。 

また、議会運営委員長、総務産建常任委員長及

び厚生文教常任委員長から、閉会中の継続調査と

して、別紙配付のとおり申出がありました。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、議会運営

等諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議

員の指名についてを行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定

により、議長において、 

    ７番 茶 谷 朋 弘 君 

    ８番 中 瀬   実 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 町の一般行政

について質問を行います。 

質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。 

初めに、７番茶谷朋弘君の発言を許します。 

○７番（茶谷朋弘君） さきに通告しております

１項目４点について、町長にお伺いします。 

情報発信及びデジタル化の推進に関するこれま

での検討経過と今後の展望について。 

これまで私は、一昨年に町のホームページとＳ

ＮＳの運用について、昨年には上富良野町公式Ｌ

ＩＮＥ等の活用による情報発信や利便性向上につ

いて一般質問を行い、同じく昨年に同僚議員がＳ

ＮＳを利用した効果的な情報発信について一般質

問が行われてきました。 

近年、自治体における情報発信や行政サービス

のデジタル化が進展している中、本町においても

ホームページ、ＳＮＳ、公式ＬＩＮＥ及びｘＩＤ

などを活用とした取組が行われております。 

町長もこれまでの答弁の中で、行政における情

報発信の重要性について認識を示されてきたとこ

ろであり、いずれの質問においても、情報発信の

方法及びデジタル技術の活用について調査・研究

を進めていく旨の答弁がなされてきたところで

す。 

しかしながら、現在においても、町民からホー

ムページは必要な情報を探しづらく、欲しい情報

へたどり着きにくいという声が上がります。 

また、公式ＬＩＮＥについても、近隣自治体で

見られるような住民サービスへの活用が十分に進

んでいるとは言えません。 

さらに、本町が先進的な取組として導入したｘ

ＩＤについても、町民への浸透や活用状況が見え

にくい状況にあります。 

一方で、全国に約１,７００ある自治体の中で

約１,５００もの自治体が公式ＬＩＮＥを導入し

ており、そのうち約１,３００の自治体では、単

なる情報発信にとどまらず、住民サービスの窓口

として活用されています。 

ごみの収集日の通知、防災情報の配信、子育て

支援情報の提供、各種申請や予約案内など、住民

が日常的に利用するスマートフォンを活用した

サービスが広がっています。 

人口減少や職員不足が進む中、デジタル技術を

活用した住民サービスの向上と行政運営の効率化

は、重要な課題であると考えます。 

そこで、今回は新たな提案というよりも、これ

までの議会での議論や町の答弁を踏まえ、本町が

情報発信の充実に向けてどのような取組を進めて

きたのか、また、今後、どのような方向性で進め

ていく考えなのかについてお伺いします。 
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１、過去の一般質問を受け、町はこれまでどの

ような調査研究や検討を行い、どのような改善に

つなげてきたのか。 

２、ホームページ・ＳＮＳ・公式ＬＩＮＥ・ｘ

ＩＤについて、現在、それぞれどのような成果と

課題があると認識しているのか。 

３、全国では公式ＬＩＮＥを活用した住民サー

ビスの充実が進んでいるが、本町として、今後、

どのような機能やサービスの充実を検討している

のか。 

４、町長は本町の情報発信の現状をどのように

評価しており、今後の充実に向けて、どのような

計画で進めていく考えなのか 

以上、４点についてお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） ここで、暫時休憩といた

します。 

─────────────── 

午前９時１０分 休憩 

午前９時２０分 再開 

─────────────── 

○議長（中澤良隆君） 機材が故障しておりまし

たので、暫時休憩をさせていただきましたが、機

械が回復いたしましたので、暫時休憩を解いて、

会議を再開いたしたいと思います。 

町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の情報発信

及びデジタル化の推進に関するこれまでの検討経

過と今後の展望についての４点の御質問にお答え

いたします。 

初めに、基本的な考えとして、スマートフォン

が広く普及し、さらに生成ＡＩの急速な普及とそ

の利活用が社会全体で求められるなど、時代が急

激に変化する中、ＬＩＮＥなどのＳＮＳを活用し

た効果的な情報発信や住民サービスの提供の必要

性については、町としてもこれまで以上に強く認

識しております。 

一方で、他自治体で導入されているような多機

能なシステムの導入には、一定程度の構築費用や

毎年の運用経費が必要となります。 

町としましては、財政負担をかけない持続可能

な運用とすることを第一とし、既存システムの活

用や生成ＡＩ等の最新技術を有効に活用した独自

のシステム開発・改修も含めて、検討を実施して

いく方針であります。 

まず、１点目の過去に一般質問を受けた調査・

研究や検討・改善についてであります。 

これまで議会でいただいた御提言を踏まえ、町

では公式ＬＩＮＥの拡張機能、いわゆるスーパー

アプリの導入に係る費用対効果や、他自治体の先

行事例、活用可能な国の交付金等について、調

査・研究を進めてまいりました。 

改善への具体的な取組として、本年度はスマー

トフォン閲覧を前提としたホームページの全面改

修や、広報紙のデジタル化への移行検討と合わせ

たＳＮＳでの迅速な発信を掲げ、現在、担当部署

において具体的な検討を進めているところであり

ます。 

また、本年度の組織機構の見直しにより、これ

まで別部署にあった広報・広聴部門と情報管理部

門が同じ部署に統合されたことにより、これまで

以上に町の情報発信とデジタル技術の連携を、よ

り緊密かつ迅速に図れる体制となっております。 

次に、２点目のホームページ・ＳＮＳ・公式Ｌ

ＩＮＥ・ｘＩＤの成果と課題についてであります

が、それぞれの媒体ごとの成果と課題について

は、次のように認識しております。 

ホームページについては、町の公式サイトとし

て、行政サイトのほか、移住定住ポータルサイ

ト、ふるさと納税サイト等を通じて、町外からの

アクセス増加などの成果はありますが、特に行政

サイトについては、御指摘のとおり、スマート

フォンでは見づらく、情報にたどり着きにくいと

いう課題があるため、スマホ閲覧を基礎としたデ

ザインの改修を進めることを予定しております。 

各種ＳＮＳについては、新着情報や防災情報の

タイムリーな発信には成果を上げておりますが、

特に公式ＬＩＮＥについては、住民との双方向の

サービス提供窓口として十分活用し切れていない

ことが課題と認識しております。 

ｘＩＤについては、選挙におけるスマホ入場券

としての活用や会議案内などの実績はできました

が、町民へのさらなる浸透と、日常的かつ幅広い

行政手続での利用拡大が課題と認識しておりま

す。 

次に、３点目の今後の公式ＬＩＮＥ等を活用し

た住民サービスの充実の検討についてでありま

す。 

全国的に公式ＬＩＮＥを活用したサービスが広

がっていることは承知しており、本町においても

その必要性は強く認識しております。 

しかし、既製品のパッケージシステムをそのま

ま導入すると、高額な構築費用やランニングコス

トがかかるため、ＤＸ推進計画に掲げている自前

でのシステム補完という考え方に基づき、オープ

ンソースの活用や生成ＡＩの活用により、本町独

自の開発・改修も含めて検討を行い、財政負担を
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極力抑えながら、生活に関連した通知や各種案内

など、利便性の高い機能の実施に向けて、現在、

取組を進めている段階であります。 

次に、４点目の情報発信の現状評価と今後の充

実の計画についてであります。 

本町の情報発信は、現在、様々な媒体を活用す

る過渡期にあり、一定の成果は出ているものの、

町民の皆様の利便性という点では、まだまだ改善

の余地があると評価しています。 

今後の計画といたしましては、上富良野町ＤＸ

推進計画に掲げるデジタルサービスの拡充に沿っ

て、ＬＩＮＥやｘＩＤ等の既存ツールの活用をさ

らに深めてまいります。 

また、同計画の基本方針である小さく始めるこ

とを念頭に置き、まずは令和８年度中にホーム

ページの改修や広報媒体のデジタル化の検討を着

実に実行し、前述の新たな組織体制を最大限に生

かして、実行可能なものから速やかに住民サービ

スの向上につながるよう、計画的に進めてまいり

ますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 冒頭でも述べましたよう

に、情報発信におけるデジタル技術の活用につい

て、これまで質問してきました。 

今回の答弁では、今まで以上により前向きで具

体的な方向性が示され、町がこの間、調査・研究

及び検討をして、進めてきてくれたものだという

ことが表れていて、大変喜ばしいことだと実感し

ております。 

まず、１点お伺いしたいのですが、これだけ前

向きな答弁をいただいたということは、調査・研

究の段階から、今年度は実行の段階に進んだと捉

えてよろしいのでしょうか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

町では、皆様からの一般質問等を受けて、着実

に調査・研究等を進めております。 

皆さんが思っているようなゴールはまだまだか

とは思いますが、できることから小さく始めよう

ということで、できることから着実に令和８年度

も進めていこうというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 今年は進んでいくという

ことで、期待しながら再質問させていただきま

す。 

１項目めの中で少し確認したいのですが、町長

は広報紙のデジタル化を進めたいとおっしゃって

います。 

現在、紙媒体とホームページで広報紙を見られ

るようになっているかと思いますが、紙媒体をな

くすことではないと思うのですけれども、広報紙

のデジタル化に関して、もう少し詳しく教えてく

ださい。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

さきの答弁でもさせていただきましたが、現在

は過渡期であろうと思っております。ですので、

いきなり紙媒体をなくすということは考えており

ません。 

ただ、併用して、紙媒体のほかにもデジタルで

広報紙が見えるようにということで、そのうち将

来的にはデジタルのほうに寄っていくのかもしれ

ませんが、現時点で紙媒体をなくすということは

ございません。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 私もこれまでデジタル化

についてお話してきましたが、紙媒体が好ましい

方も一定数いるので、そちらを併用しながら、ど

んどん進めていっていただきたいと思います。 

町の役場の中の体制が少し変わり、答弁にもあ

りましたように、新しい体制になり、よりやりや

すく、進めやすくなったと答弁されていました

が、具体的にどのようなことがよくなって、これ

から変わっていくというふうにお考えなのか、お

伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

第１回目の答弁をさせていただいたとおり、組

織の広報部門とデジタル部門が近くなったという

ことで、情報発信、特に広報に関わる部分につき

ましては、ホームページも含めて、いろいろなこ

とがやりやすくなった。 

同じ課でやりますので、距離が近い分、広報の

デジタルもそうですし、ホームページの改修にし

てもそうですし、そういうことがスムーズに意思

疎通を図りながら迅速にできるのではないかと考

えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） より期待感を持ちなが
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ら、進んでいくことをお待ちしています。 

次に、２点目のところで、ホームページ・ＳＮ

Ｓ・公式ＬＩＮＥ・ｘＩＤ等の課題と成果につい

てお答えいただいていますが、以前の一般質問の

ときにもお聞きしましたけれども、何をもって成

果を上げている、上げていないと判断しているの

か、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

何をもって成果か、人によっていろいろな視点

があるのかもしれませんが、我々は費用対効果と

いうことで、かかる費用と、それによって町民の

方が便利になったということも、それは金銭的な

ものではありませんけれども、それらも考慮した

上で、行政で言えば、費用をどれだけ削減できた

か、時間をどれだけ削減できたかとか、いろいろ

な見方があると思います。 

ただ、さきの答弁でも触れましたが、ｘＩＤに

しても、ＬＩＮＥにしても、ＤＸを使っても、Ｉ

Ｔ使っても、全町民がアプリを入れるか、入れな

いかというのは、やはり個人の選択によるので、

既存のアナログ的なものも残さなければなりませ

ん。 

それが全部デジタルに置き換われば、また評価

も変わってくるのかもしれません。 

あと、人口規模１万人から９,０００人くらい

の町だと、初期投資の問題も解決していかなけれ

ばならないのかなという。 

その二つだけではありませんけれども、いろい

ろなことを評価しながら、効果が出ているのか、

出ていないのかということを判断していきたいと

考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 私自身としては、施策が

効果的であったかを判断するために、様々な基準

があると思っています。 

例えばホームページ・ＳＮＳ等に関して言う

と、数字は取っていると思うのですが、アクセス

数が一つの指標になり得ると思っています。 

各ほかの町の計画などを見てみると、そのアク

セス数であったり、ＳＮＳの登録者数であったり

に対して、数値目標のようなものが掲げられてい

ます。 

それだけで全てを判断することは難しいと思い

ますが、そのような数値目標みたいなものは、現

在、設定しているのか、もしくはこれから設定す

る考えがあるか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

ホームページであればアクセス数とか、ほかに

登録者数とか、それは普及しているか、していな

いか、皆さんが見ているか、見ていないか、重要

な判断の指標になると思っています。 

現在のところ、目標は持ち合わせていません

が、重要な指標、数字であることは認識しており

ます。 

それらも含めて、ホームページは常にオープン

というか、供用されていますが、それ以外のアプ

リなどについて、今後、そういう目標も掲げなが

らやっていくことは、どの町でもやっていくのが

普通だと思いますので、まだ現在は持ち合わせて

いませんが、将来的にはそういうことも視野に入

れながら、運用も考えていきたいと思っておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 最初のほうの答弁でも、

町長は今年度が実行の年という段階で認識してい

いと答えていたので、どこまで達成できるかはま

た別として、そのような数値目標を掲げていくこ

とで、少しずつ前に進んでいくのが形として見え

ていくのではないかと思うので、今の答弁にあり

ましたように、そういう目標等を設定していただ

ければと思います。 

２点目のところで、３点目とかぶっているので

すけれども、ホームページの課題として、現在、

スマートフォンに対応しておらず、見づらいとい

う声が多いため、今年度中に新しくする方針でい

るという答弁をされています。 

また、ＳＮＳに関しては、一定数の効果が出て

いると。 

逆に、ＬＩＮＥやｘＩＤに関しては、ＬＩＮＥ

はまだうまく活用できていない、ｘＩＤはうまく

活用できていないことに加えて、まだ浸透してい

ないため、利用者が限られていると答弁されてい

ます。 

このように課題を感じていますが、今後もＬＩ

ＮＥ・ｘＩＤを活用していくという考えの認識で

よろしいのか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

ｘＩＤであれば選挙の投票券、デジタルの入場
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券ですとか、ＬＩＮＥはちょっと前のコロナのワ

クチンの予約ですとか、これは活用したほうがい

いという事業があれば、ＬＩＮＥ・ｘＩＤに関わ

らず、いいものがあれば。 

そのいいものというのは、皆さんが使うかどう

かにもかかってくるかと思いますが、いずれにし

ても、そういうＳＮＳ等を活用しながら、今後も

いろいろな事業を効果的にできるように努めてま

いりたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 課題感は感じているもの

の、有効的なものだと認識しており、これからう

まく活用していく方針でいるという理解でいきま

す。 

その上で、今年、ホームページを更新するとい

う話と、広報紙のデジタル化も検討しているとい

う考えであります。 

今後、ＬＩＮＥやｘＩＤに関して活用していく

という話ですが、こちらも今年度中から運用とか

うまい活用を考えているのか、それはまたその先

になるのか、少しお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

現在、活用しているものについては、結構、問

題点、課題もあるのですが、それについては引き

続きということで、新たなものについては、費用

ですとか効果を十分に見極めながら、導入、活用

していきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） お聞きしたいのは、３点

目のところに、オープンソースの活用や生成ＡＩ

の活用により、お金をかけずに、本町独自で開

発・改修を行い、検討を行っていき、財政負担を

極力抑えながら、機能の実施に向けて、現在、取

組を進めている段階でありますと書かれています

が、これは今年度中、もしくは近いうちに期待し

ていいのか、もう一度、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

答弁のとおり、現在、進めている段階です。生

成ＡＩ等を利用して、独自の開発・改修も含めて

検討を行い、進めているところですが、将来、何

かの事業に、もう既に目標があるというわけでは

ございません。 

何に使えるかは分かりませんし、どうなるかは

分かりませんが、生成ＡＩなどを活用すること

が、今、求められている流れですので、我々も

しっかりそれらを活用しながら、何ができるのか

ということを併せて検討してまいりたいと思って

おります。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） ＬＩＮＥに関しては、よ

く町民の方から早くほかの町のように使えるよう

にならないのかという意見も聞きますし、ｘＩＤ

も一部の人からもっとうまく活用したらいいのに

という声を聞きます。 

そういう町民の方たちに関して、はっきりとい

つから使えるようになりますとか、いつから新し

くなりますという明確な答えはできないと思いま

すが、今年度中とか、近いうちにうまく活用して

いく方向で進んでいるから期待してほしいという

ふうに、町民にお伝えしてもよろしいのか、お伺

いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

我々も粛々と何に使えるか、検討しておりま

す。ですので、過度な期待と言いますか、将来の

ことですので、お約束はできない。 

ただ、何かに活用するために、調査・研究と

か、いろいろやっております。皆さんに御意見を

いただいて、ホームページから始まって、広報と

か、小さいことからやっております。 

住民の方の、自分が入れているアプリで見られ

たらとか、そういう思いは分かりますが、それが

どれだけ活用されるのかというのも含めまして、

十分検討してまいりますので、御理解を賜りたい

と思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 繰り返しになるかもしれ

ないですけれども、もうちょっと確認したいので

すが、聞かれた際に、まだもう少し時間がかかる

のではないですかというふうなお答えをいつもす

るのですよね。 

だけれども、今回の答弁を踏まえて、まだまだ

時間がかかりそうですではなく、期待していいの

ではないでしょうかというようなお答えをしても

大丈夫ですか。お願いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 
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将来、活用できるかどうか、その途中で費用対

効果という判断が出てきたり、その人の携帯に

入っているものとは違うアプリになったりして、

ＬＩＮＥなのか何なのか、ほかのＳＮＳなのか、

ちょっと分かりませんが、近い将来、その人の

思っていることに必ずなるから期待してというの

は、なかなか禁物なのではないかと。 

ただ、繰り返しになりますが、どうなるか、何

を使うか、何に使うかというのも含めて、しっか

りと検討してまいりますので、決して何もしてい

ないわけではございませんので、自分の思ったと

おりにならないかもしれませんけれども、そのと

きはぜひお許しをいただきたいと思っておりま

す。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 大まかにデジタル技術を

活用した情報発信に関して、今まで以上に進んで

いく方向であるのではないかという考えで、町民

にもお伝えしたいと。 

はっきりと何ができるようになるとかではな

く、いい方向に進んでいますというようなお答え

をしたいと思います。 

答弁の中で、できることから小さく始めていき

たいとありました。 

町長の中で、全てを一気にやるということでは

なく、町民や町にとって利便性を感じるものから

優先的に進めていくと理解しますが、具体的にど

のような機能を優先的に実施していきたいと思っ

ているのか、お考えをお聞かせください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

一遍に全てというのは、全ての町民の方が満足

する、全ての町民の方が使えるアプリとか、そう

いうシステムはなかなか難しいと思いますので、

できることからということであります。 

今、ｘＩＤで使っているような選挙の入場券は

もちろんですが、各委員の通知なども、文書です

ることなくｘＩＤ。 

ｘＩＤであれば、そのほかに使えることがない

かということを検討しながら進めてまいりますの

で、具体的にこの事業というのがあれば、すぐ検

討して進めてまいりたいと思っております。 

ただ、ｘＩＤはＬＩＮＥに比べると、ＬＩＮＥ

はすごくメジャーなツールかもしれませんが、そ

ういうツールの中でも、皆さんが携帯で見られる

もの、見られないもの、それらも含めて、いろい

ろ判断していかなければならないのかなというふ

うに思っております。 

委員になった人は特定の人ですので、通知はこ

れからこうしますからと頼んで、ｘＩＤを入れて

もらうとか、いろいろなやり方があると思いま

す。 

それらも含めて、いろいろな事業に活用できれ

ばと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） ｘＩＤに関しては、私自

身もいろいろ調べてみますと、マイナンバーとひ

もづけるとか、様々な有効活用がきるものだとす

ごく実感しております。 

ただ、課題として挙げられるのは、ｘＩＤに登

録している方がまだまだ少ないということで、そ

れにつなげるために、ｘＩＤやホームページ、今

後、考えているデジタル化した広報につながる窓

口の一つとしても、ＬＩＮＥが非常に有効ではな

いのかと考えています。 

以前から町長もおっしゃっていますが、スー

パーアプリを導入して、しっかりとした公式ＬＩ

ＮＥアプリを作るとなると、ある程度の費用がか

かることも分かっております。 

小さく始めていくという答弁がありましたが、

町民の方は一気に全てを望んでいるわけではなく

て、一つ、二つでも新しいことができるようにな

るだけで、すごく喜びを感じるものと思っていま

す。 

小さいことからでもいいので、今の時点で、ｘ

ＩＤとかより先にＬＩＮＥを活用していくお考え

はあるか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

一般的にＬＩＮＥとかｘＩＤは民間のものです

ので、いろいろ研究させていただきましたが、さ

らに将来に向かって、特定のアプリ等を導入する

とか、なかなかそういうことを研究するのは難し

いと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） はっきりと言及はしづら

いということですが、ＬＩＮＥに登録している方

が、現在二、三千人くらい、もう既にいるという

ことで、少ない機能からでもいいので、そちらか

ら先に活用していき、そこからｘＩＤに登録して

もらう人を増やすとか、ホームページを見てくれ

る人を増やすというような方向性につなげていっ
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ていただけたらいいなと考えております。 

ＬＩＮＥとｘＩＤに関しては、ＬＩＮＥは簡単

に双方向のやり取りができたり、多くの方が操作

性に慣れていたりすること、またｘＩＤは、先ほ

ども申しましたように、マイナンバーとひもづけ

て行政手続が行えるなど、それぞれ得意なことが

違います。 

これは今すぐできることではないと思うのです

けれども、今後、この二つのアプリを連携させる

仕組みを構築していくような考えはあるのでしょ

うか。お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

現在、それらも含めて検討中です。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） もう最後のほうになるの

ですけれども、今回、冒頭でも述べさせていただ

いたように、今まで以上に具体的な方向性が示さ

れたことは、不便さを感じている町民にとって大

変喜ばしいことだと思います。 

しかし、町民にとって重要なのは、計画が進ん

でいくことはもちろんそうですけれども、実際に

便利になったと実感できることだと思っていま

す。 

そこで、町長御自身、上富良野町の情報が分か

りやすくなった、行政サービスが便利になったな

ど、町民が実感できるような状態というのは、ど

のような状態だと考えているのか、お伺いしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

町民の方が便利になったと実感できることは、

町民の満足度の上からも、非常に重要なことだと

思っております。 

ただ、それに幾ら費用をかければいいのかとい

うことは重要な要素だと思っております。 

あと、満足度は個人によります。個人によって

要求度は違いますが、我々は我々として、しっか

り便利になったというふうな実績として語れるよ

うなものを、しっかりと、小さくても一つ一つ、

こつこつつくっていきたいと思っております。 

例えば、これは町の事業ではありませんけれど

も、納税がＱＲコードでできるようになるとか、

そういうのが非常に便利なのではないかなと思っ

ております。 

個人の満足度は人によって違いますし、一番高

いところを目指すのか、それとも最低限必要なと

ころを目指すのか、いろいろあります。 

我々は、町民の皆さんに満足していただく、

個々の要求のレベルに合わせて対応することがな

かなか難しいので、ある程度、ここまでというラ

インを考えていかなければならないのかなと思っ

ております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 今の世の中は様々な情報

が手に入れられるということで、上富良野の魅力

を発信していくためにも、上富良野町の方たちが

より充実した生活を送れるようになるためにも、

情報発信の在り方に関しては、今まで以上に、非

常に重要な問題になってきていると思っていま

す。 

町はこれまで以上に前向きに進んでいくという

ふうにお答えいただきましたが、最後に、その実

現に向けて、町長として最も力を入れて取り組み

たいこと、情報発信の在り方に関してここを近い

うちに目指していきたいというものがあれば、お

伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

実現したいものというのは、答弁の繰り返しに

なりますが、今年から、小さいことから始めてい

くということで、先ほども述べさせてもらいまし

た。 

ただ、これも繰り返しになりますが、すごく便

利になったから、町民の方が全部使えるのか、使

うのかというのは、過渡期という問題があって、

ある程度、時間が必要なのだろう、時間が解決し

てくれる部分もあるだろうというふうに思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 何度も申しております

が、今回、一般質問をして、答弁をいただいて、

私個人としては非常に好印象で、好印象という

か、前向きに進んでいくものだと期待していま

す。 

これまで２回質問してきて、今回で三度目にな

りますが、今回で終われるよう、期待しておりま

すので、今後も引き続き情報発信の在り方につい

て、うまく検討・運用していただければと思いま

す。 
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以上で終わります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、７番

茶谷朋弘君の一般質問を終了いたします。 

次に、５番金子益三君の発言を許します。 

○５番（金子益三君） おはようございます。 

さきに通告してあります３項目７点について町

長に、そして１項目を教育長にお伺いいたしま

す。 

１項目めとして、夏以降の物価高騰に対する住

民への支援策を行うことはしないか。 

中東問題など、国際情勢が大変不安定な状況下

で、様々な物価が高騰しております。 

既に今年に入り、３,９５７品目が値上げされ

ており、６月に入りまして、さらに９００品目以

上の値上げがなされております。 

このような状況の中、町民の生活支援のため

に、町としての対策を講じないかをお伺いいたし

ます。 

１点目、夏の繁忙期に際し、商工会などと通じ

てプレミアム商品券の発行は行わないか。 

２点目、限定的でも水道料金の基本料を減免す

るような措置を取らないか、お伺いいたします。 

２項目め、町の防犯に向けた対策についてお伺

いいたします。 

近年、匿名・流動型犯罪、いわゆるトクリュウ

によります痛ましい事件をはじめとした様々な犯

罪が、全国的に発生している状況です。 

本来は事件が起きないことが望ましいのです

が、残念ながら、発生してしまったときの犯人の

特定や迅速な事件解決に大きく役に立つのが、地

域における防犯カメラの映像の存在であることが

取り上げられております。 

もはや凶悪な事件というのは、大都会でのみ発

生するものではなく、地方の小さな町においても

巻き込まれる時代へと変わってまいりました。 

町として、住民の安心安全を守るために、防犯

について、今後、どのような方策をお持ちでいる

のか、お伺いいたします。 

１点目、現在、町の公共施設に防犯カメラの設

置があるのは、保健福祉総合センターかみんと新

しくできたこどもセンター及び東児童館でありま

すが、役場庁舎、社会教育総合センター、公民

館、セントラルプラザをはじめとした公共施設や

西児童館、それぞれの住民会館等には設置されて

おりません。 

今後、これらの施設に設置する考えはないか、

お伺いいたします。 

２点目、人口が１万人規模の町として、商店街

等に設置されている防犯カメラの台数が極めて少

ない自治体として、我が町、情報がありました。 

商工業者の店舗への防犯カメラ設置に対するイ

ニシャルコストの補助を、町として考えることは

されないか。 

３点目、同じく住民会等で防犯カメラの導入を

する計画が出されたときにおいて、設置に関する

費用の補助などの規定を考えることはされない

か、お伺いいたします。 

３項目め、吹上温泉保養センター白銀荘の料金

改正をしないか、お伺いします。 

温浴施設として、町民はもとより、国内外から

大変な人気で、季節を問わずに多くの観光客が訪

れる吹上温泉保養センター白銀荘は、現在の入館

料が条例で大人７００円、中高生５００円、小学

生３００円に定められております。 

近年は毎年過去最大の収入を上げていて、昨日

の発表におきましても、２月度は最大の収益を上

げたと聞いております。 

まさしく北の聖地としてサウナを楽しむ方や温

浴を楽しむ方のほか、バックカントリーを楽しむ

外国人などの追い風があり、その人気は大変大き

なものであります。 

管内や道内の温浴施設を見ても、その多くが町

内在住の方の入館料と町外からのお客様の入館料

に差をつけて、住民の健康と福祉推進に寄与して

いる状況になります。 

そこで、白銀荘の入館料について、この機に検

討が必要と考えておりますが、次の点を考慮する

考えはないか、お伺いいたします。 

１点目、現在の入館料の見直しをして、さらに

町民の健康と福祉推進に寄与するよう、町民の料

金を設定する考えはないか。 

２点目、現在、多くの施設において、民間の企

業と提携した割引料金の設定が見受けられます。

白銀荘においても、交通系や旅行雑誌系、さらに

新聞系など、様々な企業とタイアップして割引料

金を設定していくことを考えないか、伺います。 

続きまして、教育長にお伺いいたします。 

全国学力・学習状況調査（悉皆調査）ＣＢＴ移

行に対する対応は。 

令和７年度以降、全国学力・学習状況調査、以

下、全国学力テストと言いますが、において、国

が令和９年４月に開催する予定の学力テストか

ら、各小中学校に既存の冊子を用いた筆記型調

査、いわゆるＰＢＴから、コンピューター使用型

の調査ＣＢＴへと切り替える方針を取りました。 

これに伴い、既に我が町においてもＧＩＧＡス
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クール構想で１人１台のタブレット導入は終わっ

ておりますが、各小中学校での教室内のネット環

境、特にＷｉ－Ｆｉの環境整備の対応が終わって

いるのかをお伺いいたします。 

また、環境整備が終わっていない学校に対し

て、令和９年４月までにＷｉ－Ｆｉの設置が完了

する見込みはあるのか、併せてお伺いいたしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の３項目の

御質問にお答えいたします。 

まず、１項目めの夏以降の物価高騰に対する住

民への支援策は行わないのかについての２点のご

質問にお答えします。 

１点目の夏のプレミアム商品券の発行について

でありますが、現在、物価高騰対策として、国の

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用

し、町民の皆様の生活支援と地域経済の活性化を

目的とする上富良野町生活応援商品券の配布が完

了し、８月末までに利用していただくことにして

おります。 

あわせて、低所得世帯への支援として、物価高

騰緊急対策（生活支援）低所得者世帯給付金事業

を、対象児童への支援として、物価高対応子育て

応援手当支給事業を実施したところであります。 

また、６月下旬からは北海道による物価高対策

緊急支援事業、いわゆる道民生活応援ポイント給

付事業の実施が予定されているところであります

ので、これらの事業が着実に遂行されることと、

まずはそれに伴う町民生活への波及効果を見極め

る必要があると考えております。 

プレミアム商品券の販売によって住民生活の負

担軽減に直接寄与することには、大きな期待がで

きる一方、引き続き国の物価高騰支援対策等の動

きを注視しながら、また今後の物価変動による暮

らしへの影響をしっかりと見極めながら、より効

果的に住民の皆様の暮らしを支える施策の実施に

努めて参りたいと考えておりますので、御理解を

お願いいたします。 

次に、２点目の水道料金の基本料金の減免措置

についてであります。 

町民の皆様の日常生活に直結する負担軽減策の

一つであると認識しておりますが、１点目の御質

問でもお答えいたしましたとおり、まずは物価高

騰対策として昨年度末から実施しております価格

高騰緊急対策（生活支援）給付金事業、物価高対

応子育て応援手当支給事業及び生活応援商品券事

業の効果をしっかりと見極めた上で、本町の限ら

れた財源を有効に活用していく必要があります。 

繰り返しになりますが、今後につきましては、

物価高騰が町民の生活に与える影響や、国・北海

道の経済対策の動向を注視するとともに、引き続

き国の臨時交付金などの財源確保に強く努めてま

いります。 

その上で、財源や町民生活の実態を踏まえなが

ら、水道料金の減免措置の実施の可否も含め、町

民の皆様にとっての効果的な支援策について検討

してまいりたいと考えておりますので、御理解を

賜りたいと存じます。 

次に、２項目めの町の防犯に向けた対策につい

ての２点の御質問にお答えいたします。 

まず、１点目の町の公共施設への防犯上のカメ

ラの設置についてであります。 

現在のところ、どのような施設のどのような場

所に防犯カメラを設置すべきか、統一的基準や設

置の計画等は持ち合わせていないところでありま

す。 

町内に多数ある公共施設について、設置の目

的、管理の方法や利用者の数、利用時間など、多

様な施設があり、統一的な設置基準を設けること

は大変難しいものと考えております。 

このことから、それぞれの管理部署ごとに管理

委託をしている場合には、その受託者とも協議の

上、設置の必要性について検討していくものと考

えておりますので、御理解をお願いいたします。 

次に、２点目の商工業者の店舗への防犯カメラ

の設置に対するイニシャルコストの補助について

であります。 

商店街をはじめとする民間店舗の防犯カメラ

は、町全体の監視から犯罪抑止や安全確保に有効

であり、重要な役割を果たす一方、基本的には事

業活動に伴う設備投資として、事業者自ら整備す

ることが原則であると考えております。 

商工業者の店舗への防犯カメラ設置に対する補

助につきましては、町としてどのような支援策が

可能であるか、他の自治体の取組事例等を参考に

しながら、その必要性や補助の在り方について関

係機関と協議しながら、調査・研究を進めてまい

りたいと考えております。 

次に、３点目の住民会等において、防犯カメラ

の導入計画が具体化した場合の設置に関する補助

規定についてであります。 

地域住民が主体となって防犯活動に取り組むこ

とは、安心安全のまちづくりを進める上で、極め

て重要であると認識しております。 

これまで本町では、町内会単位で生活安全灯の
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設置費用を助成し、夜間の犯罪防止に努めてまい

りました。 

昨今では、防犯意識の高まりを受け、防犯カメ

ラ機能つき安全灯への助成を求める声も寄せられ

ているところです。 

現時点において、防犯カメラに特化した町独自

の支援について制度化されておりませんが、住民

会等から具体的な計画が示された際には、設置場

所の公共性や必要性、管理体制、個人情報保護へ

の配慮等を確認し、警察等の関係機関と協議する

とともに、特に道路をはじめとする公共の場所へ

の設置に当たっては、プライバシーの保護や映像

データの適切な管理が必須となることから、設置

者が適正に運用できるよう、実効性のあるガイド

ラインの整備など、導入を後押しできる体制の構

築に向け、他自治体の先進事例を参考にしなが

ら、支援の在り方を検討すべき事案であると捉え

ております。 

予測困難な現代の犯罪に対し、防犯カメラが持

つ犯罪の抑止・解決力と、地域の方々の見回りに

よる防犯活動は、いずれも極めて有効な対策であ

ります。 

今後におきましても、上富良野町生活安全推進

協議会や警察などの関係機関、そして地域住民の

皆様との連携を一層強化し、防犯意識の向上と犯

罪を未然に防ぐ環境づくりに努め、誰もが安心し

て暮らせるまちづくりを推進してまいりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

次に、３項目めの吹上温泉保養センター白銀荘

の料金改定をしないのかについての２点の御質問

にお答えいたします。 

まず、１点目の町民料金の設定についてであり

ますが、公の施設における料金改定に当たって

は、町条例で定める上限料金の範囲内において、

指定管理者が自らの経営責任に基づき、具体的な

料金額を町に申請し、承認を受けるという明確な

法的手続が必要となります。 

その上で、町民料金と町外料金に差をつける二

重価格の手法につきましては、観光振興の経済的

恩恵を住民に還元できるというメリットがある反

面、利用客の間で不公平感や割高感が生まれ、施

設のブランドイメージを損ねかねないという懸

念、いわゆる功罪の両面があるものと認識してお

ります。 

特に国内外から多くの白銀荘ファンに支えられ

ている現状において、一見して不透明な格差を生

じさせるような価格設定は、慎重に検討する必要

があると考えております。 

そのため、外見上の二重価格による摩擦を防ぎ

つつ、町民の皆様の利便性を確保する方策とし

て、基本の入館料金は一元化しつつ、町民の皆様

には優待券の発行や福祉施策としての助成を行う

といったスキームが、観光客への配慮と住民福祉

の増進を両立させる、非常に現実的かつ有効な手

法であると考えております。 

町といたしましては、他自治体の先行事例やこ

れらの制度的課題を踏まえ、指定管理者側から具

体的な料金改定に向けた協議があった際には、単

なる料金の二元化ではなく、町民優待券の活用な

ども含めた、利用者に疑念を抱かせない、配慮し

た具体的な方策について、前向きかつ慎重に協議

を重ねてまいりたいと考えております。 

次に、２点目の民間企業との提携割引について

であります。 

これにつきましても、１点目と同様に、企業と

のタイアップによる割引の実施や、それに伴う集

客効果・利益率の変動などは、指定管理者が自ら

のビジネス判断として、採算性や現場のオペレー

ションを見極めた上で決定すべき経営判断の範疇

であると認識しております。 

町としての認識を申し上げれば、現在、白銀荘

は国内外から多くのお客様にお越しいただき、混

雑緩和や施設キャパシティーが課題となっている

経営フェーズにあります。 

このような状況下において、さらなる顧客獲得

を目的とした一律の割引制度を導入することは、

客単価の低下を招き、施設の収益性を圧迫する懸

念もあるため、慎重な見極めが必要であると考え

ております。 

いずれにいたしましても、料金改定や割引制度

の導入に関しましては、まず指定管理者が自立し

た経営感覚の下で、施設の価値を最大化する料金

戦略をどう描くかという経営判断を見守りつつ、

町としては、町民の皆様の利便性や福祉が損なわ

れないかという観点から適切に連携・監理を行っ

てまいりたいと考えておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ５番金子議員の４項目

めの全国学力・学習状況調査（悉皆調査）のＣＢ

Ｔ移行に対する対応についての御質問にお答えい

たします。 

毎年、実施されております全国学力・学習状況

調査につきましては、ＧＩＧＡスクール構想に基

づく端末１人１台の整備が全国的に完了すること

に伴い、令和９年４月から実施されます本調査の
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実施方式を、これまでのＰＢＴ型（紙による試験

方式）からＣＢＴ型（コンピューター入力試験方

式）へ完全移行することとなります。 

議員から御質問のＷｉ－Ｆｉ環境等の整備につ

きましては、町としましてもＧＩＧＡスクール構

想に基づく端末１人１台の整備が完了したことに

併せて、児童生徒が利用する教室の通信環境を整

えてきたところであります。 

これら通信環境につきましては、令和６年度に

児童生徒が利用する教室のネットワークアセスメ

ント調査を実施し、文部科学省が定める基準をお

おむね満たしている結果の報告を受けており、今

年度においても小中学校の職員室を中心としたア

セスメント調査を予定しているところでありま

す。 

これまでネットワークを活用した授業を通じ

て、つながりづらいなどの学校からの報告に対し

ましては、随時対応してきておりますが、令和９

年４月の全国学力・学習状況調査実施において

は、支障なくスムーズに実施できますよう、また

今年度に行いますアセスメント調査の結果を踏ま

え、通信環境の整備に努めてまいりますので、御

理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） ここで、暫時休憩といた

したいと思います。 

再開は、１０時３０分といたします。 

─────────────── 

午前１０時１６分 休憩 

午前１０時３０分 再開 

─────────────── 

○議長（中澤良隆君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

再質問ございますか。 

５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） それでは、再質問させて

いただきます。 

まず、１項目めの物価高騰対策でございます。 

民間の統計によると、既に６月後半に入って

１,０００品目を超えるほど、値上げが行われて

おります。 

ホルムズ海峡に関しては、先日、アメリカとイ

ランで覚書が出されて、少しはよくなったのかな

と思っていた矢先に、おととい、日銀が政策金利

を０.７５から１％に上げる決定をしました。 

これは、デフレからインフレにということと、

物価高騰を抑えるということでやっていると思う

のですが、一方で金利が上がると、各種返済ロー

ン、家だったり、学習だったり、車だったりが上

がっていきますよね。 

反対では、預貯金の金利も上がるとは言ってい

るのですが、比較的預貯金の少ない現役世代、特

に２０代、３０代の負担というのは、非常に増え

ることが予測されております。 

加えて、キャッシュフローを持っていない中小

零細企業にとっても、調達コストの上昇や設備投

資の返済などで非常に苦しくなっているのが近々

の状況です。 

そのような中において、８月までの利用期日が

あります上富良野町生活応援商品券。これまでの

物価高騰に対する支援ということで、国の支援を

使いながらやったことは、一定の成果があると認

めます。 

私は、これから夏以降の話についてのことを

伺っております。 

町長は国からの支援対策を注視するとおっしゃ

られておりますが、国は国でいろいろな施策をや

ろうとしていると思いますけれども、町独自で、

この夏以降の今すぐ必要なところに、必要な人

に、支援が届くような政策というのはどのように

考えていらっしゃるか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

おっしゃるとおり、金利が上がるのは、プラス

マイナスあります。得する人、そしてローンを抱

えている方は、金利の上昇があくまでも予想され

るということで考えております。 

民間の調査では、おっしゃるとおり、９００品

目以上が上がると。 

この民間の調査はよく注意しなければならない

と思うのですが、極端に言えば１円上がっても１

品目ですし、生活に関係ない宝飾品が上がっても

１品目。それをよく考えなければならない。 

私がよく見ているのは、総務省統計局が発表し

ている消費者物価指数。 

まだ８年の４月までしか発表されておりませ

ん。５月分は間もなく発表されると思いますが、

それにおいて、物価指数は生鮮食品を除いて１.

４％、生鮮食品とエネルギーを除いて１.９％と

いうのが現状だと思います。 

それについては、年度末にプレミアム商品券

等々の物価高騰対策を取りましたので、それらで

今のところはカバーしていると考えております。 

ただ、これからについては不測の事態等々も、

将来のことですので、分からない部分もありま

す。 
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しっかりとこの辺の数字を見ながら、いかに

困っている方の助けになるかというか、そういう

政策を、常日頃、気に留めながら、考えていかな

ければならないものと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ごめんなさい。私の聞き

方が悪かったのか、これまでの政策については、

私も重々に評価もしているところです。 

例えば、今回、プッシュ型で全町民９,４００

人に渡しておりましたね。 

そういうやり方もすばらしいと思いますが、一

方で、いろいろな活動において、例えば価格転嫁

のできない農業者だとか、中小・零細企業、特に

生鮮食品を含めて非常に物価高騰していること

で、原価が上がっても、なかなかそれを価格に転

嫁できないで困っているような商業者だったりと

か、年金の方だったりとか、給料が上がっても、

そういった恩恵に預かれない人たちのカバーをど

のような形で考えていらっしゃるのか、お伺いい

たします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

先ほど述べました消費者物価指数が１.４か

ら、生鮮食品・エネルギーを除いても１.９で、

働いている方は給料がそれ以上に伸びていますの

で、その辺の方は給料でカバーできるのかなと

思っております。 

ただ、おっしゃるとおり、給料以外の方、特に

年金の方は、そういう給料ほど、５％とか、そう

いう数字で上がっておりませんので、この人たち

をどうするのかというのは、非常に大きな課題な

のかなと思っております。 

ですが、今年の年度末に行った物価高騰対策

は、年単位でカバーできるくらいの額だと思って

おりますので、これ以上、何か変な変動がない限

り、現状の物価高騰はカバーしているのかなとい

うふうに考えております。 

あと、価格転嫁できない業者の方については、

商品券と離れますし、消費者物価指数とは違う企

業の物価指数というのがまたありますので、それ

は本題から外れますから言及しませんけれども、

価格転嫁できない方に個別の対応ができるのか、

できないのか、一つの業種に絞っても、そこでも

価格転嫁できる人とできない人がいた場合、政策

としてはよくよく考えないと難しいのかなという

ふうに思っております。 

原材料が高騰したり、価格転嫁がなかなか難し

かったりという方については、一般的な消費者の

価格高騰対策とは全く別のものだというふうに考

えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 若干ずれてしまったら申

し訳ないです。 

今、私がプレミアム商品券を行ってほしいと

言っている一つの大きな理由として、町長も御存

じだと思いますけれども、既に２０２６年９月以

降に新規の手形発行をなくす金融機関が多くなる

と。 

あわせて、２０２７年３月以降に、手形の換金

は今の紙ベースがなくなると言われています。 

現在、プレミアム商品券の運用については、商

工会で手形によって換金しています。 

それで、少し急いでこういったものをやってい

かないと、来春以降や年度末から先になっていっ

たときに、金融機関と商工会、それと各商店とも

電子化でやり取りしなくてはいけなくなった場合

とかを想定すると、この夏以降、秋までの段階、

春が終わるまでの対策というのが必要なのではな

いかなと思って、今回、プレミアム商品券という

物をあえて出させていただきました。 

その点について、町長はどのようにお考えです

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

手形の決済については、おっしゃるとおり、電

子化ということですが、それは物価高騰とは違う

のかなと思っております。 

問題は問題ですが、それは物価高騰とは違っ

て、いろいろ商工会等と協議しながら、行政とし

て対策できることがあるのか、ないのかも含め

て、検討していく問題なのかなというふうに考え

ております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 物価高騰と手形のやり取

りが関係ないと言いますけれども、私は換金の問

題があるから、これは１セットだと考えていま

す。 

もしそれらが今までどおりできなくなったとし

て、物価高騰に対する何らかの支援というのは、

町長の中でどのように考えていらっしゃいます

か。 
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○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

物価高騰と手形は全く関係ないと私は思ってい

ます。それを言い出すと、電子決済全てが物価高

騰に結びついてしまいますので、これは明らかに

企業のコストだと思っております。ですので、物

を買ったりするときの物価ではないと考えており

ます。 

そして、一般的な物価高騰対策をどうするのか

ということですが、それは将来に備えて統計等を

十分に注意しながら見ていくと。 

必要なときには必要な対策が打てるように、

しっかりと準備しておくことが重要だと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） この後、同僚議員からも

ありますので、あまりくどくど言いませんけれど

も、基本的には国の施策の範疇でしか行わない考

えということで理解してよろしいですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

物価高騰ですので、全国的にそういう傾向があ

れば、当然、国は動くというふうに考えておりま

すし、それ以外に個別の特殊事情が上富良野町で

発生しているのであれば、それにこだわる必要は

ないというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 分かりました。 

２点目に行きます。 

水道事業会計の今後の見通しが明るいわけでも

ないことは、私も重々承知しております。この

間、値上げを行わず、施設の延命も行っていな

かったので、この先において今までどおりの収益

が上がらないのではないかということも分かって

おります。 

しかしながら、ライフラインである水道の料金

です。今の厳しい時代を乗り越えるためでもあり

ますので、夏の間の水を多く使う時期だけでも暫

定的に見直すというか、基本料金の減免だけでも

できないのか、お伺いいたします。 

同じくライフラインの電気・ガスは、今月から

若干値下げが行われております。 

町で会計を持つ水道事業についても、いつまで

もとは言いませんけれども、期間を限定した中

で、今を乗り越えるために、そういった考えはな

いのか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

水道料金の基本料の減免についても、さきの答

弁とかなり共通している部分があると思います。 

実は国から交付金が来てどうしようかといった

ときに、水道の基本料金の減免に充てることも、

一つの方法として検討いたしました。 

ただ、プレミアム商品券で配れば、水道料金の

軽減に充てるのか、何に充てるのか、家計のやり

くりによるところが大きいのですけれども、取り

あえずと言いますか、１万円補助したということ

で、当然、それは水道料金も包含されるものであ

るということで理解しております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 今後においても、そう

いったライフラインの限定的な減免はないという

ことで、理解させていただきます。 

続いて、２項目めの防犯カメラの件です。 

昨日の同僚議員に対する教育長の答弁は大変に

明確で、次年度には学校関係の防犯カメラ設置の

推進があると。すばらしい答弁だったなと認識し

ております。 

同じように、このタイミングと合わせて、防

犯カメラを設置するのがいいのではないかと私は

考えます。 

特に、西児童館・公民館・社教センターは、児

童生徒が多く利用する場所にもなります。こう

いったところで、防犯の安心安全。 

どのような人が出入りをしていたか、プライバ

シーとかの問題ではなく、不審者の侵入の予防の

ためにも必要なのではないかなと。 

こどもセンターはこれ見よがしに防犯カメラが

外へ向かって四方に設置されております。これは

非常に抑止力にもつながると思います。 

全ての会館に設置しろとまでは申しませんけれ

ども、せめて児童生徒が多く利用するような公共

施設は、早急に必要なのではないかなと思います

が、来年度、一緒に予算化することはしませんで

しょうか。お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

監視カメラとか防犯カメラ、いろいろ呼び名は

ありますけれども、録画機能のついたカメラです
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よね。それについては非常に効果的だと思ってお

ります。 

ただ、プライバシーは別と言いましたけれど

も、プライバシーも若干関わってくるのですが、

それを考慮しながら、カメラの目的は何だろうと

いうふうに。 

今、ついているところもありますし、ついてい

ないところはおっしゃるとおりです。 

カメラの目的は、施設管理の効率化。やはり管

理です。広範囲な施設や複数の拠点を小人数で、

大きな施設だと、人が巡回するより１人で監視し

ていく。そういう小人数で管理する。１人とは言

いませんが、小人数。 

そして、人手不足の解消になりますので、施設

管理のカメラというのは、そういう目的でついて

おります。 

プラス、トラブル発生時の対処、問題解決に、

非常に有効だと考えておりますので、今、おっ

しゃられました、特にお子さんがいっぱい来るよ

うな施設は、学校に準じて考えていかなければな

らないものだと思っております。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） まさしくおっしゃられた

とおりだと私も思いますので、ぜひこれは早い段

階でタイムラグなく、上富良野町の児童生徒の安

心安全を進めていっていただきたいと思います

し、そのような町長のお気持ちだったというふう

に考えます。 

２点目の、３点目とも一緒になるのですけれど

も、町全体の取組というところで、御答弁の中に

も先進自治体の事例などを考えてとありました。 

大きい町になるのですけれども、埼玉県にある

大学のキャンパスの中に、いっぱいつけたのです

よね。 

それによって、うれしいことに女性の学生の入

学が増えたとか。当然、保護者の安心もあります

し、治安に心配のあるような町でしたら、それが

抑止力になっているという効果もありました。 

また、これも大きい町ですけれども、川崎市の

商店街に１００台ほど防犯カメラを設置したので

すよね。 

そうしたら、自転車泥棒だとか、ちょっとした

犯罪が非常に減少したというデータもあります。 

これはやはり、先ほどおっしゃった、少人数で

施設を管理するのと同じように、そういった機械

を用いることで、エリアを監視できるということ

が大きいですよね。 

もちろん、録画機能つきであれば、リレー式で

画像を、これは警察に限定されますけれども、事

件が起きてしまった後の犯人の特定だったりと

か、足取りの確認だったりとかができますので、

私どもの町は安心安全な町だと思いますが、万が

一、何か大きな事件・事故があった場合の対応、

さらには今後も起きないための抑止の力として、

必要なのではないかと思います。 

個人情報に関するところについては、誰もが簡

単に見ることができないような規約をつくりまし

て、あくまでも防犯に関するものは警察がしっか

り監視していくということが大事だと思っており

ます。町内会とかに対しては。 

自分たちの商店街の店については、自分たちの

防犯に使っていただければよろしいと思いますけ

れども、そういった部分で、町の取組ですよね。 

全部が全部、町でお金を出せということではな

く、イニシャルコストの一部だとか、防犯の取組

の一環として、商店街等に設置する場合の何かし

らの補助というのが、今後、考えられるかどう

か、重ねて再質問させていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

商店街における店舗の防犯カメラは、ついてい

るところとついていないところがございます。 

ついているところは、窃盗とか、そういうもの

に関して、自分のエリアの、自分の財産の中です

から、自己防衛のためにつけている。 

道路とかもちょっと映りますが、メインはそこ

なのだろうと思っておりますので、そこに公費と

いうのは、ちょっと考えなければならないのかな

と思っております。 

そして、次に町内会とかのエリアを１台のカメ

ラでというのは、さらにちょっと難しい問題があ

るのかなという。解決できない問題ではないので

すけれども。 

個々の家に防犯カメラをつけてあればいいのか

もしれませんが、それを合理的にどこか１点でエ

リアを監視、もしくは防犯上つければということ

なのですが、プライバシーの保護、個人情報の保

護ではなくてプライバシーの保護というのは、憲

法に関わる問題です。 

個人の私生活上の自由の一つとして、承諾なし

に、みだりにその容貌等を撮影されない自由があ

ります。 

これをクリアするための判例があります。施設

の中ではなく、公のところにカメラを設置するに

は、判例から、その目的と必要性、方法、画像の
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管理方法などを総合的に判断しないと、そこに住

んでいる誰かにやめろと訴えられた場合、非常に

困るのかなという。 

そういうような事柄に公費を入れるのはどうな

のか。 

今、設置しているところは、多分、問題解決し

てつけていると思います。 

そういうコンセンサスが大前提になりますの

で、そう簡単ではないのかなと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 今、自動販売機に監視カ

メラがついているのもありますし、いろいろなコ

ンセンサスをクリアして、やっていただける方向

に進むことを期待申し上げます。 

続きまして、３項目めの白銀荘の料金改定の問

題です。 

料金を現況に合わせて改定することで、燃料費

の高騰等があったとしても、赤字になりにくい。

現在は黒字ですけれども、物価上昇への対応もで

きますし、十分な収入が確保できれば、維持の改

善、掃除や設備のメンテナンスの質も上げられま

す。 

多分、ここは大事なことだと思うのですけれど

も、施設の更新を計画的に行うこともできます。 

そのような中で、現在の白銀荘の利用料金の改

定が望まれます。そこが大前提にあるのですけれ

ども、そうすると、町民のメリットが失われてし

まう可能性もあるので、ここは町民価格を独自に

やることが、私は非常に必要だと思います。 

二重価格にすることで、利用者が不利益を被る

懸念があるというのは、分からないでもないで

す。 

基本的には、施設管理者が運営管理コストを計

算した上で、町に料金改定の条例のお願いをする

という御答弁でしたが、私が現場で料金を上げな

いのですかと聞いたら、私たちでは上げられない

のですという回答をいただいたので、あえて町で

イニシアチブを取った中で、料金改定が必要なの

ではないかなと思い、このたび質問させていただ

きました。 

これは、白銀荘を運営する管理側から料金改定

の依頼が必要ということでよろしいですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

私たちでは上げられないというのは、そういう

ことはないと思います。 

条例も読んでいただければ、従業員の方に読め

と言っているわけではございません。議員であれ

ば、条例とかを読んでいただければ、理解できる

のかなと思っております。 

条例に書いている以外で、何か圧力があるのか

と言うと、そういうことは全くございません。 

施設管理している指定管理の側から、コストを

計算して、上限は条例で決めておりますので、上

限の中では自由に発議してもらって構いません

し、上限を超えてほしいのであれば、条例改正が

必要ですので、基本的に指定管理側から要望が出

てくるというのが、この制度の姿だと考えており

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 施設管理者側から上限の

中で利用料金・宿泊料金を含めた値段の提案を受

けた中で、それが妥当か、どうか検討されるとい

うことですか。 

今は７００円が上限ですけれども、仮に１,５

００円にしたいという話が施設側から上がったと

きは、どの段階で条例改定というのが意思決定さ

れるものなのですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

例えば今の話、１,５００円にしたいという声

が上がってくれば、通常の条例と同じ手続を踏み

ます。 

もちろん、条例改正ですから、役場としての意

見と言いますか、施策も絡んできますので、町民

のそういうのも含めて、現場と協議しながら進め

ていかなければならないと思っております。 

そのときには、指定管理側と町との合意が必要

ですし、合意が形成された後には、普通の条例と

同様に、議会に上程される流れになります。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 理解させていただきまし

た。その流れをもって条例改定。 

そして、町民の健康増進と福祉推進のための、

いわゆる町民サービスの部分も、運営側の自由裁

量の中で決定できるということでよろしいです

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

基本的には自由裁量で決められますし、こちら

から要請することもありますが、要請した場合で



 

 

72 

 

も、やはり経営判断が、その割引については現場

の経営者側の意見が重要なのだろうと考えており

ます。 

町が福祉施策をやりたいと。それを公金で補え

ば別かもしれませんが、一般的な割引を委託する

ほうから申し述べると言いますか、そういうこと

はないと考えております。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 分かりました。 

現場と行政側との行政手続の中で、もしかした

らそごが起きていたかもしれないので、取締役と

社長がここにいらっしゃいますので、そこは内部

の管理をしっかりしていただいて、今後のサービ

ス向上と施設管理・運営、それと町民の福祉、健

康増進、全て網羅した中での料金というものを進

めるベースをつくっていただきたいと思います。 

それで、ちょっとダブるのですけれども、２項

目めになるのですが、いろいろ提携してサービス

をするというのも、向こうの裁量で金額を決めて

やってもいいということですよね。 

オーバーキャパになっているとか、一方で売上

の低下が図られるとか、そこまで値段を下げなく

てもいいというのが私の考え方だったのですけれ

ども、その裁量も向こうにあるということでよろ

しいですね。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

そのとおりで構いません。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） それでは、私からも伝え

ますけれども、愛される施設、そして皆様に望ま

れる施設であって、さらに上富良野を代表する施

設であるべく、白銀荘をこれからも長く運営・管

理していただいて、多くのお客さんが来ていただ

くことを期待いたします。 

最後になりますけれども、教育長、今、全ての

学校の教室はネット環境がいいということでよろ

しいですね。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ５番金子議員の御質問

にお答えします。 

現在、子どもたちが学び続ける各教室につきま

しては、全てＷｉ－Ｆｉ環境が整っており、答弁

でも申し上げましたとおり、文科省の基準にはお

おむね達している状況になっております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） その中で、職員室とかの

ネット環境は、これから調べるということです

か。それとも、完全に設置されていないというこ

となのですか。 

○議長（中澤良隆君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（上嶋義勝君） ５番金子議員の

御質問にお答えをさせていただきます。 

先ほど教育長も答弁させていただいたとおり、

通信環境はＧＩＧＡスクール構想の初期段階の整

備として整っております。 

現状、児童生徒が使用する教室につきまして

は、無線ＬＡＮで対応させていただいておりま

す。 

職員室につきましては、基本、有線で対応して

おりますが、現状の使い方、運用によっては、各

校によっては、職員室でも児童生徒が使う無線Ｌ

ＡＮを活用して、Ｗｉ－Ｆｉでつないでいるとい

う学校もございますが、整えている分は有線ＬＡ

Ｎの通信環境となっています。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 有線は引かれていますけ

れども、無線については今後の整備ということで

よろしいですか。 

というのも、教室は大丈夫だと言うのですけれ

ども、２０３０年にデジタル教科書を導入する予

定ですよね。 

それらに対応するのも、例えば教職員として

も、無線ＬＡＮでないと望ましくないのではない

かと思うので、職員室についても、今後、整備予

定ということでよろしいですか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ５番金子議員の、児童

生徒が学ぶ教室と先生方が準備する職員室の環境

について、今回、町内４校の学校に実態を確認し

たところ、４校全部が一致していないことが分か

りました。 

有線ＬＡＮのままになっている学校も１校ござ

いましたが、他の３校においては、有線ＬＡＮの

職員室においてもＷｉ－Ｆｉがつながるような環

境で、先生方が自分たちで使っている状況があり

ました。 

その辺の環境が混在していることが分かりまし

たので、今年度、アセスメントをきちんと調査し

て、要る機械と要らない機械、業者からは、それ

が災いをしている機器も一部あるような報告を既

に受けていますので、これはしっかりとアセスメ

ント調査をし、この辺の環境につきましては、来

年、あとデジタル教科書に向けた環境整備に努め
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ていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、５番

金子益三君の一般質問を終了いたします。 

暫時休憩といたします。 

─────────────── 

午前１１時０６分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

─────────────── 

○議長（中澤良隆君） 会議を再開いたします。 

４番米澤義英君の発言を許します。 

○４番（米澤義英君） さきに通告してありまし

た４点について質問いたします。 

一つ目は、物価高騰による支援対策についてで

あります。 

今、中東情勢の悪化を背景に、梱包資材やエネ

ルギーコストの上昇分を価格転嫁する動きが出て

きています。 

帝国データバンクでは、６月の値上げを予定し

ている飲食料品が１,０７８品目になると調査結

果を発表しました。 

物価高の影響で、生活の困窮している町民は生

活費用を切り詰め、飲食・建設・農業者において

は仕入れ原価の上昇や資材・肥料の確保が困難、

医療や福祉関係では必要な物資の確保が厳しく

なってきているなど、大変な状況が伺えます。 

町は、物価高騰で影響を受けている町民の現状

を把握し、早急に支援策を講じることが必要だと

考えますが、答弁を求めます。 

次に、老後の在宅支援の強化についてお伺いい

たします。 

町においては高齢者人口が約３割を超えまし

た。高齢者は身体の健康状態によって、病院や介

護施設などに頼らざるを得ない状況もあります。

退院後、高齢者を支えるための支援体制もありま

すが、今後、医療と介護との連携がさらに必要に

なると考えています。 

次の点について、答弁を求めます。 

一つ目は、退院後の支援のためには医療・介護

施設が持っている情報を地域の医療・介護施設な

どで共有できるような基盤整備が必要と考えます

が、現状と今後についてお伺いいたします。 

二つ目は、病院で治療を終えた高齢者は、在宅

か介護施設を望むのか、選択を迫られる状況があ

ります。 

病院にソーシャルワーカーなどの確保や、高齢

者の生活を支えるための個別の協議体制が必要で

はと考えますが、現状と今後の対応についてお伺

いいたします。 

三つ目は、訪問診療とリハビリ機能体制の充実

がさらに必要と考えます。リハビリや機能訓練を

病院や介護施設等で実施しているところもあると

考えますが、現状と今後の課題についてお伺いい

たします。 

次に、在宅福祉サービス支援についてお伺いい

たします。 

除雪・配食サービス事業等の在宅支援サービス

は、利用者からも大変喜ばれています。除雪や寝

たきり者等のおむつ購入費助成は、利用者におい

ては町民税非課税世帯などの制約がありますが、

課税世帯であっても、おむつを必要とする人や虚

弱体質で除雪が困難な世帯もあると考えます。 

こういう人たちが利用できるような体制づくり

が必要かというふうに思います。一部負担を求め

ながら、制度の見直しも必要と考えますが、答弁

を求めます。 

次に、乗合タクシーについてお伺いいたしま

す。 

令和７年度までは、町が民間のタクシー業者に

委託して、乗合タクシーの運営をしておりました

が、人手不足などの要因で、この４月からは町が

事業主体として実施されております。 

利用者からは、以前のような運営体制に戻らな

いのかなどの意見も出されており、改善が必要と

考えますが、乗合タクシーの現状と今後の対応に

ついてお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の４項目の

御質問にお答えいたします。 

まず、１項目めの物価高騰による支援対策につ

いてであります。 

物価高騰の現状について、町の独自データなど

は持ち合わせておりませんので、国の示す消費者

物価指数や値上がりの品目数などの数値から、町

の状況を推察するところです。 

また、国内企業物価指数は、消費者物価指数よ

りも大きく上昇しているため、事業者への影響も

少なくないと考えられます。 

一方、町民税は伸びが見られ、一定の賃上げ効

果が給与所得の改善になっているとも考えられま

す。 

物価高騰対策については、これらを全体的に考

慮すべき状況にあると感じております。 

昨年度末から現在において、町では価格高騰緊

急対策（生活支援）給付金事業、物価高対応子育

て応援手当支給事業、生活応援商品券給付事業、
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また住宅新築費助成事業などの施策を実施してお

り、加えて認定こども園から上富良野高校の生徒

に至るまでの給食費無償化など、昨年の国の補正

予算の繰越し等も含め、物価高騰に対応する施策

を行い、現在も引き続き対応している事業もあり

ます。 

また、６月下旬以降からは、物価高対策緊急支

援事業（道民生活応援ポイント給付事業）の申請

を予定しているところであります。 

このような中で、町の限られた財源では、現在

のところ、町独自の施策を早急に対応することは

難しいものと考えております。 

今後においても社会情勢をしっかりと注視しな

がら、今後、国・道などの物価高騰対策におい

て、町の対応が必要なものに対しては遅滞なく対

応していくよう、取り組んでまいりますので、御

理解を賜りたいと存じます。 

次に、２項目めの老後の在宅支援の強化につい

ての３点の御質問にお答えいたします。 

まず、１点目の医療と介護施設等の情報共有に

ついてであります。 

現状におきまして、退院が間近となった患者

で、退院後に介護サービスが必要である場合、医

師と退院後の暮らしについて相談し、要介護認定

を受けるなどの事務手続を進め、患者が在宅サー

ビスを選択した場合、デイサービスやホームヘル

パー、住宅改修等の介護サービス等が受けられる

よう、地域の介護支援専門員と契約し、調整を

行っております。 

退院後に引き続き医療的な管理が必要な場合に

は、訪問看護に引き継がれ、自宅で医療を受ける

場合もあります。 

患者が施設入所サービスを選択した場合、身体

状況、経済状況、家族状況、希望する地域等を総

合的に勘案しながら、患者が希望する施設に入所

できるよう、調整が図られ、病院が目指す退院時

期と介護保健施設の受入れ可能な時期と合わない

場合、患者が希望する介護施設に移ることができ

ないことがあります。 

病院が行う退院支援において、日常から介護施

設等の情報を整理し、円滑に調整できるよう、基

盤整備は大変重要と認識しており、今後におきま

しても、医療と介護の情報ツールとして、介護

サービスが必要とされる方へ、介護医療連携手

帳、通称ささえあい手帳を交付し、かかりつけの

医療情報や診療情報等について、患者の情報が関

係機関へ伝達できるものとして御利用いただくよ

う、努めてまいります。 

次に、２点目の退院後の生活支援の個別協議体

制の現状と対応についてであります。 

町立病院におきましては、看護師長及び看護師

長職を経験した再任用職員を中心として、退院を

控えた高齢者に対する個別相談や、関係者による

退院時のカンファレンス（共同協議）などを実施

し、退院調整を行っているところであります。 

しかしながら、近年、単身世帯や認知症高齢者

の増加に伴い、生活支援ニーズの多様化など、解

決すべき課題も多々生じております。 

これらの多様な課題へ対応し、他機関との連携

をさらに強化するためには、メディカルソーシャ

ルワーカーなどの専門職を配置した地域連携室の

設置が必要と認識しております。 

一方で、専門職の採用に当たりましては、職員

定数に沿った適正配置を考慮しつつ、人件費の増

加を伴うことから、経営状況を勘案し、費用対効

果の検証を行い、設置の検討をしてまいりたいと

考えておりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

次に、３点目の訪問診療とリハビリ機能体制の

現状と課題についてであります。 

町立病院での訪問診療は、過去に内科医が３名

体制であった頃まで実施しておりましたが、その

後、対象がいなくなったことから休止し、以降、

内科医が２名体制になったことや、経営的な採算

性の問題などから、現在まで再開には至っており

ません。 

また、リハビリ体制については、現在、正職員

の理学療法士１名と作業療法士１名及び会計年度

任用職員の柔道整復師１名の計３名体制で業務に

当たっております。 

院内におきましては、外来診療でのリハビリや

病棟における在宅復帰へ向けたリハビリを提供し

ているほか、介護医療院においても入所者の筋力

低下防止のためのリハビリを行っております。 

さらには、院外におきましても、訪問リハビリ

を実施しているところであります。 

現在の患者数に対し、職員３名によるサービス

提供が、経営的に最も効率的な体制となっており

ます。 

今後、患者数が増加した場合の対応につきまし

ては、需要の動向を見極めながら、収支状況のシ

ミュレーションを行い、事業の充実や拡大につい

て適切に判断してまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

次に、３項目めの在宅福祉サービス支援につい

ての御質問にお答えいたします。 
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まず、除雪支援についてでありますが、町民税

非課税世帯の独居高齢者や高齢者のみの世帯、ま

たはこれに準ずる世帯で、自力で除雪が困難な要

介護認定者、虚弱高齢者及び障がい者等を対象

に、日常生活の維持や救急通路の確保に必要な範

囲で支援を行っており、例年約１００件の御利用

をいただいております。 

次に、寝たきり者等おむつ購入費助成につきま

しては、寝たきり状態や認知症などにより、常時

おむつを必要とされる町民税非課税世帯の高齢者

等に対し、月額５,０００円を上限に、購入費の

一部を助成しております。 

本事業の利用者につきましては、令和５年度以

降減少傾向にありますが、これは対象者の方の施

設入所や御逝去に伴うものと分析しているところ

であります。 

本サービスは町の福祉施策として実施している

事業であることから、対象者やサービス内容に一

定の基準を設けることについては、他の福祉サー

ビス同様に御理解を賜りたいと存じます。 

また、今後の制度設計や対象範囲の在り方につ

きましては、次期介護保険事業計画の策定に向け

た重要な検討課題として位置づけ、具体的な検証

を進めておりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

次に、４項目めの乗合タクシーについての御質

問にお答えいたします。 

予約型乗合タクシーにつきましては、平成２５

年より町内タクシー事業者２社へ委託により運営

してまいりましたが、そのうち１社から諸般の事

情により３月末をもって廃業するとの申出があり

ました。 

残る１社においても、深刻な運転手不足等によ

り単独での運行継続が困難であったことから、令

和７年度末をもって民間事業者による運行が終了

いたしました。 

乗合タクシーは、町民の皆様、特に高齢者や移

動手段を持たない方々の通院や買物など、日常生

活を支える生命線であります。 

そのため、住民の皆様の移動手段を途絶えさせ

ないよう、令和８年４月から緊急的かつ暫定的な

措置として、町が事業主体となる直営へと切り替

え、運行を継続しております。 

４月からの運行体制といたしましては、運転業

務員として会計年度任用職員を任用し、町の集中

管理車両から２台を乗合タクシー用車両として確

保した上で、対応に当たっております。 

議員の御質問のとおり、利用者から以前のよう

な運営体制に戻してほしいといった御要望や御意

見が寄せられていることは、町としても真摯に受

け止めております。 

しかしながら、民間事業者における現状に鑑み

ますと、即座に以前の運用形態へ戻すことは非常

に厳しい状況にございます。 

今後におきましては、現在、お寄せいただいて

いる御意見等を踏まえつつ、次年度以降の安定的

かつ持続可能な運行体制の確保、さらには地域公

共交通全体の再構築に向けて、あらゆる手段を視

野に入れた検討を進めてまいりますので、御理解

を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 最初に、物価高騰に対す

る対策についてお伺いいたします。 

同僚議員も述べておりましたが、この物価高騰

は、地域の産業や暮らしにも大きな影響を及ぼし

ております。 

ある農家の方に聞きましたら、肥料が昨年から

比べても１.１８倍、２倍という形になってい

て、広い面積になると、従来よりも１,０００万

円ほど支出が増えるのではないかというような話

であります。 

また、来年度以降、ビニールハウス用のビニー

ル等を確保できるかどうか分からないという情報

があって、なるべく現在使っている物を長く使う

ような対策も講じてほしいというような話が出さ

れております。 

先ほど同僚の議員も述べていましたが、農家と

いうのは価格を上乗せすることがほぼできませ

ん。需給によって上下するというような、非常に

不安定な部分もある形です。 

また、一般の商店でも、借入れをしている方も

いますし、それを価格に転嫁できるかどうかとい

うことになると、非常に難しい場合もある。 

一部、価格に上乗せしている場合もあります

が、そういう中で、このまま営業できるかどう

か、非常に難しい状況に来ている方もいて、切羽

詰まった状況になっているというのが現状です。 

また、一般の方でも、生活困窮者や年金暮らし

の人も、生活費の切り詰めを行っていると口々に

語られております。 

この間、町では国の物価高騰対応重点支援地方

創生臨時交付金等を使い、産業や町民の生活を支

えるための独自の対策もしっかり取られてきてい

ることは十分理解しております。 

しかし、今、町長がおっしゃったような、給料
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も一定程度上がっている部分はあるかもしれませ

んが、相対的に見ましたら、年金が上がっていた

としても、物価高騰に間に合わない、追いつかな

い実態であります。 

家族数が多ければ多いほど、こういった出費等

につながって、なかなか暮らしが大変だというの

が、共通した状況になっております。 

当然、そういうことを理解されていると思いま

すが、町長の認識として、こういう実態をどのよ

うに理解されているのか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

まず、農家の方です。経費が１,０００万円上

がるかもしれない。肥料等の価格は、消費者物価

指数と全く桁が違うくらい、上がっているのが事

実です。産業に与える影響というのは、おっしゃ

るとおりです。 

ただ、１戸当たり１,０００万円とすると、上

富良野で掛ける２５０として、２５億円になって

しまいますので、なかなかこれを町独自に単費で

補塡するのは本当に至難の業。現実的には難しい

のかなと思っています。 

数年前にも肥料の価格が高騰したときは、国が

動いて、それに道と町もプラスアルファして、肥

料高騰対策を打ったことがございます。 

今回も全国的に起こっている問題、スケールも

違いますので、町としてぜひ国の出動を要請して

いきたい。 

農業に限ったことではないと思います。今、い

ろいろとエネルギーや電気料などは国の補助金が

入って、ある程度、価格が抑えられております

が、それ以外の企業が原材料として求めている物

の高騰についても、しっかり対応してほしいです

し、我々首長としても声を上げていきたいと考え

ております。 

米や野菜、生鮮食品などは、おっしゃるとお

り、市場で価格が決まっております。需給環境で

決まっておりますので、そういうことも鑑みて、

国に強く要請していかなければならないと思って

おります。 

あとは、一般消費者、低所得者の方。実態は生

活が厳しいから低所得者、低所得者だから生活が

厳しい。そういう状況にあります。家族数に応じ

ても、いろいろ状況は異なると思っております。 

ただ、交付金などは世帯に交付したものもあり

ますし、掛ける人数で交付したものもございます

ので、当面のと言いますか、物価高騰対策には十

分機能したと思っております。 

ただ、本当に厳しいのは分かっております。例

えば失業して厳しいのか、それとも家族が多くて

学費がかかるとか、いろいろ原因があって、それ

が本当に物価なのかどうかというのを見極めて、

物価ではないとしたら、真の原因にちゃんと手当

てしていかなければならないということです。 

状況をしっかりと見極めると言いますか、それ

は常日頃から行っていかなければならないものだ

と考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 実態は町長もよく御存じ

だというふうに思います。 

建設業界も、関連する設備業界に至っても、資

材の高騰がひどい。どういうわけか、上がってく

るという状況で、非常に先行きの不透明さを訴え

ています。 

あと、塗装業者もそうですが、こういった不安

というのは、経済の見通しが立たない状況の中で

生まれてきているというのが根本的にあります。 

中東における問題がありますし、まだまだ不安

定な要素がありますので、今後、町として、こう

いう実態調査をさらに小まめに行って、この町の

人たちや業者の人たちがどういうことを望んでい

るのか、まずこういったところから踏み込んで、

何が求められているのかというところをしっかり

抑えながら、今後の対策を取る必要があると思い

ますが、この点はいかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

まさに、今、言われたような業種・業界におい

ては、先行きが不透明で不安があると思います

し、実際、物がありませんので、非常に困ってい

るという状況にあると思います。 

これらにつきまして、問題解決はなかなか難し

いのかもしれませんが、町として何ができるのか

というのを、個人個人に聞くのにプラスして、業

界の団体、経済団体等もありますので、商工会と

か、それらも含めて、何が必要なのか、町で何が

できるのか、町は国に何を要望したらいいのか、

何が原因なのか、そういうのを詳しく、連絡を密

にしながら、問題解決に当たらなければならない

のかなと考えております。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） この間、町長もおっ

しゃっていましたが、肥料に対する独自策、上乗
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せ策もしながら、やってきたという状況がありま

す。 

年金で暮らしている方は、この間、年金も何ぼ

か上がりましたが、ただ物価高騰には追いつかな

い中で、生活を切り詰めている状況があります。 

こういった現状を踏まえて、今後の国・道の要

請も踏まえながら、あるいは国・道の対応を踏ま

えながら、支援策を取るのも必要かと思います

が、もう既に影響を受けている人たちが現実にい

るわけですから、そのことを考えたら、少なくと

も、町独自のいろいろな財政を使いながら、基金

だとか、そういうものを使いながら、早急に支援

策を打てる部分もあると思います。 

そうしながら、まちづくりを進めていかなけれ

ばならないというふうに思いますが、そういうこ

とは拒否されますか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

物価高騰がベースにありますが、賃金上昇もあ

りまして、おっしゃるように、働いていない人、

端的に言いますと、年金の方は賃金上昇や経済成

長の恩恵を受けていないことになります。 

それらについては、注視していかなければなら

ないと考えておりますが、春に行った交付金は１

世帯当たり、それと個人１人当たりがありまし

て、少なくとも１人世帯であれば２万円は交付で

きたと思っております。 

年間の物価高騰が２％だとして、生活費に幾ら

かかっているかの分母が分かりませんので、あれ

ですけれども、１０万円としても２,０００円。

それが１２か月で２万４,０００円。 

大体、その当時、春の時点での当面の物価高騰

対策はできたのだろうと考えておりますが、今

後、物価もどうなるかも分かりませんので、その

辺は十分注視していきたいと思っておりますし、

国の制度・政策もありますので、それらも含め

て、しっかりと対応していきたいというふうに考

えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 昼食休憩の時間が迫って

きていますが、このまま米澤議員の質問を持ち時

間が終わるまで続けたいと思いますので、御了承

いただきたいと思います。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 基金などを使った対策は

拒否されていなかったかと思うのですが、拒否さ

れているような雰囲気でもあったのですが、非常

に切羽詰まった状態ということがあります。 

確かに、１人当たりの給付金・支援金等もあり

ましたし、それは町民の方も非常に喜んでいると

ころですが、もう既にいろいろ出費が多い時期で

もありましたので、そういうお金の問題だけでは

なくて、暮らしを支えるという点で、本当に早急

に具体的な対策を取るべきだと思います。 

そこで、町長、押し問答になるのかもしれませ

んが、ぜひ真剣に考えていただいて、早急に臨時

会を開くなり何なりしながら、こういう問題の具

体的な支援策を取ってほしいと思いますが、そう

いう現状も踏まえて、実態調査も踏まえて、この

点を再度確認したいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

現状、春に行った交付金のプレミアム商品券

等々について、効果はいまだに続いていると認識

しております。 

前提とする状況が大きく変わるのであれば、そ

れはすぐにでも対応していかなければならないと

思っておりますし、この状況が続くのであれば、

この状況が続いていくのかどうなのか、春に配っ

たやつですので、その効果が未来永劫に続くとは

私も思っておりませんので、その辺を見極めなが

ら、緊急なときには臨機応変に対応していきたい

というふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） ぜひ具体的な動きをして

いただきたいというふうに思っております。 

次に、老後の在宅支援の強化についてお伺いい

たします。 

近年、上富良野でも高齢者人口が３割を超える

状況になっております。 

身近なところにも、病院から退院後の在宅をど

うしたらいいのか、もしくは施設入所を考えてい

るのだけれどもという形の中で、ここにも書かれ

ておりますが、町の支援体制が取られて、つない

でいただいている状況も確認しております。 

私がここで言いたいのは、もう一つ、それぞれ

の事業所が、例えばＡという方が病院から退院し

て在宅で過ごしたいとかが要求としてありますか

ら、ここに書かれているささえあい手帳というの

があります。 

このささえあい手帳を見れば、その情報が一目

瞭然で、患者の情報がそれぞれの医療機関や介護

機関につながるというようなことなのかなと思い
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ます。 

時間もありますので、率直に言わせてもらいま

すが、これを見ましたら、情報が全く書かれてい

なかったりします。 

一部、お薬手帳がその中にあって、どこの医療

機関にかかっているのかというのは分かるのだけ

れども、本来でしたら、ささえあい手帳の中に履

歴があって、何か月前まではどこの医療・介護施

設を利用していただとか、そういった大切な履歴

を記入するのが、このささえあい手帳だというふ

うに思っております。 

ところが、実態としては、ここに必要な情報が

記入されていない場合もあります。 

全てではないのかもしれませんが、ここら辺の

実態をきちんと抑えられているのか、お伺いいた

します。 

○議長（中澤良隆君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤議員の

ささえあい手帳の件について、お話させていただ

きます。 

こちらの手帳につきましては、基本的には介護

認定を受けた方に交付させていただいて、基本情

報は我々が記入し、使ったサービスだとか医療の

ほうで、さらに追記してもらうようになっている

ところでございます。 

こちらの在宅に向けた支援は、まずは退院する

方と次の行き先についての話になってきますの

で、そこに必要な情報は、それぞれの機関で記入

していただいたり、それに伴って、介護が必要な

方には必ずケアマネジャーがついていたりします

ので、基本、その方が記入すると。 

対象者に記入してもらうことが難しいのは御承

知の上でございます。 

その上で、この手帳を御利用いただいているの

が現状でありますが、実態といたしまして、その

先の内容がきちんと手帳に追記されているかまで

我々が確認するのは、なかなか難しいところがあ

りますので、今後においても、ケアマネジャーや

関係機関等に情報を共有しながら、この手帳が

きっちり活用されるように努力してまいりたいと

考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 自分で書かなければなら

ない状況です。恐らくそういう方たちは、なかな

か書けないと思うのですね。 

担当の課長がおっしゃったように、ケース

ワーカーの人だとか、ケアマネジャーの人だと

か、病院の方だとか、それぞれ情報のやり取りは

あるのかもしれませんが、ここに来て問題になっ

ているのは、今、叫ばれている情報の一元化で

す。 

この間の北海道新聞の中でも、名寄だとか、南

空地だとか、そこら辺では、地域の病院や介護施

設が一体的に情報をきちんと管理しながら、次に

すぐ入所される方、Ａというところを利用される

方、事前に病院履歴はどうだったのかということ

が見られて、素早くＩＴという形での情報が、い

わゆるデジタルを駆使して、一元化して、このＡ

という人に対する支援をどのようにしたらいいの

かということも含めて、情報がきちんと取れるよ

うな仕組みなのです。 

ここで言っている、地域連携室というのがある

と思います。 

この地域連携室がこれに当たるかは分かりませ

んが、恐らくこういった類の中で、地域の情報を

一元化して、在宅支援に結びつけたり、施設入所

に結びつけたりするような支援体制が、上富良野

町でも必要だと思います。 

今、見ていましたら、それぞれ全くやっていな

いということではありません。 

介護施設や、ケアマネジャーの方、いろいろな

ところで情報を集めながら、各支援につなげて

いっていることは、十分承知をしておりますが、

同時にＩＴ技術を利用しながら、在宅支援に結び

つけていく。 

イメージとしては、今まで介護計画で言えば、

こういう流れが示されています。 

ここに、医療が中核にあって、病院が中核に

あって、そこの下に、介護施設だとか各部署と一

体となって、情報提供を行いながら、在宅支援す

る状況になっているのですね。 

町もこういった情報体制をつくって、より在宅

支援を密に、密にやっていないという語弊が生ま

れるかもしれませんが、そうではなくて、より充

実した支援体制を取る必要があるというふうに思

います。 

町長、ここで担当の方に任せず、町長がしっか

りとそういう情報を聞きながら、在宅支援の在り

方というのを見直す必要があるのではないかと思

いますが、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

情報の一元化、ＩＴ、デジタルを用いた、マイ

ナンバーカードを用いるのかもしれませんが、そ
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れらを含めて一元化。 

町立病院は町立ですけれども、福祉施設は町立

のものもありますが、民間のものもあります。そ

れらを含めて、一元化するというのは、現代社会

において当たり前のことなのかもしれません。 

民間も端末とかを置いたりして、ひょっとした

ら負担もあるかもしれませんので、先進事例もよ

く研究しながら、今後はそういうふうに遅かれ早

かれ、早いほうがもちろんいいのですが、向かっ

ていくのだろうなというふうに、今、米澤議員の

お話を聞きながら、そういう所感を持ったところ

です。 

町としても、デジタルにするか、ＩＴにするか

は別として、受益者と言いますか、利用者の利便

性が第一に来るかと思いますので、それを改善で

きるのであれば、それに向けてしっかりと調査・

研究、また努力を進めていかなければならないも

のと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） さらに、こういう例があ

ります。リハビリを受けている方がいて、デイ

サービスだとかを利用しに富良野まで行ってい

る。町にそういった施設があれば、もっと利用し

たいという方もいらっしゃいます。 

確かに、機能的には、介護医療院に入所してい

れば、そういった体制を受けることができるかと

思いますが、それ以外はリハビリ機能という形

で、訪問介護・看護を受けながら、支援対策を受

けることもできるかもしれません。 

ただ、これからの在宅支援や介護の問題を考え

た場合に、一定程度の人がいれば、町立病院でも

体制という形で。その部分的な部分だと思うので

すね。 

制度は分かりませんが、一般の介護制度を利用

している方が、病院に行って受けるとなると、恐

らく難しいのか、ちょっと分かりませんが、そこ

ら辺はどのようになりますか。 

○議長（中澤良隆君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ４番米澤議員

の御質問にお答えいたします。 

先ほど米澤議員がおっしゃっていた、介護認定

者に係りますリハビリにつきましては、現在の介

護保険制度でありますと、その人が行ってリハビ

リを受ける通所リハ、そして病院でもやっていま

す訪問をしてリハを受ける訪問リハ等がございま

すけれども、町立病院といたしましては、先ほど

の答弁にも書かせていただいたとおり、現状の人

数では、病院側のリハビリ、介護医療院のリハビ

リ、そして訪問リハビリにつきましては件数が少

ないというか、現在、１件にとどまっていますけ

れども、そちらの余力がないというような状況に

なっています。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） そういう形の中で、医師

の確保だとか、いろいろ課題はあります。 

ただ、そういう課題も含めて、乗り越えていか

なければならない局面に来ていると考えておりま

す。 

さらに長期的な展望の中で、そういう体制を考

えていただきたいというふうに思います。 

再度確認したいのですが、この地域連携室とい

うのは、どういう目的、内容になっているのか、

お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ４番米澤議員

の御質問にお答えいたします。 

こちらに書かれています地域連携室は、病院で

言いますと、先ほど来から説明していました退院

の後の調整がメインの業務だと認識しています。 

地域連携というのは、ここに書いてあるとお

り、病院からそれぞれの各関係機関と連絡を取り

合って、スムーズな退院を目指すというものが設

置の目的かと思っています。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） そういう意味では、非常

に大切な部署になるわけです。 

高齢で介護されている方の実態は、非常に大変

な状況があります。自分自身が虚弱体質で、考え

る力とかが弱くなるとか、そういう状況がありま

す。 

どちらか片方が、いっとき元気に動いていて

も、何かの要因でちょっと体が弱くなり、お互い

支援することもできなくなると。 

そういうときに、介護を支援する側の体制が

しっかり整わないと、在宅といっても成り立たな

い大きな問題が、僕自身、ちょっと見えておりま

す。 

そういうものも含めて、地域の連携の在り方を

再度考える必要があると思っております。 

今後、リハビリ機能やそういったものを構築す

る上で、どういう体制で、そういう人たちの支援

ができるのかという体制づくりが非常に重要だと

思っておりますので、町長にこの点をお伺いいた

します。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 
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○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

議員のおっしゃるとおり、体制づくりが重要で

あるというのであれば、そうだと思いますし、民

間の介護施設等も含めての話になると思います

が、しっかりと問題意識を持って、地域の医療・

福祉の問題は、それ以外にもいろいろあります

が、それらの課題の一つに取り上げて、将来、解

決できるように、一歩一歩、もしくは機会があれ

ば、そのときには解決できるように、しっかりと

課題を持ちながら、業務や経営に当たるというの

が、我々の姿だろうと思っております。 

これからも、その辺の意識を持ちながら、しっ

かりと業務を進めてまいりたいと思います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） いろいろな課題もたくさ

んあるかと思いますが、問題点をきっちりと明ら

かにすることが何よりも大事だと思います。 

その体制づくりのために、いろいろな角度から

検証する必要がまだまだあるかと思います。 

全く職員の方が頑張っていないとか、そのよう

なことを言っているのではありませんので、それ

だけ申し添えて、次は在宅支援サービスについて

お伺いいたします。 

寝たきり等の方や、あるいは普通に生活してい

ても、おむつというのは非常に重要です。 

寝たきりの方を介護していたら、尿がパンパン

になって、すぐおむつを取り替えなければならな

いという状況もあります。 

また、介護施設を利用していても、動くもので

すから、すぐに尿漏れを起こすとか、そういうふ

うになって、おむつを利用する頻度も結構あると

思います。 

今、町では非課税世帯だけが対象でありますけ

れども、除雪サービスにしても、おむつにして

も、課税対象の方にも広げる必要があるのではな

いかと考えておりますが、この点について、どの

ようにお考えなのか。 

今後の介護計画等の策定において検討するとい

うふうになっておりますが、この点をお伺いいた

します。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

町の福祉施策としてのサービスでありますの

で、回答のとおり、次期介護保険事業計画の策定

に向けてということになります。 

繰り返しになりますが、福祉施策として実施し

ておりますので、一般町民対象のサービスではな

いというのは御理解いただけると思います。 

その辺は限りある人的リソースを確保して、本

当に困っている方のみというふうに、ある程度の

条件をつけてサービスを提供していくということ

です。 

やむを得ないと言いますか、合理的な判断かと

思いますので、その辺は次期の介護保険の事業計

画の中でも、しっかりと必要な人に必要なサービ

スが行き届くようにするには、ある程度の制限は

必要なのだろうと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 非課税でなく、課税対象

の方でも、介護認定になっている方がいます。そ

のことを言っているのですよ。 

除雪サービスについても、除雪は若干違うとこ

ろもあるのですが、虚弱で、除雪がなかなか難し

い方もいます。 

そういう方も含めて、この制度の見直しが必要

だということを言っています。 

もう一度、そういうことを考えれば、制度の見

直しが絶対に必要だと思うのですが、お伺いいた

します。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

介護保険の認定になったということは、決して

普通のことではない、非常に家族の負担もかかる

ことですが、それのみが判定の基準ではないと考

えております。 

本人も含めて、その世帯の収入がどうなのかと

いうのは重要です。除雪などは、健康な方、普通

の方であれば、自力でするのが基本ですし、自力

でできない方は民間に頼んでおります。 

そういうことを鑑みますと、ただ一義的に介護

保険の認定を受けたからどうのこうの、そういう

部分も必要ではありますが、このサービスについ

て、所得なども考慮しながら判定していくという

のは、特に不合理ではないと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） ぜひ実態を知っていただ

きたいと思います。 

介護認定を受けておりながらも、あるいは町民

税課税世帯であっても、おむつが必要な方々はい

るので、そういったところにもちょっと配慮する
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必要があると思います。 

時間もありますので、この除雪サービスも含め

て、ここに書かれているように、介護計画策定の

折には、ぜひ検討していただきたいと思います。 

恐らく、これは真摯にきちんと対応してくれる

ものかなというふうに思います。 

次に、乗合タクシーについてお伺いいたしま

す。 

現行の乗合タクシーについて、行政にもいろい

ろ相談の電話だとかがあると思います。 

ある利用者は、従来、８時だとか、１時間前だ

とか、前日に予約すれば対処できたのですが、町

ですから、勤務時間があります。 

そうすると、その勤務時間の範囲で運営しなけ

ればならないので、５時を過ぎたとしても８時前

に電話しようとしても、なかなかつながらない状

況があります。 

そういった状況は、職員の働き方という点で、

どうするかという課題もあると思います。 

そういうことも含めた課題解決のために、住民

が利用するように、土曜日だとか、祝祭日だと

か、できなければ土曜日だけだとか、いろいろな

体制があると思います。 

これを見ましたら、一気にそこまで行くことは

大変難しいというふうに書かれておりますけれど

も、一つでも、二つでも、住民の要望に応えるよ

うな支援体制、民間の委託が駄目であれば、町が

直営で何とかしなければならないと思います。 

これは普通のことですよ。町民の方、利用者の

方が、虚弱体質で運転できず、今までも利用して

きたわけですから、その人たちの行動範囲を狭め

てしまうのは、社会的にも非常に大きな問題だと

思います。 

町長、改善の努力、また改善の方向を早急に検

討すべきだと思いますが、どのようにお考えなの

か、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

急な話で直営になりまして、住民の皆様には大

変な御不便をおかけしているというふうに認識し

ております。 

受付にしても、おっしゃるとおり、我々の勤務

時間があります。 

前は民間の業務時間が長かったので、その中で

いろいろ対応できましたが、全く違う勤務体系の

中で、今、我々は対応できていない部分がありま

す。 

土日の運行にしても、ドライバーの数が根本的

に足りていない。台数がないという問題がありま

す。 

まずは人なのだろうと。ドライバーの数等々を

含めて、そういうことをすぐやらなければならな

いことなのかもしれませんが、サービスを受ける

受益者の皆さんの不便に……。 

公共の交通機関の一つですので、しっかりとそ

れは努力してまいりたいと思っております。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 友達とサークル活動をし

ていたのだけれども、これを使うと、なかなかそ

の時間帯に間に合わないと。それで、行くのをや

めた、あるいは回数を減らしているというよう

な、切実な声が寄せられています。 

社会生活を広げて、そういった交流ができるよ

うな、出かけていって、自分が自分であることの

存在感、また、地域の人たちと交流することに

よって、個人の尊厳というか、そういうものも含

めて、そこで確かめられる。 

そういうために、従来、この制度はつくってき

たわけですから、その根本をしっかり抑えなけれ

ば。 

こういうことをどうするのか、再度確認いたし

ますが、早急にこういった問題の対策、年度内に

取られますか。今年中です。ちょっとお伺いいた

します。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

サークル活動も含めた地域での活動も、健康的

で文化的な生活を営む権利として重要なことだと

思っております。 

行政としては、優先順位をつけるわけではござ

いませんが、命に関わる通院とかも重要なもので

すから、それを優先しているわけではございませ

んが、やはりそちらも非常に重要な要素だと思っ

ておりますので、できればそちらも従来どおり利

用していただきたいという思いがございます。 

ただ、今年度中にできるかというのは、やりた

いです。これは財政的な問題ではなくて、ドライ

バーがいるのか、車の台数の問題になってきます

ので、我々もしっかりとリクルートするなり、努

力はしますが、相手あってのことというのが非常

にネックであります。 

その中でも、しっかりとドライバー、台数を確

保できれば、全部が解決するわけではないと思い

ますが、一つ一つ解決していけるのかなというふ
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うに考えております。 

ドライバーの確保以外もしっかりと努力は続け

ていきたいと思っております。 

年度内にどうなるかという約束は、なかなか相

手がいることなので、できませんが、今も努力し

ていますし、明日からもずっとやります。 

年度が終わっても、当然、この問題が解決され

るまでは、しっかりとやっていきたいと思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、４番

米澤義英君の一般質問を終了いたします。 

ここで、昼食休憩に入りたいと思います。 

１３時３０分を再開といたしたいと思います。 

─────────────── 

午後０時１８分 休憩 

午後１時３０分 再開 

─────────────── 

○議長（中澤良隆君） 昼食休憩に引き続き、会

議を再開します。 

次に、２番荒生博一君の発言を許します。 

○２番（荒生博一君） さきに通告しております

２項目について、斉藤町長にお伺いいたします。 

まず、１項目め、物価高騰に伴う町独自の生活

支援策についてお伺いいたします。 

中東情勢の緊迫化や円安の長期化を背景に、ガ

ソリン価格や電気、ガス料金、食料品価格の上昇

が続いており、物価高騰が町民の暮らしを直撃し

ております。 

これに対し、国では年収５４０万円以下の中・

低所得者を対象とした新たな現金給付（所得連動

型給付）の検討を始めるなど、新たな動きも見ら

れます。 

しかしながら、家庭用を中心とした飲食料品の

値上げは今なお続いており、６月には１,０７８

品目の値上げが決まっており、所得の低い世帯ほ

ど生活必需品への支出割合が高いため、日々の生

活に深刻な影響を受けているのが現状でありま

す。 

国の制度設計や実際の給付を待っていては、現

在の困窮には間に合いません。よって、町民に寄

り添った町独自での早急な支援策が必要不可欠で

あると考えます。 

そこで、以下の４点について、町長の見解をお

伺いいたします。 

１点目、現在の物価高騰が町民生活及び町内経

済に与えている影響について、町長はどのような

現状認識を持たれているのか、お伺いいたしま

す。 

２点目、８月末までを使用期間として発行され

ている上富良野町生活応援商品券については、多

くの町民が既にこれを使用済みであり、さらなる

継続的な支援を求める切実な声が寄せられており

ます。 

これまでの事業の効果検証と今後の追加支援の

必要性について、町長の認識をお伺いいたしま

す。 

３点目、町民の生活困窮を救うための具体的な

追加支援策として、町はどのような施策を考えて

いるのか、お伺いいたします。 

また、特に影響の大きい所得の低い世帯に対す

る町独自の支援を早急に講じるべきと考えます

が、見解をお伺いいたします。 

４点目、これら町独自の追加支援策を展開する

に当たり、最も重要となる財源の確保について伺

います。 

国からの各種交付金の活用はもちろんのこと、

事態の緊急性に鑑み、財政調整基金の取崩しや予

備費の充当なども含め、どのような財源措置を考

えているのか、お伺いいたします。 

次に、２項目め、行政のペーパーレス化につい

て。 

デジタル庁が推し進める自治体ＤＸにおいて、

ペーパーレス化は単なる紙の削減にとどまらず、

行政の生産性を根本から変える重要な柱でありま

す。 

総務省のデータでも、約４分の３の市町村が重

点取組に掲げており、もはや避けては通れない先

進自治体のスタンダードとなっております。 

なかでも、議会資料のデジタル化と職員及び議

員へのタブレット端末１人１台の配備は、行政全

体のペーパーレス化を象徴する第一歩でありま

す。 

これまで定例会や委員会のたびに、事務局職員

が膨大な資料の印刷、製本、そして急な修正によ

る差し替え作業に追われていた時間を、より住民

福祉に直結するコアな業務へとシフトさせること

が可能となります。 

また、我々議員や理事者側にとっても、重い資

料を持ち歩くことなく、過去の議事録や予算書を

一瞬で検索できる環境を整えることは、審議のス

ピードアップと議論の質の向上に直結いたしま

す。 

これは単なる経費削減ではなく、将来への大変

費用対効果の高い投資であると私は考えます。 

本町においては、ＤＸ推進班の設置から２年が
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経過し、これまでの準備期間を経て、いよいよ具

体的な成果を出す次のフェーズへと移行すべき重

要な時期を迎えております。 

そこで、この議会関連を端緒とした行政事務の

ペーパーレス化及びタブレット端末の導入に向け

ての町長の具体的な見解をお伺いたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の２項目の

御質問にお答えいたします。 

まず、１項目めの物価高騰に伴う町独自の生活

支援策についての４点のご質問に答えいたしま

す。 

１点目の現状認識については、国の示す消費者

物価指数や値上がりの品目数等の数値を注視して

いるところでありますが、町独自の調査などを

行っていないことから、国等の示した数値から町

の状況を推察するところです。 

一方、町民税は伸びが見られ、一定の賃上げ効

果が給与所得の改善になっていることも考えられ

ます。 

また、国内企業物価指数は、消費者物価指数よ

り大きく上昇しているため、町内事業者への影響

もあると考えられますので、これらを全体的に考

慮すべき状況にあると感じております。 

次に、２点目の上富良野町生活応援商品券につ

いてであります。 

既に多くの皆様に御活用いただいていると承知

してございますが、利用期間を８月末としており

ますことから、最終的な利用率、利用先などの集

計は今後の対応となりますけれども、５月末にお

いて９９.３％の配布率となり、ほとんどの対象

者のお手元に届けることができましたことから、

申請や購入を伴わないプッシュ型の商品券配布事

業としましては、大きな成果があったものと認識

しております。 

プレミアム商品券の販売、あるいはプッシュ型

の商品券配布等による追加支援につきましては、

大きな物価高騰対策効果があるものと認識してお

りますが、その実施につきましては、今後の物価

動向、そして国の物価高騰支援対策等の動きを注

視しながら、より効果的に町民の皆様の暮らしを

支える施策の実施に努めてまいりたいと考えてお

りますので、御理解をお願いいたします。 

次に、３点目の所得の低い世帯に対する支援に

ついてでありますが、町では価格高騰緊急対策

（生活支援）給付金事業を実施し対応してきたと

ころです。 

低所得者限定ではありませんが、子育て世帯へ

の物価高対応子育て応援手当支給事業や、認定こ

ども園から上富良野高校の生徒に至るまでの給食

費の無償化など、現在も引き続き実施している事

業もあります。 

このような中で、町の限られた財源では、現在

のところ、独自の施策を早急に対応することは難

しいものと考えております。 

今後においても、社会情勢をしっかりと注視し

ながら、今後の国・道などの物価高騰対策におい

て、町の対応が必要なものに対しては遅滞なく対

応していくよう、取り組んでまいります。 

次に、４点目の財源措置についてであります

が、まずは国の令和８年度の一般会計補正予算に

計上された重点支援地方交付金を活用することを

念頭に、対応を行ってまいります。 

また、町独自の施策を行う際は、限られた財源

を有効に活用するよう、検討を進めてまいります

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

次に、２項目めの行政のペーパーレス化につい

ての御質問にお答えいたします。 

初めに、基本的な考え方として、時代が急激に

変化し、デジタル技術の活用が社会の前提となる

中、ペーパーレス化による業務スピードの飛躍的

な向上や場所を選ばない柔軟な働き方の実現と

いった必要性については、町としてもこれまで以

上に強く認識しております。 

一方で、ペーパーレス化の推進に当たっては、

単純に紙をなくすこと自体を目的化してしまう

と、かえって現場の業務量が増加するなどの失敗

を招くおそれがあります。 

そのため、デジタルとアナログの両面の実情を

総合的に勘案し、必要なところから着実に手をつ

けていくことを基本方針としております。 

まず、ペーパーレス化推進における両面の視点

と対応方針についてでありますが、ペーパーレス

化にはキーワード検索によるアクセスの容易さ

や、保管スペースなどの物理コスト削減など、物

理的な制約を排除し、情報の価値を最大化できる

という大きな利点があります。 

しかし、同時にデジタル化は万能ではなく、シ

ステム障害時の脆弱性や情報漏えいリスクへの備

えが必要となります。 

また、複数の資料を並べて俯瞰するなど、人間

の直感的な理解を助ける紙の視認性が求められる

場面も確実に存在していると認識しております。 

他自治体や民間企業の事例を見ても、現場のＩ

Ｔリテラシーを軽視して一律にデジタル化を強制

した結果、事務作業の付け替えなどの入力やデー
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タ管理の新たな手間が生じたり、システムと紙の

二重管理が発生したりと、かえって生産性を落と

すケースが散見されます。 

本町におきましては、こうした現場の行動心理

や運用の設計ミスによる失敗を避けるため、上富

良野町ＤＸ推進計画に掲げる小さく始めることを

念頭に置き、目的を明確にした上で、実効性の高

い業務から順次デジタル化への移行を進めていく

ことが望ましいと考えております。 

次に、行政事務のペーパーレス化とタブレット

端末の導入についてであります。 

町における具体的な取組といたしましては、こ

れまでの紙を中心とした事務に対する職員や関係

事業者の意識改革を一つの目的として、まずは令

和５年度から電子契約システムの導入を進めてま

いりました。 

その取組の延長として、令和７年度には文書管

理システムを導入し、内部事務のペーパーレス化

や出張先での決裁など、テレワーク等の柔軟な働

き方への対応を進めてきたところであります。 

今後は、本年３月に策定いたしました上富良野

町ＤＸ推進計画における行政業務のデジタル化に

基づき、さらなる業務効率化を図ってまいりま

す。 

また、御提案のタブレット端末の１人１台配備

につきましては、持ち運びの利便性がある一方

で、通常の事務作業においては、大きな画面と

キーボードを備えたパソコンのほうが効率的であ

るという実情もあります。 

閲覧環境の投資不足によって、かえって作業ミ

スを誘発することがないよう、導入経費（コス

ト）と業務効率化（効果）のバランスを慎重に見

極める必要があります。 

そのため、まず出先での業務や特定の会議な

ど、明確に業務改善に直結する分野での導入・活

用を検討し、段階的に進めていきたいと考えてお

ります。 

次に、議会におけるペーパーレス化・タブレッ

ト化の推進についてであります。 

議会資料のデジタル化や議員の皆様へのタブ

レット端末の配備につきましては、資料印刷や差

し替え作業といった事務負担の大幅な軽減、並び

に審議のスピードアップにつながる有効な手段の

一つであると認識しております。 

しかしながら、議会におけるペーパーレス化の

在り方やタブレットの活用については、議会運営

の根幹や円滑な審議の進行に直接関わる重要な事

柄であります。 

したがいまして、町側から導入を求める性質の

ものではなく、まずは議会内におきまして導入の

是非や運用ルール等について、十分な議論と御検

討を進めていただきたいと考えております。 

町といたしましては、議会での御議論の結果を

踏まえ、適切に協力して対応してまいる所存であ

ります。 

今後におきましても、情報の流動性と確実性の

バランスを取りながら、町民サービスの向上と行

政運営の効率化に真につながるペーパーレス化を

推進してまいりますので、御理解を賜りたいと存

じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） まず、１点目の町長の認

識について、再質問させていただきます。 

ただいま町民税の伸びや賃上げの効果について

言及がありましたが、それは一部の企業や現役世

代の話ではないでしょうか。 

当町には年金受給者世帯や賃上げの恩恵が及び

にくい非正規雇用の世帯、また育児費用がかさむ

多子世帯など、所得は増えないのに、支出だけが

激増している世帯が多数存在しております。 

一見、統計上の数字はよくても、足元の生活現

場では悲鳴が上がっております。 

こうした賃上げの恩恵から取り残された真に困

窮する町民に対し、町独自の生活支援を行う必要

性については、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

町民税の伸びは上がっております。統計と言い

ますか、事実としてそうです。 

実際に給与所得の方が何人いるか、今は数字が

頭になく、いわゆる年金所得の方と比べてどう

か、町民９,０００人のうち、どれだけかという

正確な数字は申し上げられませんが、かなりの割

合です。ですので、統計どおりの数字だと思って

おります。 

それ以外の各家庭の事情、子どもが多いとか、

いろいろな事情はあろうかと思いますが、事実と

して給与所得が上がっているのは間違いございま

せん。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 国内企業物価指数が消費

者物価指数を大きく上回っていて、地元の小規模

事業者や農林業者がコスト高を価格に転嫁でき

ず、自腹を切って耐え忍んでいる限界の状態であ
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ると、私は認識しております。 

事業者の体力が奪われれば、今後、賃上げどこ

ろか、雇用の維持すら危うくなり、結果として、

町民の生活破綻に直結します。 

全体的に考慮すべき状況との認識にとどまら

ず、価格転嫁が困難な町内事業者に対するエネル

ギー・原材料費の町独自補助などを一刻も早く具

体化すべき局面だと考えますが、町長はいつまで

にどのような検討をなさるお考えか、お伺いいた

します。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

価格転嫁の難しい業種があるというのは事実で

す。そして、企業の物価指数が上がっているのも

事実です。 

ただ、価格転嫁が難しいところが赤字かと言う

と、それはそうとも限りませんので、ここの事象

を勘案しないと答えは出てこないというふうに

思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） それでは、２点目の生活

応援商品券についてお伺いいたします。 

ただいまの御答弁で、商品券の販売やプッシュ

型商品券の配布について、大きな物価高騰対策効

果があるものと認識しているとありました。非常

に前向きな見解をいただきました。効果を認めて

おられる点については、大変心強く思います。 

しかし、今後の動向を注視しながらとのことで

ありますが、町民や町内の事業者が悲鳴を上げて

いるのは、まさに今であります。 

生活費の上昇は現在進行形であり、国や道の動

きを待っている間にも、住民の生活は削られてい

きます。 

効果があると認識されているのであれば、ただ

注視するだけでなく、例えば秋の需要期に向けて

今から準備を進めるとか、補正予算の編成を視野

に入れるといった具体的なアクションを今すぐ起

こすべきではないでしょうか。お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

生活費が上昇しているというのは、どの数字、

どの統計からそう語られているのか、私は想像で

しか分かりませんが、少なくとも物価上昇はして

いると考えられます。 

ただ、そのほか、生活費が上昇しているのは、

それ以外の要因も多々あるのではないでしょう

か。 

例えば子育ての学習塾ですとか、クラブ活動と

か、いろいろ個々の、例えば低所得の世帯であれ

ば、たまたま病気で病院にかかるコストの上昇、

そういうこともありますので、一概にそれが全部

物価の上昇に帰結する問題ではない。 

いろいろな要因が絡まっておりますので、なか

なか難しいかもしれませんが、その原因を探る。 

少なくとも物価上昇に関しては、この春に給付

金・交付金を皆さんに交付いたしましたので、そ

の効果は少なからず間違いなくあると思っており

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 先ほど同僚の議員の質問

に対しての御答弁で、この春に実施いたしました

商品券事業は、まだ効果検証を行っていないとい

うことでしたが、３日ほど前の実態を申し上げま

すと、現在、使用率は７９％ということで、ほぼ

８割の方が発行枚数に対し、使用されておりま

す。 

開始時期から今現在で３か月弱になりますけれ

ども、要はそのくらい切迫した状況があり、すぐ

に消費に回っているという実態が数字で示されて

おります。 

また、町長は御答弁で、この春に配布した商品

券に関しては、一定程度、１年間、そういったも

ので十分補完できるという認識でしたが、現場は

決してそのような実態ではございません。 

数字をお示しの中で、この１年は、先ほど１.

９％といった数字が出ていましたけれども、そう

いった数字を基に換算すると、統計上はそのよう

な数字で補完できるものと理解しているというこ

とでしたが、実態はそうではありません。 

本当に今のこの物価高で疲弊している町民の現

状を認識されていますか。お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

使用状況は、おっしゃるとおりかなりのパーセ

ンテージで使用されております。 

数字上は、使用されているのが１００％に近づ

いたから切迫しているという意味ではない。決し

てそうではないと思います。 

一気に使って、その分を後々どうするかという

のは、家計のやりくりの問題ですので、切迫して

いるから使用率が高いという因果関係は薄いので
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はないかと私は思っております。 

あと、統計上と実際が違うと言うのであれば、

それに代わるような左証と言ったら何ですけれど

も、細かいことを言ったら違うと思いますが、で

も大きく上富良野が違うのだということを、何が

違うのかということを、御教示いただければ、真

摯に検討したり、お答えしたりできるのですが、

すみません。 

認識としては、統計上の数値しか正確なものが

ありませんので、それから累推してどうなのか。 

明確に分かるものは、さきの議員の方の答弁で

も申し上げましたが、全員が全員、給与所得では

ない。 

これはもう明らかにそうですので、それは事実

として、皆さん、想像できると思いますが、その

中で、事業者は事業者で物価の高騰。 

では、サラリーマンの中ではどうなのかと言っ

たら、それは個々の家庭の事情があると思います

ので、それを一概に物価の上昇と結びつけるの

は、なかなかどうなのか。 

そうなのかもしれませんし、違う問題があるか

もしれませんので、慎重に判断しないといけない

ものなのかなと思っております。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 国や道の対策に対して、

遅滞なく対応していくという御答弁がありました

が、スピード感を持った取組の姿勢が示された点

については評価をいたします。 

３日前の６月１５日に、北海道では物価・エネ

ルギー高などの影響を受けている道民の皆様の負

担軽減の一助となるよう、食料品をはじめとした

生活必需品等の購入に利用できるポイント等を、

道内の全約２８２万世帯に給付しますという発表

がございました。 

これは、国も道も、この物価高に道民または国

民が疲弊しているという実態の現れではないで

しょうか。 

この財源については、ただいま町長も述べられ

ました令和８年度の国の補正予算の重点支援地方

創生臨時交付金を活用して実施するということで

ありますが、まさにこのタイミングではないで

しょうか。 

国や道の動きを注視するということであれば、

今回の道のプッシュ型の給付、５,０００円にな

りますけれども、例えば町でさらに２,０００円

ないし３,０００円上乗せして、このタイミング

で町民の困窮を救うというのも、私はスピード感

のあるよき対応と考えますが、どのように捉えら

れておりますでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

スピード感を持って我々がやった結果が、３月

の年度末。道より早くやったということです。 

たった今の状況で道もやっているはずではない

と思いますので、年が明けてから、冬から、そう

いうのを見ながら、道は道のタイミングでやった

と思います。 

我々は道から比べてフットワークの軽い小さな

自治体ですので、すぐ年度末の補正で対応させて

もらった結果だと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 現在、話がありました重

点支援地方創生臨時交付金の活用ということで、

道よりも早く、このプログラム自体は、多分、昨

年からこの支援地方交付金を活用して、各自治体

に今般の物価高に対する対応ということで国が示

しております。 

また、本年４月１日にも、同様に令和８年度中

においては約４回の実施計画の受理という期間が

設定されており、もう既に終了した４月１７日、

この先ですと７月３日、あとは１０月、１月と

いった形で、各地方自治体からの実施計画を基

に、それを判断し、交付金が交付されるというこ

とで私は理解しております。 

今般、この後、この交付金を活用し、町民の生

活を下支えしていくことに至るまでには、実施計

画がなければ、しっかりとした目的がなければ、

交付金を受けられないということで認識しており

ます。 

今回、町としてどのような目的、また町民の手

助けになるような施策を展開するということで、

交付金の申込みをしているのでしょうか。確認さ

せていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（上村正人君） ２番荒生議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

臨時交付金の実施計画に係る部分のスケジュー

ル感も含めて、私からお話させていただければと

思います。 

まず、当町におきまして、今年１月の補正予算

から始まっている部分については、国の令和７年

度の補正予算に係る分の臨時交付金になっており

ます。 

それの実施計画は、今も引き続き修正をかけら



 

 

87 

 

れることになっております。 

なので、上富良野町としては、もう実施計画を

全部完備させていただいて、昨日もちょっとお話

させていただきましたが、繰越明許費の計算もさ

せていただき、今も継続して事業を実施している

といった状況です。 

もう一つが、直近の話になりますが、令和８年

度に国で予備費を使って、今回、また臨時交付金

を発動していただきました。 

その限度額はお示しいただきまして、今、７０

０万円強示されているところであります。 

そちらの使い道につきましても、今、御質問も

いただいているとおり、町の状況を鑑みながら、

財源手当をしていければといった形で、今後、そ

ちらは実施計画を提出していこうといった運びに

なっております。 

ですので、今のところ、新たに実施計画を出す

のは、令和８年度の国の交付金に係る部分に限っ

てとなりまして、令和７年度の部分の実施計画自

体は全て完了しているといった形になります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） ただいまの御答弁にあり

ました、令和８年度の交付に係る部分の実施計

画。令和７年の実施計画と令和８年の実施計画、

さほど変わりなく感じております。 

昨今の状況を鑑み、具体的にちょっとずつ変化

はあるとしても、これをしたいから交付金をくだ

さいということになると思いますので、具体的な

ものが確定していなくても、例えばピンポイント

で今回は小規模事業者に関してとか、いろいろ触

れておりますが、過去に行ったプレミアム商品券

も含めて、町民の生活支援という部分で大まかな

フレームはもうできていておかしくないと思うの

ですが、その辺の具体的な内容に関して、分かる

範囲で結構です、御答弁願います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

国からの交付金は、我々の申請に基づいて積み

上げて額が決まるものではありません。交付額だ

けです。これを何に使うかの計画のほうが後で

す。 

１円も残さないような計画を我々はつくらなけ

ればならないので、だから金額が先に決まって、

上から示されますので、その後の計画になりま

す。 

ですので、令和８年度の７００万円ほどの計画

はこれから。金額はもう内示と言いますか、来て

おりますが、後から何に使います、これに使いま

すという計画を提出することになっております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 具体的な内容に関して

は、今、御説明いただいたとおりで理解いたしま

した。 

また、金額においても、暫定的な７００万円と

いう数字が確定しているということですので、幅

広く町民の方々にというのは非常に厳しい金額か

なということで理解いたしました。 

しかしながら、やはりピンポイントで、例えば

低・中所得者の世帯であるとか、子育て世帯、ま

たこれまで同僚議員も質問しております農業者の

方の肥料・飼料の高騰分とか。 

金額的なものは少しでも結構です。ただし、ピ

ンポイントで困っている方に、ぜひ手を差し伸べ

ていただけるような、交付金の使い道を考えてい

ただきたいと思いますが、再度、この内容に関し

てお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

令和７年度の国の補正予算の交付金のほうがか

なり額は大きいのですが、そのこともありますの

で、それを勘案しながら、令和８年度はどこに使

うか。 

去年の補正で使い切れなかったところがいいの

か、それとも、さらにその中でもここを重点的に

とか、いろいろ使い道はあろうかと思いますの

で、それを十分検討しながら、支出先を決めてい

きたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） ぜひこの７００万円に捉

われることなく、この先も町民の方々の現状を認

識いただく機会はあると思います。 

もし必要な手立てがあるような実態を把握した

場合には、例えば一財を用いて３００万円を上乗

せするとか、そういった実態に即した諸施策の展

開を望み、次の再質問に移りたいと思います。 

デジタル化に関して、特に行政事務の全般にお

いて紙を一番使用するのは、議会関係かなと考え

ております。 

年４回の定例会、そして予算委員会、また決算

特別委員会などの各委員会を合わせると、かなり

膨大な数になります。 
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自身の経験を申し上げて申し訳ありませんが、

今、私も３期目で、１２箱の段ボール箱が物置に

たまっております。 

１期目から捨てていれば、そこまでたまらない

のでしょうけれども、なかなか捨てられない物も

ありまして、そのくらい無駄な紙が、今も家の中

にあるのが現状です。 

また、非常に大人でスマートな御答弁をいただ

き、議会での議論の結果を踏まえ、適切に協力し

ていくということで、これは我々議会がしっかり

と物語をつくり、このような形で経費削減ができ

ますのでぜひということで理事者部局にお願いを

したら、その際は協力をいただけるというような

答弁と理解してよろしいでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

確約はなかなかできないのですけれども、要す

るに、どういう議論だったかといのを、我々も予

算を組む当局として、しっかり判断させていただ

きたいと思いますし、方向は決して間違っていな

いと思っております。 

ペーパーレス化を早急にするということは、答

弁もいたしましたが、二重の手間になるとか、そ

うすると逆にコストがかかるとか、いろいろとそ

ういうことは予算を担当する当局として、判断さ

せてもらいますが、基本的には、将来、何年先に

なるか分かりませんけれども、そういう方向に向

いていることは間違いないと思いますので、そう

いう意味で、仮に予算要求があった場合は、十分

審査と協議をさせていただきたい。 

その前に、議会のことですので、皆さんが十分

論議されると思いますが、その議論を待って、

我々はまたさらに判断、相談させていただきたい

と思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 性質上、議会での議論を

経てということで、これは当然のことかと思いま

すけれども、一方で議場にいるのは我々議員だけ

ではありません。 

半分は理事者の皆様がいらっしゃいますので、

これは同時に双方で、例えば私どもだけではなか

なか費用対効果というのも、紙が実際に年間どの

くらい使われているかというのも、すぐに調べる

ことが難しいのかなと考えております。 

ぜひ並行して、町側としても、業務のペーパー

レス化の具体的なロードマップを、我々と考えて

いくお考えがあるのか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

荒生議員は議会の資料がすごく多いとおっしゃ

られましたが、町長部局としても、所管の数が多

くて、トータルにしたら相当な紙を使用している

のではないかなというふうに想像しております。 

ロードマップをつくる前には、費用対効果を、

例えば紙の削減量は金額が出ますし、プラス、そ

の分タブレットを用意した場合、どちらがどうな

のだという計算はシビアにしますし、金額だけで

なくて、それに関わる労働時間はどうなのかとい

うことも十分検討しながら、我々町長部局として

も、全くしないというわけではなくて、答弁させ

ていただきました電子決裁など一歩一歩。 

一遍にガラッと全てをペーパーレスにするのは

難しいかもしれませんが、まず決裁からですとか

電子契約など、一歩一歩できることから進めて、

近い将来はペーパーレスに近づいて、議会も含め

た行政全体が、そういうふうになっていくのだろ

うなと。 

大きく言えば、申請なども含めて、そういう方

向にあることは間違いないと思っておりますし、

あとはどのスピードでできるかという問題だと

思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） これに関しては非常に前

向きな御答弁をいただいておりますので、今後、

私ども議会運営委員会をはじめとした議会側でも

しっかりと議論を進めた上で、このような費用対

効果、また職員の負担軽減を図ることができます

といった具体的な数字を、この後、そう遠くない

時間の中で、町長部局にお示ししたいと思いま

す。 

また、それを受けて、ぜひ町長部局側でもペー

パーレス化に伴う職員の事務の効率化、また紙そ

のものの費用対効果等も十分検証いただきまし

て、今年度はもう予算が決まっておりまして、予

算要求というような形にはならないかもしれませ

ん。 

しかしながら、我々も残り任期１年になってお

りますので、僕は議会運営委員長という立場で、

この任期中に、将来に向けた道筋を立てたいと

思っております。 

ぜひその際は御協力を賜りたいと思いますが、

再度これに関して答弁をいただき、私の質問を終
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えたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

議会のことに我々が言及すると、またあれです

けれども、町長部局としましては、もちろん、や

れることはやりますし、議会の皆様がそういう方

向で臨むのであれば、我々も見習わなければなら

ない部分があるかもしれません。 

一つの行政機関、自治体として、いろいろ話し

合いながら、共に歩みを進めていければと考えて

おりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思

います。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、２番

荒生博一君の一般質問を終了いたします。 

これにて、町の一般行政についての質問を終了

いたします。 

ここで、暫時休憩といたしたいと思います。 

休憩の時間等について、事務局長から説明をさ

せます。 

○事務局長（谷口裕二君） 暫時休憩時間の関係

でございますが、午後３時を再開の予定時間とさ

せていただきます。 

この後、１４時２０分から全員協議会を開催い

たしますので、議員の皆様につきましては、議員

控室に時間をもって集合いただきたいと思いま

す。 

以上でございます。 

─────────────── 

午後２時１２分 休憩 

午後３時００分 再開 

─────────────── 

○議長（中澤良隆君） 休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第８号 

○議長（中澤良隆君） 日程第３ 議案第８号副

町長の選任についてを議題といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） ただいま上程いただきま

した、議案第８号副町長の選任につきまして、提

案の理由を御説明させていただきたいと思いま

す。 

現在、我が町におきましては、行政ニーズが複

雑・多様化し、少子高齢化と過疎化が同時に進行

する中、これらの変化や地域課題に即応した持続

可能なまちづくりを推進することが、喫緊の課題

となっております。 

そのためには、的確な政策立案と組織マネジメ

ント強化を確実に実行できる体制の構築が急務で

あります。 

このような状況の下、町政の重要課題を迅速か

つ確実に前に進めるために、地方創生人材支援制

度を活用し、国（防衛省）から高度な専門知見を

有する人材を常勤の副町長として１名お迎えした

いと考えております。 

今回、新たに副町長にお願いしたい重要なミッ

ションは、大きく２点ございます。 

第１点は、新たな地域活性化プロジェクトの検

討と推進体制の構築であります。 

町では現在、旭川十勝道路の整備進捗に合わ

せ、交通の結節点となる道の駅の整備を含む、大

規模プロジェクトの具体化に着手しようとしてお

ります。 

この町の観光・経済を牽引する重要な施策を、

確実な事業計画へと落とし込むため、新たな副町

長には司令塔としてプロジェクトの実行スピード

を飛躍的に加速していただきます。 

具体的には、デジタル田園都市国家構想交付金

や企業版ふるさと納税などの戦略的な財源確保、

ＰＰＰやＰＦＩといった民間活力の導入検討、そ

してこれらを支える庁内横断的な組織マネジメン

トと専門人材の育成を主導していただくことを強

く期待しております。 

第２点は、防衛基盤の提供と住民の安全確保で

あります。 

町は防衛警備上の要衝として駐屯地を抱えてお

りますが、今般の２５式高速滑空弾の配備に際

し、有事における町民の皆様の不安払拭と安全確

保が最優先課題であります。 

避難路の確実な整備や避難場所の拡充・強靱化

といった防災・減災対策の抜本的な強化を進める

に当たり、防衛省や内閣府、北海道庁といった関

係機関との高度な調整・交渉能力が不可欠です。 

防衛関連交付金や避難施設等への特別財政措置

など、戦略的な財源確保を図りながら、防衛基盤

の維持と住民の安全安心を支える基盤整備を一体

的に推進していただきます。 

なお、事務分担といたしましては、主に総務産

建常任委員会が所管する総務課、企画政策課、町

民生活課の税務・収納対策担当、農業振興課、商

工観光課、そして建設水道課に関する事務を担当

していただく予定です。 

次に、任期及び派遣の枠組みについて御説明い

たします。 
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副町長の任期は、地方自治法の規定に基づき４

年間とし、令和８年８月１日からの就任を予定し

ております。 

町の未来を切り開く極めて重要な課題を解決す

るためには、国とのパイプを持ち、高度な専門性

と実務的な推進力を兼ね備えた人材の力がどうし

ても必要です。 

議員の皆様におかれましては、町を取り巻く現

状と、このたびの副町長選任の趣旨を深く御理解

いただき、議会の同意をお願いするものでありま

す。 

なお、佐々木氏の経歴等につきましては、別添

配付させていただいておりますので、御高覧を賜

り、参考としていただきたいと思います。 

以下、議案を朗読して、御提案させていただき

ます。 

議案第８号副町長の選任について。 

上富良野町副町長に次の者を選任したいので、

地方自治法第１６２条の規定により、議会の同意

を求める。 

記。 

氏名、佐々木正博。 

以上でございます。 

御審議賜り、御同意賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

本件は、先例により討論を省略し、直ちに採決

をいたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

これより、議案第８号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第８号副町長の選任については、

同意することに決定いたしました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第９号 

○議長（中澤良隆君） 日程第４ 議案第９号固

定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題

といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） ただいま上程いただきま

した、議案第９号固定資産評価審査委員会委員の

選任の件につきまして、提案の理由を御説明申し

上げます。 

本委員会の委員につきましては、定数３名、任

期は３年となっており、現在の委員の任期は令和

１０年３月３１日までとなっているところであり

ます。 

このたび１名の委員から一身上の都合により令

和８年７月１９日をもって辞任したい旨の届出が

提出されました。 

これに伴い、委員に欠員が生じるため、後任の

補欠委員として新たに１名を選任いたしたく、御

提案させていただくものであります。 

新たに選任しようとする委員候補者は、人格・

見識ともに優れた、本委員として誠に適任と存ず

る方であります。 

なお、候補者の経歴等につきましては、別添配

付させていただいておりますので、御高覧を賜

り、御参考としていただければと存じます。 

以下、議案の朗読をもちまして、説明とさせて

いただきます。 

議案第９号固定資産評価審査委員会委員の選任

について。 

固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任し

たいので、地方税法第４２３条第３項の規定によ

り、議会の同意を求める。 

記。 

氏名、荒仁。 

以上でございます。 

御審議賜りまして、御同意賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

本件は、先例により討論を省略し、直ちに採決

をいたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 
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これから、議案第９号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第９号固定資産評価審査委員会委

員の選任については、同意することに決定しまし

た。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第１０号から 

日程第１７ 議案２２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第５ 議案第１０号

から、日程第１７ 議案第２２号までの農業委員

会委員の任命についてを議題といたします。 

一括して提出者から、提案理由の説明を求めま

す。 

町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） 議案第１０号から議案第

２２号につきまして、提案理由の御説明を申し上

げます。 

本年７月１９日をもちまして、現在、就任して

いただいております農業委員会委員につきまし

て、任期満了を迎えますことから、新たな農業委

員会委員の任命について、農業委員会等に関する

法律第８条の規定により、上富良野町農業委員会

委員の任命について議会の同意を求めるものであ

ります。 

なお、本町の農業委員会委員の定数は１３名と

なっております。 

それでは、以下、一部を省略させていただきま

して、議案の朗読をもって、提案申し上げます。 

議案第１０号農業委員会委員の任命について。 

上富良野町農業委員会委員に次の者を任命した

いので、農業委員会等に関する法律第８条第１項

の規定により、議会の同意を求める。 

記。 

氏名、伊藤直人。 

続きまして、議案第１１号。 

氏名、内田透。 

続きまして、議案第１２号。 

氏名、菊地信幸。 

続きまして、議案第１３号。 

氏名、北村隆明。 

続きまして、議案第１４号。 

佐藤絵美。 

続きまして、議案第１５号。 

新屋雅己。 

続きまして、議案第１６号、 

氏名、瀬川英樹。 

続きまして、議案第１７号。 

氏名、谷口弘道。 

続きまして、議案第１８号。 

氏名、對馬徹。 

続きまして、議案第１９号。 

氏名、野原美紀子。 

続きまして、議案第２０号。 

氏名、長谷川岩夫。 

続きまして、議案第２１号。 

氏名、春名正義。 

続きまして、議案第２２号。 

氏名、向山直。 

以上でありますが、それぞれ１３名の経歴につ

きましては、既に経歴書を配布させていただいて

おりますので、御高覧いただき、参考としていた

だければと思います。 

以上、申し上げました１３名の方は、それぞれ

農業委員会委員として資質を十分備えた識見の高

い方でございますので、どうぞ御審議いただき、

御同意賜りますよう、お願い申し上げ、提案とさ

せていただきます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

本件は、先例により討論を省略し、直ちに採決

をいたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

最初に、議案第１０号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１０号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第１１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 
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着席ください。 

よって、議案第１１号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第１２号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１２号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第１３号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立ください。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１３号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第１４号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１４号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第１５号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１５号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定いたしました。 

次に、議案第１６号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１６号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第１７号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１７号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第１８号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１８号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第１９号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１９号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第２０号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第２０号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第２１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第２１号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

次に、議案第２２号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第２２号農業委員会委員の任命に

ついては、同意することに決定しました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 諮問第１号及び 

日程第１９ 諮問第２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１８ 諮問第１号

及び日程第１９ 諮問第２号人権擁護委員候補者
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の推薦についてを議題といたします。 

一括して提出者から、提案理由の説明を求めま

す。 

町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） ただいま上程いただきま

した、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦につ

きまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

本町では、４名の方に人権擁護委員を務めてい

ただいているところであります。 

その人権擁護委員の中で、福永将平氏が令和８

年９月３０日をもって任期満了を迎えるところで

あります。 

福永将平氏におかれましては、１期３年、御活

躍をいただいたところであり、今期の任期満了を

もちまして退任されますので、後任の人権擁護委

員といたしまして推薦いたしたく、御提案申し上

げるところであります。 

以下、議案を朗読して、説明といたします。 

諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦につい

て。 

人権擁護委員の候補者として次の者を推薦した

いので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求める。 

記。 

氏名、深瀬孝一。 

以上でございます。 

それぞれの経歴等は、別にお配りした物に記載

しておりますので、参考にしていただきたいと思

います。 

深瀬孝一氏におかれましては、人格・見識とも

に優れた方でございますので、御審議いただき、

御同意賜りますよう、お願い申し上げます。 

続きまして、諮問第２号人権擁護委員候補者の

推薦につきまして、提案の要旨を説明申し上げま

す。 

令和５年１０月１日より人権擁護委員を担って

いただいております田中睦氏が、令和８年９月３

０日をもって任期満了を迎えるところでありま

す。 

田中睦氏におかれましては、１期３年、御活躍

をいただいているところであり、引き続き人権擁

護委員として推薦いたしたく、御提案申し上げる

ところであります。 

以下、議案を朗読して、説明といたします。 

諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦につい

て。 

人権擁護委員の候補者として次の者を推薦した

いので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求める。 

記。 

氏名、田中睦。 

以上でございます。 

なお、それぞれの経歴等は別にお配りした物に

記載しておりますので、参考にしていただきたい

と存じます。 

田中睦氏におかれましては、人格・識見ともに

優れた方でございますので、御審議いただき、御

同意賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

本件は、先例により討論を省略し、直ちに採決

をいたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

これより、諮問第１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意する方は御起立願い

ます。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦

については、原案のとおり同意することに決定い

たしました。 

次に、諮問第２号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意する方は御起立願い

ます。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦

については、原案のとおり同意することに決定い

たしました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 議案第１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２０ 議案第１号

令和８年度上富良野町一般会計補正予算（第２

号）を議題といたします 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（上村正人君） ただいま上程いただ
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きました、議案第１号令和８年度上富良野町一般

会計補正予算（第２号）につきまして、提案の要

旨を御説明申し上げます。 

１点目は、令和７年度の各会計の決算確定に伴

う一般会計繰越金及び各特別会計繰入金の補正で

あります。 

一般会計繰越金につきましては、繰越額が３億

５５７万１,０００円となったことから、当初予

算の繰越金計上額８,０００万円を差し引いた２

億２,５５７万１,０００円を増額補正するもので

あります。 

なお、このうち３月補正以降の寄附採納分８,

５５３万６,０００円が含まれているところでご

ざいます。 

次に、特別会計の精算に伴う補正であります。 

国民健康保険特別会計など、三つの特別会計に

おきまして翌年度への繰越し手続を行うことに伴

い、一般会計が負担すべき費用の精算余剰分を一

般会計へ繰り入れるため、各特別会計繰入金とし

て総額３,８３９万１,０００円を歳入予算化して

おります。 

一方、介護保険特別会計につきましては、精算

に伴い負担額に不足が生じたため、繰出金として

１８７万８,０００円を歳出予算化するものでご

ざいます。 

２点目は、国民年金システム改修に要する経費

の補正であります。なお、本事業の財源につきま

しては、全額を国からの交付金で充当いたしま

す。 

３点目は、クリーンセンター設備の経年劣化に

伴う修繕料の補正を行うものであります。 

４点目は、収益向上作物生産振興事業につい

て、対象者及び事業費の確定に伴う補正でありま

す。 

５点目は、本年５月４日から５日にかけての降

雪により破損した白銀荘浴場棟屋根の修繕に係る

補正であります。こちらの財源については、損害

保険金で賄う予定となっております。 

６点目は、排雪作業中にマンホールに衝突し、

破損した、グレーダーの修繕に係る補正でありま

す。こちらも財源は損害保険金で賄う予定となっ

てございます。 

次に、最後になりますが、７点目は東中小学校

の煙突修繕に係る事業費の補正であります。 

以上の内容を主な要素とし、このほか既決予算

における一部事業内容の変更等に伴う補正を行

い、財源調整を図っております。 

その上で、今後の緊急的な財政需要に備えるた

め、余剰財源を予備費に留保することで、補正予

算を編成したところでございます。 

それでは、以下、議案の説明につきましては、

議決項目の部分についてのみ説明し、予算の事項

別明細書につきましては省略をさせていただきま

すので、御了承お願います。 

議案第１号を御覧ください。 

議案第１号令和８年度上富良野町一般会計補正

予算（第２号）。 

令和８年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ２億７,６６８万２,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９０億６,９７

５万６,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

１ページをお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額

のみ申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

１４款使用料及び手数料７２万３,０００円。 

１５款国庫支出金３７万７,０００円。 

１６款道支出金２９万２,０００円。 

１８款寄附金６４万円。 

１９款繰入金３,８３９万１,０００円。 

２０款繰越金２億２,５５７万１,０００円。 

２１款諸収入１,０６８万８,０００円。 

歳入合計２億７,６６８万２,０００円。 

２ページを御覧ください。 

２、歳出。 

２款総務費５,５７６万１,０００円。 

３款民生費１,４４５万１,０００円。 

４款衛生費２,４３７万４,０００円。 

６款農林業費１,０８５万８,０００円。 

７款商工費３８５万円。 

８款土木費６５７万８,０００円。 

９款教育費１,６６０万７,０００円。 

１１款給与費９８０万８,０００円。 

１２款予備費１億３,４３９万５,０００円。 

歳出合計２億７,６６８万２,０００円。 

以上で、議案第１号令和８年度上富良野町一般

会計補正予算（第２号）の説明といたします。 

御審議いただき、議決くださいますよう、お願

い申し上げます。 
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○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） お伺いいたします。２０

ページに副町長室の備品という形で、購入等の予

算が計上されております。 

あわせて、これに関連する給与費等が計上され

ておりますが、そこで町長にお伺いいたします。 

この間、町長は経費の削減という形の中で、職

員の充足率もなるべく抑えたということで、抑制

してきました。 

一方で、今回、副町長を増員するというのは、

誠に矛盾があるのではないかと思います。この点

については、どのようにお考えなのか。 

この選任等に当たって、町の道の駅の整備だと

か、その他の財源の確保、島嶼防衛に関わるミサ

イル配備に対する住民の不安を払拭する、そうい

う課題を優先的に解決するための要員として、副

町長という形で予算が計上されておりますが、従

来の職員と現在の副町長で十分に議論すれば、こ

の問題については２人体制にしなくても解決でき

ると思います。 

ですから、私はこの備品等の購入予算は、あっ

てはならないと思うのですが、この点について、

町長はどのようにお考えなのか、お伺いしておき

たいと思っております。 

次に、２６ページのクリーンセンターの管理費

という形で、当然、必要な経費だということは分

かっております。 

修繕に係る、今後、また新たに供用する物とい

うのは、不透明で分からない部分があると思いま

すが、現況の中で、こういう問題も含めて、あら

かじめ点検等も含めた中で、こういった予算が緊

急を要するという形で計上されたと思います。 

これによって、焼却施設やクリーンセンターが

使えなくなるということはないのか。 

また、同時に、今後、これに関わった新たな要

素として、修繕費等が出てくる可能性が、現時点

ではあるのか、ないのか、ちょっとお伺いしてお

きたいと思います。 

次に、２８ページの負担金・補助金で、特産物

の支援事業という形で５００万円計上されており

ますが、これはどういう内容なのか。 

いわゆる協力隊の方が、こういう補助を使って

新たに起業するという形になるのか。この点につ

いても、お伺いしておきたいと思います。 

あとは、３０ページの吹上温泉の件ですが、屋

根がめくれて、非常に大変な状況になっておりま

す。これと併せて、内部のドアだとか、引き戸だ

とか、いろいろなところで壊れている状況が見受

けられます。 

利用者に対して不快感を与えるものであるとい

うふうに思いますので、そういうものも含めた点

検を早急にして、予算も含めた対策を取る必要が

あるのではないかと思いますが、この点について

お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の質問で、

副町長の人件費・備品等に関することについて、

私から御説明させていただきたいと思います。 

一般職員の充足率の話をされておりましたが、

充足率を抑えて、２人目の副町長を任用するので

はないかという御質問です。 

充足率に関しては、１００％であります。決し

てこれを抑えているわけではございません。 

定数１００％ということですので、定数は管理

しております。定数の管理につきましては、しっ

かりと計画的にやっていきたい。 

諸問題・諸課題がありますが、それらを解決す

るためのしっかりした管理は、させていただきた

いと思います。 

それと副町長を２名にすることが矛盾するので

はないかという御質問ですが、定数は定数でしっ

かり管理していきますし、副町長は、皆さんも御

存じのとおり、定数外の特別職でありますので、

これは明確に矛盾しない。 

ただ、皆さん、財政的な御心配をされておりま

す。 

それにつきまして、議員からは従来の１名と従

来どおりのスタッフで問題を解決できるのではな

いかという御意見です。 

従来の１名と従来どおりのスタッフで、この難

題を解決していける可能性は、頑張れば、一生懸

命やれば、不可能ではないと思いますが、何と

言っても私がこの２人目の副町長を選任した大き

な理由は、いろいろな課題を解決するためのス

ピード感。 

今のタイミングを逸することで失う我が町の利

益を勘案すると、時は金なりではありませんけれ

ども、この短い間、今まででしたら、何年かかっ

てでもやり遂げるということでもよかったのかも

しれませんが、スピード感を持ってやらないと、

将来やれなくなる、本当に困ってしまう。 

そういうタイミングを逸することが、最大の利
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益の損失だと思っておりますので、それを解決す

るために、ぜひ、国から副町長が来ますが、そう

いう今までの経験を生かしたかじ取りをしていた

だきたいというふうに思っております。 

人件費・備品等、あってはならないという御指

摘ですが、さきの人事案件で御同意いただきまし

たので、御議決いただきましたので、これは後先

の問題ですが、今となっては計上しないわけには

いかないというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（安川伸治君） ４番米澤議員の

クリーンセンターの管理費、修繕料に係る御質問

にお答えさせていただきます。 

１点目は、今回の修繕で使用ができなくなった

場合の受入体制についてということでよろしかっ

たでしょうか。 

今回の修繕箇所は、焼却施設が４か所、リサイ

クル施設が１か所ということで、機材に関しての

修繕に係る停止期間においては、ごみの受入れ、

それからリサイクルする物の受入れが停止するこ

とはないということで、その短い時間で修繕が可

能だということで、施工業者に確認しているとこ

ろであります。 

２点目の、今後の修繕が必要な物はあるかとい

う点でございます。 

今回の修繕に関しては、３月の定期点検で確認

しておりまして、緊急な必要性があるということ

で、修繕工事を実施することにしております。 

その点検の際には、緊急で必要なものがないと

いうことで、現時点では確認しているところであ

ります。 

ただし、御承知のとおり、施設がかなり古く

なっておりますので、今後、緊急停止、また故障

というのも考えられます。 

今後、終了までの期間は、細やかな点検を行い

まして、早急に対応していこうというふうに考え

ているところでございます。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ４番米澤議員の

特産品農作物支援員につきましての御質問にお答

えいたしたいと思います。 

こちらの補正予算５００万円につきましては、

本年度の地域おこし協力隊の農業の支援員は、現

在８名のうち５名が年度内に終了となる予定でご

ざいます。 

地域おこし協力隊の制度の中に、地域おこし協

力隊が終わったときに起業もしくは事業継承をす

る際、１００万円の範囲内で補助金というか経費

を支出する項目がございます。 

農業支援員につきましては、全員就農を目指し

ておりますので、本年度の終了の５名分の５００

万円を、当初は委託費でまとめて計上させていた

だいておりましたが、財政の性質上、補助金の扱

いになるのではないかということで、本来の正し

い部分に修正をしたものでございます。 

トータル的には、プラスマイナスゼロの予算計

上となっておりますので、御理解いただきたいと

思います。 

○議長（中澤良隆君） 商工観光課長、答弁。 

○商工観光課長（浦島啓司君） ４番米澤議員の

御質問にお答えいたします。 

今回の白銀荘の修繕に関しては、突発的な事故

ということで、屋根の修繕のみ計上させていただ

いているところですが、御指摘のとおり、開業か

ら四半世紀を軽く超えた施設でございますので、

各所がたが来ているところもございます。 

現在、行っております浴室内部を中心とした調

査設計の中で、そういった物をつぶさに拾った上

で、これからも北の聖地として、愛される施設と

して、しっかり運営していくように、その辺も対

応していきたいと考えていますので、御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、質疑ございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

まず、原案に反対する者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 私は、一般会計補正予算

案に反対するものであります。 

一つ目は、副町長の複数体制についての問題で

す。 

行政ニーズの複雑化・多様化に対応するため

に、現在の副町長の１人体制では対応し切れない

という形の中で、副町長を１人動員するための給

与費や備品の購入費などの関連予算が計上されて

おります。これは納得できるものでありません。 

副町長を１人配置することによる給与増が起こ

るわけですから、経費の削減という立場からも矛

盾があると考えております。 

また、同時に、現在の組織体制で職員の力を生

かせば、外部からの人材を登用しなくても問題解
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決はできると考えています。 

町は、地方創生推進交付金の獲得や道の駅整備

事業の計画を確かなものにしたいと述べておりま

す。 

また、職員の政策立案能力を向上させたいとい

うのであれば、現行体制の中で、町長及び副町長

が先頭に立ち、職員と議論を交わし、問題点を洗

い出し、解決の糸口を見つけ出すことは可能では

ないでしょうか。 

その取組自体に弱さがあって、課題の解決、問

題の前進につながっていない。これ自体が、町長

の反省すべき問題だと考えております。 

その反省なくして、外部の人材に頼り、行政課

題の解決ができるとするのは、あまりにも短絡的

な考えと言わざるを得ません。 

本質的な問題解決にはつながらないと考え、今

補正予算案に反対するものであります。 

○議長（中澤良隆君） 次に、原案に賛成する者

の発言を許します。 

討論はありませんか。 

５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 私は、今回の令和８年度

上富良野町一般会計補正予算（第２号）に賛成の

立場から討論をさせていただきます。 

そもそも本補正予算は、令和７年度決算確定に

伴う繰越金及び令和７年度特別会計決算に伴う繰

入金の補正、新総合行政システム・国民年金シス

テム改修に係る事業費の補正、クリーンセンター

設備の修繕に係る補正、収益向上作物生産振興の

補正、白銀荘屋根改修事業及びグレーダー修繕に

係る事業費の補正、さらには東中小学校の煙突修

繕に係る補正など、住民の生活、産業の振興及び

児童の学習施設に大きく係る補正予算でありま

す。 

特に、クリーンセンターの経年劣化に伴う修繕

におきまして、この施設は１日も休ませられない

施設の修繕であること、加えて各会計の繰入金及

び繰越金により、今後の不測の事態に対する予備

費への充当など、町民の生活を進めていく上で大

切な補正予算でもありますし、行政運営を止める

わけにはいかないと考えます。 

また、今般、提案されました２名の副町長に係

る費用も、町の一般財源で全て賄う国の制度に対

しましては、少々残念とは感じますが、町が抱え

る多くの問題・課題解決に向け、国から優秀な人

材が、我が町に来てくださいます。 

必ずや町と国との太いパイプ役として、人件費

に勝る大きな費用対効果が現れると期待いたしま

して、今般、令和８年度上富良野町一般会計補正

予算（第２号）に賛成の討論をいたします。 

○議長（中澤良隆君） ほかに討論はありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） これで、討論を終わりま

す。 

これから、議案第１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１号令和８年度上富良野町一般

会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決さ

れました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 議案第２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２１ 議案第２号

令和８年度上富良野町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（安川伸治君） ただいま上程い

ただきました、議案第２号令和８年度上富良野町

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につき

まして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

１点目は、子ども・子育て支援金制度の新設に

伴い、国民健康保険税の所要の補正をするもので

あります。 

２点目は、令和７年度決算に伴う繰越金につい

て、所要の補正を行うものであります。 

３点目は、令和７年度決算に伴う一般会計繰入

金について、所要の補正を行うものであります。 

また、収支残額の６,９１７万８,０００円につ

きましては、今後の本会計の安定対応に備えるた

め、予備費に計上することで、補正予算を調整し

たところでございます。 

以下、議案の朗読をもって、説明に代えさせて

いただきます。 

なお、議決項目の部分についてのみ説明し、予

算の事項別明細書につきましては、省略させてい

ただきますので、御了承願います。 

議案第２号を御覧ください。 

議案第２号令和８年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）。 

令和８年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算第１号は、次に定めるところによる。 
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歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ７,３９６万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１２億５８５万４,０００円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

１ページをお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額

のみを申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

１款国民健康保険税６２８万４,０００円。 

６款繰越金６,７６７万６,０００円。 

歳入合計は７,３９６万円であります。 

２、歳出。 

８款諸支出金４７８万２,０００円。 

９款予備費６,９１７万８,０００円。 

歳出合計は７,３９６万円であります。 

以上で、議案第２号令和８年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）の説明とい

たします。 

御審議いただきまして、御議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第２号令和８年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）は、原案の

とおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２２ 議案第３号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２２ 議案第３号

令和８年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（安川伸治君） ただいま上程い

ただきました、議案第３号令和８年度上富良野町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

きまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

１点目は、令和７年度決算に伴う繰越金につき

まして、所要の補正を行うものであります。 

２点目は、令和７年度決算に伴う広域連合納付

金の確定及び一般会計への繰出金の額について、

所要の補正を行うものであります。 

以下、議案の朗読をもって、説明に代えさせて

いただきます。 

なお、議決項目の部分についてのみ説明し、予

算の事項別明細書につきましては、省略をさせて

いただきますので、御了承願います。 

議案第３号を御覧ください。 

議案第３号令和８年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）。 

令和８年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１６５万１,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２億３,３７９万８,０

００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

次のページを御覧ください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額

のみを申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

４款繰越金１６５万１,０００円。 

歳入合計は１６５万１,０００円であります。 

２、歳出。 

２款広域連合納付金４２万９,０００円。 

３款諸支出金１２２万２,０００円。 

歳出合計は１６５万１,０００円であります。 

以上で、議案第３号令和８年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の説明と

いたします。 

御審議いただきまして、御議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 
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○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第３号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第３号令和８年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案

のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２３ 議案第４号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２３ 議案第４号

令和８年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ただいま上程い

ただきました、議案第４号令和８年度上富良野町

介護保険特別会計補正予算（第１号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

１点目は、令和７年度決算に伴う一般会計繰入

金の補正であります。 

２点目は、歳入につきまして、本特別会計の令

和７年度決算確定により繰越額が確定したことか

ら、既決予算１１億３,６３７万円に５,５４２万

６,０００円を追加し、総額を１１億９,１７９万

６,０００円とするものであります。 

３点目は、歳出におきまして、令和８年度介護

報酬改定等に伴うシステム改修を行う必要があ

り、改修費の補正を行うものであります。 

なお、収支の差額につきましては、今後の本特

別会計の安定対応に備えるため、予備費に５,３

６１万３,０００円を計上するものであります。 

以下、議案を朗読し、説明といたします。 

なお、議案説明につきまして、議決項目のみ説

明し、予算の事項別明細書につきましては省略さ

せていただきますので、御了承願います。 

議案第４号を御覧ください。 

議案第４号令和８年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算（第１号） 

令和８年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ５,５４２万６,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１１億９,１７９万

６,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

１ページをお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの補正額のみ申

し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

７款繰入金１８７万８,０００円。 

８款繰越金５,３５４万８,０００円 

歳入合計５,５４２万６,０００円 

２、歳出。 

１款総務費１８１万３,０００円。 

７款予備費５,３６１万３,０００円。 

歳出合計５,５４２万６,０００円。 

以上、議案第４号令和８年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第１号）の御説明といたし

ます。 

御審議いただき、御議決くださいますよう、お

願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第４号令和８年度上富良野町介護
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保険特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２４ 議案第５号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２４ 議案第５号

令和８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別

会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（武山義枝君） ただい

ま上程いただきました、議案第５号令和８年度上

富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算

（第１号）につきまして、提案の要旨を御説明申

し上げます。 

１点目は、歳入につきまして、本特別会計の令

和７年度決算確定により繰越額が確定したことか

ら、既決予算４億３,８４１万２,０００円に、繰

越金３,２３８万７,０００円及び寄附採納分１７

万円を追加し、総額を４億７,０９６万９,０００

円とするものであります。 

２点目は、歳出におきまして、令和７年度補正

により一般会計から繰り入れた１億６,９０１万

４,０００円について、当初予算の１,０００円と

精算により確定した繰越金３,２３８万７,０００

円を一般会計に繰り出すものであります 

３点目は、寄附採納４件１７万円がありました

ので、一般会計より繰入れを行うとともに、介護

用備品購入を図るよう、所要の補正を行うもので

あります。 

以下、議案を朗読し、説明といたします。 

なお、議案説明につきまして、議決項目のみ説

明し、予算の事項別明細書につきましては、省略

させていただきますので、御了承願います。 

議案第５号を御覧ください。 

議案第５号令和８年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計補正予算（第１号）。 

令和８年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ３,２５５万７,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ４億７,０９６万９,

０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

１ページをお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額

のみ申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

５款繰入金１７万円。 

６款繰越金３,２３８万７,０００円。 

歳入合計３,２５５万７,０００円。 

２、歳出。 

２款サービス事業費１７万円。 

５款繰出金３,２３８万７,０００円。 

歳出合計３,２５５万７,０００円。 

以上で、議案第５号令和８年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計補正予算（第１号）の

説明といたします。 

御審議いただき、御議決くださいますよう、お

願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第５号令和８年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２５ 議案第６号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２５ 議案第６号

令和８年度上富良野町病院事業会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

町立病院事務長。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ただいま上程

いただきました、議案第６号令和８年度上富良野

町病院事業会計補正予算（第１号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

補正の概要につきましては、寄附採納５件２４
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万円がありましたので、一般会計よりの出資金を

受けまして、医療器械購入に充てるため、同額の

増額補正を行うものであります。 

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

議案第６号を御覧ください。 

議案第６号令和８年度上富良野町病院事業会計

補正予算（第１号）。 

総則。 

第１条、令和８年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

資本的収入及び支出。 

第２条、予算第４条に定めた資本的収入及び支

出の予定額を、次のとおり補正する。 

補正予定額のみ申し上げます。 

収入。 

第１款資本的収入２４万円。 

第１項出資金２４万円。 

支出。 

第１款資本的支出２４万円。 

第２項建設改良費２４万円。 

次ページ以降につきましては、説明を省略させ

ていただきます。 

以上、議案第６号令和８年度上富良野町病院事

業会計補正予算（第１号）の御説明とさせていた

だきます。 

御審議いただきまして、御議決賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第６号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第６号令和８年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可

決されました。 

────────────────── 

◎日程第２６ 議案第７号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２６ 議案第７号

上富良野町印鑑条例の一部を改正する条例を議題

といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（安川伸治君） ただいま上程い

ただきました、議案第７号上富良野町印鑑条例の

一部を改正する条例につきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

本改正は、国の法改正により新たに導入される

特定在留カード等に対応するため、所要の規定の

整備を行うものでございます。 

改正の趣旨といたしましては、中長期在留者や

特別永住者の方を対象に、従来の在留カード、ま

たは特別永住者証明書とマイナンバーカードを一

体化した特定在留カード等の交付が、国において

開始されることに伴うものであります。 

これを受け、当町におきましても、外国人住民

の方々の利便性向上と、行政手続の一元化による

効率化を図るため、本条例の一部を改正するもの

であります。 

内容といたしましては、コンビニエンスストア

等に設置されている多機能端末機のマルチコピー

機を利用した印鑑登録証明書の交付申請におい

て、利用できるカードの規定を追加するものであ

ります。 

これまでのマイナンバーカードの利用に加え、

新たに特定在留カードを用いても、同様に交付申

請が可能となるよう、規定を整備するものであり

ます。 

以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

議案第７号を御覧ください。 

議案第７号上富良野町印鑑条例の一部を改正す

る条例。 

上富良野町印鑑条例（昭和５９年上富良野町条

例第２４号）の一部を、次のように改正する。 

第１６条の２第１項中、個人番号カードの次

に、特定在留カード（出入国管理及び難民認定法

（昭和２６年政令第３１９号）第１９条の１５の

２第１項に規定する特定在留カードをいう。以下

同じ）、もしくは特定特別永住者証明書（日本国

との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等

の出入国管理に関する特例法（平成３年法律第７

１号）第１６条の２第１項に規定する特定特別永

住者証明をいう。以下同じ）を加え、同項中、電
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子署名等を、これらのうち電子署名等に改める。 

附則。 

この条例は、公布の日から施行する。 

以上で、議案第７号上富良野町印鑑条例の一部

を改正する条例の説明といたします。 

御審議いただきまして、御議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第７号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第７号上富良野町印鑑条例の一部

を改正する条例は、原案のとおり可決されまし

た。 

────────────────── 

◎日程第２７ 議案第２３号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２７ 議案第２３

号財産の取得について（十勝岳線バス）を議題と

いたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（上村正人君） ただいま上程いただ

きました、議案第２３号財産の取得につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

本件は、現在、十勝岳線バスとして使用してい

る四輪駆動マイクロバスを、新たな車両に更新す

るものであります。 

現行の車両は、令和元年５月に導入したもので

ありますが、既に走行距離が４０万キロを超過し

ております。 

日々の登坂走行による負荷も大きく、車両各部

の劣化や損耗が激しいことから、これまで幾度と

なく修繕を行いながら維持してまいりました。 

しかしながら、町民の皆様の足として、今後も

安心安全かつ安定した運行体制を維持するため、

このたび車両の更新を行うものでございます。 

購入に当たりましては、四輪駆動マイクロバス

の納入が可能な５社を指名し、６月１０日に執行

いたしました入札の結果、三菱ふそうトラック・

バス株式会社北海道ふそう旭川支店が１,１８１

万３,２２０円で落札いたしました。 

以下、議案の朗読をもって、説明とさせていた

だきます。 

議案第２３号財産の取得について。 

十勝岳線バスを次により取得するため、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分

に関する条例第３条の規定により、議会の議決を

求める。 

記。 

１、取得の目的。 

十勝岳線バス。 

２、取得の方法。 

指名競争入札による。 

３、取得金額。 

１,１８１万３,２２０円。 

４、取得の相手方。 

旭川市永山３条１４丁目１番２号。 

三菱ふそうトラック・バス株式会社北海道ふそ

う旭川支店。 

支店長、島﨑康平。 

５、納期。 

令和９年３月３１日。 

以上で、議案第２３号財産の取得についての説

明といたします。 

御審議いただき、議決くださいますよう、お願

い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由

の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２３号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 
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よって、議案第２３号財産の取得について（十

勝岳線バス）は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２８ 発議案第１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２８ 発議案第１

号議員派遣についてを議題といたします。 

提出者から、趣旨説明を求めます。 

２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） ただいま上程いただきま

した、発議案第１号議員派遣についての趣旨を御

説明申し上げます。 

北海道町村議会議長会主催の議員研修会及び先

進地調査及び北海道町村議会議長会主催の議会広

報研修会について、地方自治法第１００条第１３

項及び会議規則第１２９条の規定により、議員派

遣を発議するものであります。 

それでは以下、議案を朗読し、御説明とさせて

いただきます。 

発議案第１号議員派遣について。 

上記議案を、次のとおり会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

令和８年６月１７日提出。 

上富良野町議会議長、中澤良隆様。 

提出者、上富良野町議会議員、荒生博一。 

賛成者、上富良野町議会議員、金子益三。上富

良野町議会議員、佐藤大輔。 

議員派遣について、次のとおり地方自治法第１

００条第１３項及び会議規則第１２９条の規定に

より、議員を派遣する。 

記。 

１、北海道町村議会議長会主催の議員研修会及

び先進地調査。 

（１）目的。 

議会議員の資質向上に資するため。 

（２）派遣場所。 

札幌市、北広島市。 

（３）期間。 

令和８年７月２日から７月３日、２日間。 

（４）派遣議員。 

全議員。 

２、北海道町村議会議長会主催の議会広報研修

会。 

（１）目的。 

議会広報特別委員の資質向上に資するため。 

（２）派遣場所。 

札幌市。 

（３）期間。 

令和８年８月１８日、１日間。 

（４）派遣議員。 

議会広報特別委員。 

なお、その他事情により変更が生じる場合に

は、議長に一任いたします。 

以上で、発議案第１号議員派遣についての説明

といたします。 

御審議いただき、御議決くださいますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、趣旨説明

を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、発議案第１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

御着席ください。 

よって、発議案第１号議員派遣については、原

案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２９ 発議案第２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２８ 発議案第２

号ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林

業・木材産業施策の充実・強化を求める意見につ

いてを議題といたします。 

提出者から、趣旨説明を求めます。 

５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程いただきま

した、発議案第２号ゼロカーボン北海道の実現に

資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を

求める意見についての趣旨を御説明申し上げま

す。 

本件は、令和８年４月２２日に、北海道森林・

林業・林産業活性化促進議員連盟連絡会及び４月

２７日に北海道町村議会議長会から当該意見書の

採択・提出の要請書を受理し、５月２８日の議会

運営委員会において所管である総務産建常任委員

会に付託され、６月５日の委員会で慎重審議いた

しました。 

本件に関しましては、本道の森林を将来の世代
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に引き継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社会の

形成に貢献するためには、ゼロカーボン北海道の

実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・

強化を図ることが必要とする内容であり、委員会

として採択すべきものとして意見書を提出するこ

とに決定いたしました。 

それでは、以下、議案を朗読し、説明を申し上

げます。 

発議案第２号ゼロカーボン北海道の実現に資す

る森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求め

る意見書について。 

上記議案を、別記のとおり会議規則第１４条第

２項の規定により提出いたします。 

令和８年６月１１日提出。 

上富良野町議会議長、中澤良隆様。 

提出者、上富良野町議会議員、金子益三。 

賛成者、上富良野町議会議員、佐藤大輔。 

それでは、次のページをお開きください。 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林

業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書。 

本道の森林は、全国の森林面積のおよそ４分の

１を占め、地球温暖化防止や国土の保全、林産物

の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、

これらの機能を十分に発揮させるためには、森林

資源の循環利用を進める必要がある。 

全国一の森林資源を有する北海道において、本

町と道が連携し、２０５０年カーボンニュートラ

ルの実現に向けて、伐採後の着実な植林による森

林の若返りや長期間炭素を固定する木材利用の促

進、化石燃料の代替となる木質バイオマスの利用

促進など、森林吸収源対策を積極的に推進する責

務を担っている。 

本町をはじめ、道内各地域では森林資源の循環

利用に向けて、森林整備事業や治山事業など、国

の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、優良

種苗の安定供給、山地災害の防止、木造建築物の

整備、森林づくりを担う人材の育成など、様々な

取組を進めてきたところである。 

本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への

負荷の少ない循環型社会の形成に貢献するために

は、活力ある森林づくりや道産木材の利用、防

災・減災対策を一層進め、ゼロカーボン北海道の

実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・

強化を図ることが必要である。 

よって、国においては、次の措置を講ずるよ

う、強く要望する。 

記。 

１、地球温暖化や山地災害の防止など、森林の

多面的機能の持続的な発揮に向けて、伐採後の着

実な植林や適切な間伐、路網の整備や、国土強靱

化実施中期計画に基づく防災・減災対策の推進に

ついて、物価や人件費の高騰も考慮し、必要な予

算を十分に確保するとともに、森林の保全と適切

な利用に向けた取組を進めること。 

２、森林資源の循環利用を促進するため、優良

種苗の安定供給、鳥獣害・病虫害など森林被害対

策、ＡＩ技術やＩＣＴ等を活用したスマート林業

の促進、木材加工・流通体制の強化、建築物の木

造・木質化や木質バイオマスの熱利用の促進など

による道産木材の需要拡大、外国人材も含めた森

林づくりを担う多様な人材の育成・確保などに必

要な支援を充実・強化すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により提出す

る。 

令和８年６月１７日。 

上富良野町議会議長、中澤良隆。 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水

産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大

臣、復興大臣。 

以上で、発議案第２号ゼロカーボン北海道の実

現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強

化を求める意見についての説明といたします。 

御審議賜りまして、御議決いただきますよう、

お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これより、質疑に入りま

す。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって

質疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、発議案第２号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、発議案第２号ゼロカーボン北海道の実

現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強

化を求める意見については、原案のとおり可決さ

れました。 

────────────────── 
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◎日程第３０ 閉会中の継続調査 

      申出について 

○議長（中澤良隆君） 日程第３０ 閉会中の継

続調査申出についてを議題といたします。 

議会運営委員長及び各常任委員長から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において別紙

配付の閉会中の継続調査の申出があります。 

お諮りいたします。 

各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

よって、各委員長からの申出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決定しました。 

以上をもって、本定例会に付議された案件の審

議は、全て終了いたしました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告 

○議長（中澤良隆君） これにて、令和８年第２

回上富良野町議会定例会を閉会といたします。 

午後４時３４分 閉会 
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